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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　高苗京鈴
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　其の一　その日を控えて







　事例その一。於おいて、二にノの宮みや家の居間。





「抱だいて。お願い」


　女は重ねて懇こん願がんする。それでも男は首を振ふった。


「いけない、君にも僕ぼくにも家庭があるじゃないか。僕は妻を……子供たちを、裏うら切ぎることはできない」


「そんなの親同士が勝かつ手てに決めた政せい略りやく結けつ婚こんでしょうッ？　わたしとあなたはもう二十年も前から……！」


「すまない。それでも僕は……。嗚あ呼あ、やっぱり──やっぱり再会すべきじゃなかったんだ、君と僕は」


「いいえ、そんなの許ゆるさない。わたしはそんなのが運命だなんて認みとめない。わたしは……あの女からあなたを、奪うばってみせる」


　緊きん迫ぱくする空気。見み詰つめ合う二人。


　やがて男は目を逸そらし、女はそれに乗じようじるように男へしなだれかかった。


　冷たい床ゆかに添そうた二人。女は濡ぬれた瞳ひとみで男を見下ろす。男もまた目を逸らすのをやめ、女の眼差しを受け止める。


　見詰め合う。


　見詰め合う。


「…………」


「…………」


　見詰め合──


「あの……月つき村むらさん？　次のセリフは……？」


　男の問いに女は答えない。妖あやしく輝かがやく瞳で一心に男を縫ぬい止めている。もはや言葉を交かわし合う時は過すぎた、とでも言わんばかりに。


　その瞳の前に男の自じ制せい心しんなど薄うす紙がみも同どう然ぜん。たちまち思し考こうは女の魅み惑わくに蕩とろけ、理り性せいは光年単位で男と距きよ離りを置いた。


「二ノ宮、くん」


「つ、月村さん……」


　馬乗りになった女を止めるものは最も早はや何もない。女はただ本ほん能のうのみに従したがい、男を我わが物にせんとくちびるを近づけて──


「ちょっとお待ちなさいっっっっ！」


　とうとう堪かん忍にん袋ぶくろの緒おをブチ切れさせた麗れい華かが、狼ろう藉ぜきを働かんとする二人をひっぺがした。


「黙だまって見ていれば好き勝手して……これは訓くん練れんなのでしょうッ？　もっと真ま面じ目めにやりなさい！」


「そんな、心しん外がいです！」


『特とつ訓くん』を邪じや魔まされた真ま由ゆが猛もう然ぜんと抗こう議ぎを開始した。


「わたし真面目にやってます！　今の演えん技ぎのどこが不真面目だったと言うんですかっ」


「どうみたって行いき過すぎでしょう今のは！　そもそもあんなのどこにも台だい本ほんに書いてなかったじゃないのッ！」


「アドリブです！　演技には必ひつ須すの行こう為いです！」


「だったら途と中ちゆうから『二ノ宮くん』とか呼んでたのは何なのです！　公こう私し混こん同どうにも程ほどがありますわ！」


「それだけ演技に熱が入っていたということです！」


「とにかく！　わたくしが譲じよう歩ほするのはこの台本に書いてある行為までです！　これでも妥だ協きように妥協を重ねているのですから四しの五ごの言わず従いなさい！」


「～～～～っ。二ノ宮くん！　麗華さんが横おう暴ぼうです！　何とか言ってあげてください！」


「月村さん落ち着いて。あんまり興こう奮ふんするとまた鼻血が出るよ。ほら、最近多いんだから……」


「これが落ち着いていられますか！　だいたい麗華さん、この程てい度どで騒さわがれては困こまりますよっ。この先にはもっときわどい台本が控ひかえているんですからねっ！」


「なっ……こ、これ以上のことまでやるおつもりっ？　だめです許ゆるしません認みとめませんよそんなことは！　そもそもわたくし、この行為が男性恐きよう怖ふ症しようの克こく服ふくに役立つかどうかすら認めては、」


「いいえ認めてもらいます認めてもらえなくたってやります！　この後はどんどん過か激げきになっていって、さ、最終的にはお互たがいは、ハダカになって、う、上になったり下になったり、ぐるぐる回転したり、身体からだの普ふ段だん使わないところを使ったり、そ、それからそれから、……はうっ」


「ほら、言わんこっちゃない……さ、これで鼻血拭ふいて」


「ずす、、ずすびみばまぜせんん……ほと、、ほとににはかふくっつ」


　出血を乱らん暴ぼうにぬぐい、真由は必ひつ殺さつの一いち撃げきを放った。


「外がい野やからああだこうだいちゃもんをつけるだけの人に四の五の言われたくありません！　この方法じゃいけないというなら、もっと有ゆう効こうなやり方を考えて、その実じつ効こう性せいを証しよう明めいした上で提てい示じしてください！」


「くっ……」


　道どう理りである。こと男性恐怖症克服対たい策さくに関しては、長年男性恐怖症の克服を試こころみている月村真由の言葉の方が説せつ得とく力りよくを持つに決まっている。


　門もん外がい漢かんの悲しさかな、そこを突つかれると麗華としては返す言葉がない。歯は嚙がみしつつ、渋しぶ々しぶと沈ちん黙もくを余よ儀ぎなくされる。





　　　　＊





　事例その二。於、二ノ宮家の浴よく場じよう。





「二ノ宮くん、わたし気づきました」


「…………？　何に気づいたっていうんだ？」


「はい。わたし、こうして二ノ宮くんと一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入るようになってからもう何日も経たちますけど……考えてみればわたしの方から身体を洗あらうばかりで、一度も二ノ宮くんに身体を洗ってもらったことがありません。ですから今日からは、」


「ちょっとお待ちなさい月村真由！　まさかあなた、二ノ宮峻しゆん護ごに自分の身体を洗ってもらおうとか言うんじゃないでしょうね！」


「いけませんか？」


「こ、この破は廉れん恥ち小こ娘むすめ、いけしゃあしゃあと、」


「そう言いますけど麗華さん。わたしが二ノ宮くんの身体を洗うのと、二ノ宮くんがわたしの身体を洗うのと、それほど違ちがいがあるとは思えません」


「前ぜん提ていからして間違っています！　そもそもわたくしは、あなたが二ノ宮峻護の身体を洗うことだって認めた記き憶おくはありません！」


「……じゃあ、お手本を見せてください」


「？　なんですって？」


「お手本です。二ノ宮くんの身体を洗う時、どんなやり方までならセーフなのか。麗華さん自身が二ノ宮くんの身体を洗うことで、わたしに示しめしてください」


「ど、どうしてそうなるのよっ。わたくしはただ、」


「またそれですか。麗華さんはずるいです。いいですか、ただ単に浴よく室しつを共にしているだけで男性恐怖症に効こう果かがあるとは思えません。わ、わたしだって恥はずかしいけど、すこしでも恐怖症克服に効果があればって思って、色々な方法を考えてきたんです。た、たとえばスポンジじゃなくて、じ、自分の身体を使って洗ったりとか。そ、それからう、上になったり下になったり、ぐるぐる回転したり、身体の普段使わないところを使ったり、そ、それからそれから、……はうっ」


「だから月村さん、興奮しすぎだって。ほら、このタオルで鼻血ふいて……」


「ずす、、ずすびみばまぜせんん二ノ宮くん。──ほと、、ほとににはかふくっつ」


　ずずず、と鼻をすすり上げて、真由は難なん詰きつする。


「麗華さんは口ばっかりです。だいたいにおいて麗華さん、わたしの特訓が行き過ぎないように監かん視しする、というお話でしたけど──代だい案あんは出さない、お手本は示しめさないでは何のためにそこにいるのかわかりません。邪じや魔まをしに来ただけなら特訓の場から出て行ってください」


「────っ」


　麗華、沈黙。





　　　　＊





　事例その三。於、二ノ宮家、峻護と真由と麗華の相部屋。





「二ノ宮くん、わたし気づきました」


「こ、今度は何？」


「わたしたち、ここしばらくは特訓のために一緒に寝ねていましたけど……これまではお互い、パジャマを着たまま寝てましたよね。でも考えてみれば、特訓のためには服を着たままである必要なんてどこにもないんですよね？」


「…………！　ちょっとお待ちなさいッ！　あなたまさか、」


「はい、そのまさかです。そして麗華さんが次に何を言うかもわかってます。だから麗華さんもどうぞ一緒のベッドで休んでください。麗華さん確か言ってましたよね？　特訓を監視するためにわたしたちと同じベッドで寝るって。その条件付きだったら特訓を認めるって。わたし確かにこの耳で聞きました。だからどうぞ、麗華さんもご一緒に」


「…………」





　　　　＊





　先日──南の島のバカンスから帰ってきた翌々日の朝、月村真由と北ほう条じよう麗華がお互いに宣せん戦せん布ふ告こくして以来勃ぼつ発ぱつした紛ふん争そうの推すい移いは、およそ右の通りである。


　あれ以来、真由の方は完全に火がついてしまったらしい。常つねに積せつ極きよく的てきに行動し、常に先せん手て先手を打っている。普ふ段だんおとなしい人間ほど一いつ旦たん肚はらを据すえると侮あなどれない、という見本であろう。これまでの方ほう針しんとは打って変わった猪ちよ突とつ猛もう進しんっぷりをあらゆる局きよく面めんで発はつ揮きしつつ、ライバルである麗華を圧あつ倒とうしている。


　一方の麗華、こちらは対たい照しよう的てきである。清きよ水みずの舞ぶ台たいから飛び降りるつもりで月村真由と同じ土ど俵ひように立ったにもかかわらず、彼女はそこから先の一歩を一いつ向こうに踏ふみ出せていなかった。


　同情すべき点はもちろんある。男性恐怖症の克服という大たい義ぎ名めい分ぶんのある真由の方がスタートラインが有ゆう利りなのは確かだ。が、麗華とてそんなことは先せん刻こく承しよう知ちであり、そもそもそれを挽ばん回かいせんとする決意表明の宣戦布告だったはずである。にもかかわらず、ほとんど豹ひよう変へんといっていい変身ぶりを見せる真由にうろたえるばかりで為なす術すべもない。どころかその怯ひるみに乗じられ、挑ちよう発はつ的てきな言げん動どうすら許ゆるす始し末まつである。


　冷れい静せいに考えれば反はん論ろんも対たい抗こう策さくも掃はいて捨てるほどあるはず。しかしそういったものを施ほどこすべき状じよう況きようは常に、麗華に冷静さを失わせる状況でもあるのだ。何しろ彼女の冷静さを狂くるわせる鬼き門もん・二ノ宮峻護と月村真由が常に彼女の相手となるのだから。結けつ局きよくのところ麗華が取っている行動といえば、峻護と真由の間に割って入り、あれはダメだこれはダメだと喚わめいているだけなのである。


　よろしい。迂う遠えんな描びよう写しやはやめ、今の彼女にふさわしい評ひよう言げんをひとことで総そう括かつしてしまおうではないか。


　すなわち『北条麗華はまったくもって口ほどにもなかった』──と。





　　　　＊





　麗華当人もそのことは痛いたいほど自じ覚かくしている。北条コンツェルン次じ期き総そう帥すい、神じん宮ぐう寺じ学園生徒会長、その他無数の肩かた書がきとそれに見合った実力・潜せん在ざい能のう力りよくを有ゆうする麗華にしてみれば、身体からだ中の穴から血を噴ふいて憤ふん死ししそうになるほど屈くつ辱じよく的てきな事じ態たいである。なによりもその屈辱的状況が自分の不ふ甲が斐いなさから発しているという事実が、彼女を激はげしく苛いら立だたせていた。


　もちろんわたくしにとって二ノ宮峻護などはミジンコ以下の存在意い義ぎしか持たない男だけど──と、いつもの前置きをしてから麗華は考える。態たい勢せい挽ばん回かいを期きした宣戦布告の結果がこのざまではお話にならない。どうにかして状況を打だ開かいする必要がある。


　でも、どうすれば状況を打開できるというのだろう……？


　と、このあたりで早くも彼女の思し考こうは足あし踏ぶみしてしまう。他ほかのことはいざ知らず、色いろ恋こい沙ざ汰たに関してだけは破は滅めつ的てきに不ぶ器き用ような麗華である。さらには十年という長きにわたって峻護への想おもいを誰だれにも口にせず胸に秘ひめてきた彼女にとって、その想いを誰かに打ち明けて相そう談だんに乗ってもらう、という選せん択たく肢しも眼がん中ちゆうにない。


　こまった。


　いったいどうすれば二ノ宮峻護を振ふり向かせることができるのだろう？


　考えても考えても妙みよう案あんは出ず、考えれば考えるほど泥どろ沼ぬまの深みに嵌はまっていく。そうする合あい間まにも月村真由は攻こう勢せいを強め、強ごう引いんとも無む茶ちやとも言えるやり方で、しかし確実に二ノ宮峻護との距きよ離りを縮ちぢめているように見える。それに対して麗華は負け犬の遠とお吠ぼえよろしく外野からキャンキャン吠え立てるだけ。何もできない不ふ甲が斐いなさに苛立ち、その苛立ちが冷静な思考を奪うばっていく悪あく循じゆん環かん。苛立ちのあまり無む意い識しきのうちに親指の爪つめを嚙かむことが多くなった。


　そんなこんなの期間が続き、そろそろ嚙めるだけの爪もなくなってきたころ。ふと麗華の目に留まった書しよ類るいがある。


　それは彼女の執しつ務む机づくえに山のごとく積つみ重なった事じ業ぎよう計画書の一枚だった。それを何の気なく眺ながめているうち、彼女にしては起き死し回かい生せいの一いつ策さくが脳のう裏りに浮うかび上がったのである。





　　　　＊





　季節はいよいよ真夏に差し掛かかり、秋の気け配はいはいまだ遠い夜。


「二ノ宮峻護、あなたに話があります。ちょっと顔をお貸かしなさい」


　思い立ったが吉きち日じつ。各所への根ね回まわしを終えると、麗華はその足でターゲットを呼びつけた。消しよう灯とう前まえの二ノ宮家、台所でのことである。


「…………？　お話、というのは？」


　朝食の仕し込こみをしていた峻護が振ふり返り、首をかしげる。怪け訝げんそうな顔なのは、常に行動を共にしているはずの付き人・保ほ坂さか少年の姿がないゆえだろうか。


　麗華は素す早ばやく周囲を確かく認にんする。折おりよく月村真由の姿はない。


「──喜びなさい二ノ宮峻護。今日はあなたに耳みみ寄よりな話を持ってきました」


　いいアイデアを得えた時の勢いきおい、というものであろうか。普段であればひどく高いはずのハードルをあっさり飛び越こえ、麗華はすぐさま切り出した。


「明日の休日、あなたには何の予定もありませんでしたわね？」


「はあ、まあ。やっておきたい家か事じはたくさんありますが」


「よろしい。暇ひまなのですわね」


　こほん、と咳せき払ばらいし、両手に腰こしを当てて。


　令れい嬢じようはその辞じ令れいを申もうし渡わたした。


「二ノ宮峻護。明日一日、あなたにわたくしの随ずい行こうを命じます。心するように」


「……はい？」


「これを御ご覧らんなさい」


　キョトンとする相手を黙もく殺さつし、抱かかえていた書しよ類るいを突つき出す。


「都下にコンツェルン傘さん下かの娯ご楽らく施し設せつがいくつかありますが、そのうちのひとつ『ネバーエバーランド』が現在、看かん過かできぬ赤字を計けい上じようし続けています。可か及きゆう的てきすみやかにこれを黒字に転てん換かん、場合によっては閉へい鎖さを視し野やに入れた経営改かい善ぜんを施ほどこす必要あり、と下部から報告が上がってきました。そこでわたくし自らが現地に足を運び、そのための方ほう策さくを練ねることとなったのです。またこの件はあくまで内々に進め、関係各所には一いつ切さい通つう知ちしない方ほう針しんです。ですが何分急な話であり、生はえ抜ぬきの部下に手て空すきの者がいません。随ずい員いんを最小限にとどめることは予定の範はん囲い内ないですが、わたくしをサポートする者がひとりもいないというのは差し障さわりがあります。そこで──」


　戸と惑まどいつつも書類に目を通している峻護を見み据すえ、麗華はさらに続ける。


「年がら年中暇そうにしているあなたに白しら羽はの矢が立ったというわけです。まったく頼たよりにならないことは百も承しよう知ちですが、まあ荷物持ち程てい度どには使えるでしょう。コンツェルンとは縁えんもゆかりもないあなたを連れて行くというのも、一種のカムフラージュにならなくはないでしょうし。薄うす暗ぐらい家の中でちまちま家事をしているよりは外を出歩いた方が健けん康こう的てきだろう、というわたくしの温おん情じようでもあります。理解できて？」


「…………」


「その書類は資し料りようとして渡しておきます。一通りは読み込んでおきなさい。役立たずなのは承知の上とはいえ、仮にもこのわたくしの随員として行動を共にするのです。くれぐれも恥はじをかかせぬよう」


　言い終えると両りよう腕うでを組み、胸をいっぱいに反そらせて、


「何か質問は？」


「……随員は最小限とのことですが、つまりおれと北条先せん輩ぱいの二人だけで行くということでしょうか？」


「何かご不満でも？」


　ぷい、とそっぽを向き、そっぽを向いたままチラリと峻護を盗ぬすみ見る。そういう質しつ問もんが来ることは折おり込こみ済ずみ、何を訊きかれたって答えられるよう何十通りもシミュレーションしてきたのだ。さあ、次はどんな問いかけが来るのかしら……？


　峻護は書類に目を落とし、何ごとか考えているようだったが──思いのほかその時間は短かった。


「わかりました。明日の開かい園えん前まえ、現げん地ちの正面ゲートで待ち合わせですね？」


「…………。え？」


「いえ、ですから。ここに書いてある通り、待ち合わせは明日の開園前、現地の正面ゲートでいいんですよね？」


「え？　ええ、確かにそうですけど……」


「了りよう解かいです。じゃあ先輩、明日はよろしくお願いします。おれはもう少し仕事が残ってるので、それを済ませてから寝ねることにします」


「そ、そう？　じゃあ、ええ、うん。おやすみなさい」


　仕込みの作さ業ぎようを再開した峻護を残し、麗華は台所を後にする。


　どことなくぼんやりした足取りで廊ろう下かを行きながら、彼女は今しがた起こった出で来き事ごとを検けん証しようし始めた。


　──ええと、つまり。これはどういうこと？


　勢いきおいに任まかせて行動してしまったけど、上う手まくいくとは思ってなくて。だってあの男は月村真由の傍そばにずっといる義ぎ務むがあるわけだし、この家の家事責任者だから実はけっこう仕事は忙いそがしいし、その仕事から離はなれるには姉である二ノ宮涼りよう子この了解を取らなくてはいけないはずで、それを取るためには紆う余よ曲きよく折せつがあるはずで、それに優ゆう柔じゆう不ふ断だんだし、急な話だったし、だから資料なんてのも半分適てき当とうにでっちあげたもので、要ようするに二ノ宮峻護と少しでもコミュニケーションを取れればと思っていただけで、それ以上は望んでなくて、つまりつまりその先のことは何も考えてなくて──


　静かに混乱を始めた頭で、令れい嬢じようはようやく結けつ論ろんにたどり着く。


　──ええと、ええと、つまり。要よう点てんを纏まとめると。


　もちろんそれは自分で言い出したことだけど。


　明日わたくしは、二ノ宮峻護と二人だけで遊園地に行く、ということ……？





　　　　＊





「保坂！　保坂！」


「はいはい、何ですかお嬢さま」


「着ていくものはこのカクテルドレスでいい？」


「んー、やめたほうがいいと思いますよ」


「そ、そう？　やっぱり和わ装そうにするべきなのかしら。じゃあ振ふり袖そでの仕し立たてを明日までに大だい至し急きゆう、」


「んー、別に新しいのを作る必要もないと思うなあ。というか振袖もやめときましょうね、そんなもの着ていけばかえって恥をかきますから。それにどの道お嬢さまの着ていける服というのは──」


　が、もはや麗華は下げ僕ぼくの言葉を耳に入れていない。召めし物ものの選せん択たくをそっちのけにし、今度は明日巡めぐるべきアトラクションのコースを検けん討とうし始めたからだ。いやはや目まぐるしいことである。


（それにしてもまあ、お嬢さまにしてはなかなか思い切ったねえ）


　部屋に戻もどってくるなり右う往おう左さ往おうし始めた主人を、保坂は先ほどからにこにこ見守っている。部屋、というのは二ノ宮峻護と月村真由と寝起きを共にする部屋でなく、元・麗華の個室であったスペースだ。『執務等の都つ合ごうから二部屋使用する必要あり』という口こう実じつでこちらも併へい用ようしているのだが、それはまさしく口実でしかない。実情は二ノ宮峻護と同じ部屋にいても月村真由の独どく走そうを許すばかりで居いたたまれなくなったからだが──そんなしみったれた感かん傷しようも今の彼女には無む縁えんであろう。


「それでお嬢さま」


「なんですの？　わたくしは今いそがしいのです」


「当然、付き人であるぼくは明日もついていくわけですが。今回、ぼくはどういう役やく割わりを請うけ負おえばいいんでしょう？」


　ものすごい勢いでガイドブックをめくっていた麗華の手が止まった。


「お嬢さま？」


「──あなたは、」
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　沈ちん黙もくは一いつ瞬しゆん。再びガイドブックと首っ引きになりながら、令嬢はこう宣せん言げんした。


「あなたはついてこなくて結けつ構こう。別の仕事を命じますから、そちらを果たすように」


　おやあ？　と保坂は片かた眉まゆを上げた。どうやら彼の主人、今回はほんとうのほんとうに思い切ったようである。


「ぼくは付いていかなくてもいいんですか？」


「そう言ったでしょう」


「ほんとうに？」


「くどいですわよ。明日はあなたにわたくしの代だい理りを任まかせます。いかなる理由があろうとわたくしを呼び出したりはせぬよう、徹てつ底ていなさい」


「──なるほど、わかりました。まあそりゃあそうですよねえ、何しろお嬢さまの初デートなんだもの。ぼくなんかがついていったらお邪じや魔ま虫むしですよねえ」


「保坂」


　振ふり返り、ぎろりとひと睨にらみ。


「勘かん違ちがいしているようだから確かく認にんしておきますが、これはデートなどと称しようするものとは一いつ線せんを画かくする、わたくしのれっきとした公こう務むです。そして今回の公務は赤字娯ご楽らく施し設せつの経けい営えい再建であり、そのためには運うん営えいの実じつ情じようを知らねばならず、それを知るためには実じつ際さいに運営されているサービスを体たい験けんすることが必要不ふ可か欠けつなのです。それを踏ふまえた上で考えるに、こういった娯楽施設にとって家族連れと並ならんでもっとも集しゆう客きやくを見込める対象は相そう思し相そう愛あいの関係にある男女である、と断だん言げんして差し支つかえないでしょう。もちろんわたくしと二ノ宮峻護がそういう関係にあるわけではありませんが、ここは便べん宜ぎ的てきに恋こい人びと同士であると仮定し──もちろんあくまで仮定の話ですわよ？──その通りにシミュレートした行動を取ることで、より顧こ客きやくに近い視し点てんから運営を評ひよう価かすることができるのです。理解できて？」


「なるほど。わかりました」


　適てき当とうに生なま返へん事じをしておき、保坂はなおも食い下がる。


「ん～、でもほんとに付いてっちゃダメですか？　ぜひとも見けん物ぶつしたいんだけどなあ、お嬢さまの初デー」


　追い出された。


「あいたたた……ひどいなあ」


　けたたましい音を立てて閉じられた扉とびらに苦にが笑わらいしつつ、廊下につまみ出された保坂は次じ善ぜんの策さくを考える。


　かたくなに同行を拒こばむ麗華だが、そう簡単には彼女の傍そばを離れられないのが保坂の立場である。それにどう考えたって『あの』北条麗華がまともなデートをこなせるはずがない。なおかつこんなスペシャルイベントを見み逃のがすなど、北条麗華ウォッチャーの第一人者としての名な折おれ。とはいえ主人には念ねん入いりに釘くぎを刺さされてしまっている……


「ふむふむ」


　状じよう況きようを整理し終えた保坂は次の一手を打つべく携けい帯たいを取り出し、コールを始めた。





　　　　＊





　そのころ、峻護の姿はなおも台所にある。朝食の仕込みを終えた彼は調ちよう理り道どう具ぐの手入れに精せいを出していた。


　クレンザーを適てき度どにまぶし、愛あい用ようの鍋なべを丹たん念ねんに磨みがいていく。


　何か胸のうちにわだかまりがある時。峻護はよくこの作さ業ぎようをする。こうして一心に手を動かしていると次し第だいに心が平たいらかになっていく気がするのだ。あるいは彼にとってこれは、武ぶ道どうの黙もく想そうにも似にた行こう為いなのかもしれない。


　万ばん難なんを覚かく悟ごの上で麗華の申し出を即そく座ざに受けたことには、もちろん理由がある。峻護にはある決けつ意いがあった。南の島でのバカンス以い降こう、彼を常に悩なやませてきた問題に決けつ着ちやくをつけることである。


　現在、峻護を翻ほん弄ろうする懸けん案あん事じ項こうはいくつもあるが、彼の間違いはそれらすべてを纏まとめて解決しようとしたところにあった。そのことが却かえって彼の行動に楔くさびを打ち、問題をずるずると先さき延のばしにする主しゆ因いんとなっている。そのことに気づいた彼は考えた。解決に当たるべき問題をもっと絞しぼらねばならない。では、現在抱かかえている問題のうち最も根こん幹かん的てきな問題はどれなのか。最も優ゆう先せんせねばならない問題は何なのか。それは。


　北条麗華が十年前の約束の少女であるか否いなか──これである。


　もし、彼女が約束の少女でなければ？　その場合は状況が振り出しに戻り、峻護は相変わらず問題が山積みされた苦く悩のうの日々を送ることになるだろう。だが。


　もし、彼女が十年前の少女だったなら？


　そしてもし、彼女が十年前と変わらぬ想おもいを抱いだいててくれたのなら？


　その場合、ほとんどの問題は瞬しゆん時じに解決されることになるだろう。なぜなら二ノ宮峻護にとって約束とはそれほどに重いものだからである。真しん摯しに交かわされた約束であれば子供も大人もない。麗華がサキュバスであるらしいことも、あるいは月村真由に対するほのかな想いも、その他無数にある様さま々ざまな問題も。この最優先事項に比くらべれば瑣さ末まつなことである。まして相手が十年の長きに亘わたって自分を待っていてくれたのであれば。


　それはむろん、十六歳さいの少年にとって小さからぬ意味を持つ。


　そこまで深しん刻こくに考えなくても、とは言うまい。


　彼は男の端はしくれであり。


　男の交わした約束とは、果はたされるためにのみ存在するべきなのだから。


　だから、確かめなければならない。北条麗華と二人だけになれる明日はそのための絶ぜつ好こうの機き会かいとなろう。


「……覚悟、決めなきゃな」


　優ゆう柔じゆう不ふ断だんな少年にしては破は格かくの決意を静かに練ねりながら。


　峻護は一心に鍋を磨きつづけている。





　　　　＊





　さて、もうひとりの主役である。


　この時、月村真由は別に外出していたわけではない。


　より時じ刻こくと場所に正確を期きせば──麗華が居い丈たけ高だかにデートの申し出をしていた時、真由はそこから数メートルと離はなれていない物もの陰かげにいた。真由の名めい誉よのために言い添そえれば、彼女がそこに居い合あわせたのは偶ぐう然ぜんである。想い人と恋こい敵がたきとの会話につい耳をそばだててしまったのは人にん情じようというものであろう。


　その内容が真由にもたらしたショックは、もちろん小さいものではない。


　話を纏め終えた麗華がぼんやり部屋に戻もどっていくのと同じくして、真由も呆ぼう然ぜんたる足取りで自じ室しつに向かった。


　ぽす、と力なくベッドに腰こしを落とす。


　こころなしか青ざめた顔で、瞬まばたきもせず、膝ひざの上においた両手にじっと視し線せんを置いている。


　ここ数日、彼女なりに必死でやってきた。無む我が夢む中ちゆうといっていい。乏とぼしすぎる恋れん愛あい経験。あの北条麗華を相手に回す恐おそれ。自分には時間がないという焦あせり──それらの不安に押おしつぶされないためには、考える余よ裕ゆうや立ち止まる暇ひまを自分に与あたえず、ひたすら直ちよつ感かんと本能を頼たよりに駆かけずり回るしかなかった。スマートなやり方だったとは微み塵じんも思っていない。そんなやり方がかろうじてまかり通っていたのは、ひとえに北条麗華の足あし踏ぶみがあったゆえである。


　だがついに。その風かざ向むきが変わった。


　正直、気が滅め入いるのを抑おさえられない。麗華は──あの凛りん冽れつたる少女は、暴ぼう走そうと紙かみ一ひと重えの疾しつ走そうを続けるしかない真由とは根ねっから違ちがう。今でこそ迷めい走そうしているようだが、麗華には恋愛への不ぶ器き用ようさを補おぎないうるだけの人生経験がある。美しさだけでなくカリスマもある。そして何より洋よう々ようと広がる未来がある。あの麗れい人じんがわずかに一歩を踏み出しただけで──かろうじて真由が維い持じしているかに見える有利など、波の前の砂さ城じようも同どう然ぜんに脆もろくも崩くずれ去さるだろう。


　どうして、よりにもよってあの人が敵に回るのか。


　ここしばらく、真由は深しん刻こくにそのことを思っている。ライバルとして強きよう大だいすぎる、というだけではない。敵として同じ屋や根ねの下に暮らしているにもかかわらず──かつては手ひどいことも言われ、殴なぐり合いの喧けん嘩かをした相手にもかかわらず、真由は麗華に対してどうしても悪感情をもてずにいる。それどころかあの麗人が持つ不ふ思し議ぎな魅み力りよくは、敵であるはずの真由をも捉とらえ始めていたのである。


　今はどうにか気力を奮ふるい立たせて立ち向かっているし、口では様々に否ひ定てい的てきな言葉も投げている。が、本心ではあの凛りん然ぜんとした少女と対たい立りつなどしたくない。その気分が真由の気力をさらに萎なえさせていく。明らかに真由は、ひとりの人間としての麗華に好こう意いを抱き始めていた。


　この戦い、どうしたって負けられないもののはずだった。ぜったいに諦あきらめない、と決意もした。だがその決意も、向きを変えて吹ふき始めた風の前に為なす術すべなく散ちり去ろうとしている。


　でも、たとえ為す術はないとしても──ただじっと終わりを迎むかえるのを待つのは、耐たえられそうにない。


「──見み届とどけるくらいなら、いいですよね……？」


　再び鼻び腔こうから漏もれてきた血けつ液えきを拭ぬぐいながら。


　迷いに迷った末すえ、真由はあることを決けつ断だんしていた。





　　　　＊





　時に、真由にさえ筒つつ抜ぬけだった峻護と麗華の動どう向こうである。とすれば、よもやこの二人がそれを知らぬはずもなく──


「動く時は動くものよね、状じよう況きようっていうのは」


「うむ。運命の歯は車ぐるまというものはそういう設せつ計けいにできているらしいからね」


　二ノ宮家の居い間ま。シャンパンを酌くみ交かわしながら、二ノ宮涼子と月村美み樹き彦ひこが穏おだやかに談話している。


「それで、わたしたちはどう動くべきかしらね」


「予定通りさ。僕ぼくらが脚きやく本ほんを書くのは第一幕まくだけであり、その幕はすでにして下りている。これより先僕らは脚本家を廃はい業ぎようし、一出演者に立ち返るべきだろう」


「残念ね。こんな興味深いイベントなのに」


「若者にはしばしば冒ぼう険けんが必要なものだ。心配だからといって手取り足取り世せ話わを焼いては、育つものも育つまいさ。どちらにせよ運命をすべて支し配はいすることなどできはしない。まして彼らのそれは僕らの手に余あまる」


「予定通りにいかないのも予定通りよね。匙さじを投げてるだけともいうけど」


「残念なのは僕も同どう感かんだが、そう皮ひ肉にくるものではないさ。バカンス中とはいえ、我々もただサボっているだけではつまるまい」


「そうね。これも役目と思って諦めるしかないか」


「そういうことだな。このイベントは録ろく画がでの鑑かん賞しようで我が慢まんすることとしよう──」





　　　　＊





　再び、麗華の部屋。


　部屋の主は四し苦く八はつ苦くな右う往おう左さ往おうをようやく一いち段だん落らくさせ、就しゆう寝しんの支し度たくを始めていた。そうせざるを得えない。彼女には明日の早朝にも一仕事があるため、それを済ませた足で遊園地に向かい、峻護と待ち合わせすることになる。不安は尽つきないが、ここらで明日のプランニングは切り上げ、床とこにつく必要があった。まさか寝ね不ぶ足そくの顔で大一番を迎むかえるわけにはいくまい。


　ネグリジェに着替え、未いまだ混乱の余よ韻いんが残る身体からだを深呼吸でどうにか鎮しずめてから、麗華は執しつ務む机づくえに向かう。彼女には大勝負を前にした時に欠かさず行うおまじないがあるのだ。


　細ほそ腕うでが鍵かぎ付つきの引き出しに伸のびる。そこから取り出した箱の鍵を開け、さらにその中から出てきた箱の鍵を開け──


　最後の小箱からそっと取り出したものが、夜や光こう灯とうの薄うす闇やみの中に浮うかび上がる。


　それは青い石をはめたブローチを金色の鎖くさりにくぐらせた、見るからに安っぽい、おもちゃじみたネックレスだった。


　令れい嬢じようはそれを手に載のせると、保坂ですら見たことのない、ひどくやわらかな眼まな差ざしを注そそいだ。母が子に向けるような、あるいは子が母を見上げるような──どこか聖せい性せいさえ感じさせる光景が、ほのかな灯あかりに照てらし出される。


　やがて少女は祈いのるように目ま蓋ぶたを閉じ、何ごとか短い言葉を呟つぶやいてから、生まれたばかりの小鳥を扱あつかうような丁てい寧ねいさでそっとネックレスをしまおうと、


　──そのみっともないクセ、いいかげんにやめたらどう？


　その時。誰かが嘲ちよう笑しようまじりに囁ささやきかけた。


「……え？」


　──思い出の品を失いたくないなら適てき当とうな金庫にでも保ほ管かんしておけばいい。いつも傍そばに置いておきたいなら肌はだ身み離はなさず身に付けておけばいい。だけど万一のことを恐おそれるあまりそのどちらも選べず、結局こんな中ちゆう途と半はん端ぱなところに仕し舞まっている。ましてそんなものを心のよりどころにしようなんて……ほんとう、あの男が絡からむとどうしてここまで弱くなるのかしらね、あなたは。


「そんな、別にわたくし、弱くなんか……それに、あの男のことなんてどうでも、」


　──だったらこんな無意味なオモチャ、いっそ捨すててしまったら？


「だ、だめ、そんな……！」


　──まったく、この期ごに及およんでどうしてこんなものに頼る必要があるのかしら。あなたが欲ほしいものはすぐ目の前にある、そしてあなただったらいつでも欲しいものを奪うばうことができる、いつもそう言ってるでしょう？　困こまった子。わたしはあなたのことがとても好きだけど──あなたは時々、わたしをひどく苛いら立だたせる。


「そんな……」


　──ふふ、まあいいわ。どうせあなたには何を言ったって無む駄だなんだもの。


「…………？　どうして？」


　──どうしてかって？　それはね、


「目が覚めた時、どうせあなたはこのことを忘れているからよ」
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　ふふ、と目を細め、表に浮かび上がった少女がため息と共に呟つぶやいた。


「仕方のない子ね。いつまでもこんなものに縋すがって……」


　指でつまんだネックレスをぷらぷら揺ゆらしながら、独どく白はくする。


「そんなに自分に自信がないのかしら？　それともこの臆おく病びようさがあなたの本ほん質しつなのかしらね？　そんなあなたはかわいいけれど──だけどこれがわたしの一部でもあるなんて、ちょっと悲しくなるわ」


　彼女にとってガラクタでしかないそれを机の上に放ほうり出し、優ゆう雅がに足を組くみ替かえる。それから身体をほぐすように伸のびをすると、今度は手の指を一本一本、確かめるように動かし始めた。


「だいぶ慣なれてきたわね。──ねえ、言っても無駄でしょうけどよくお聞きなさいな。この身体はあなたに任まかせるつもりだけど、でもわたし、気まぐれなのよね。だから」


　髪かみを指で梳すきつつ、少女は妖よう艶えんに微笑ほほえんだ。


「あんまり弱いままだと──この身体、わたしが貰もらうことになるわよ……？」





　　　　＊





　出演者は出で揃そろうも脚本家は不在。


　季節はいよいよ真夏に差し掛かかり、秋の気配はいまだ遠い夜の日に。


　事じ態たいは目まぐるしく、慌あわただしく、そして陽よう気きに、騒そう乱らんのポルカを奏かなでようとしている──




　其の二　ネバーエバーランドの日　午前の部







　ネバーエバーランド──都市型娯ご楽らく施し設せつ。従じゆう業ぎよう員いん二百余よ名めい。敷しき地ち面めん積せきおよそ十万平方メートル。都市型のアミューズメントパークゆえ敷地の広さはさほどでもないが、テーマ不在のアトラクションがオモチャ箱をひっくり返したがごとく雑ざつ多たに、無数にひしめき合う、地ち域いき密みつ着ちやく型がたの遊園地。


　と、いうのが、本日の目的地について峻しゆん護ごが事じ前ぜんに仕し入いれていた大まかな知ち識しきであった。


　最も寄よりの駅を降りると、遊園地特とく有ゆうの活かつ発ぱつな空気がたちまち全身を包み込んでくる。ジェットコースターや観かん覧らん車しやの伽が藍らんが、乗っている客の笑え顔がおまでつぶさに見えるほどの距きよ離りに屹きつ立りつし、同じ駅を降りた利用客らしき人々が、心持ち小走りになってそちらに吸すい込まれていく。都内の住宅密集地に突とつ如じよとして現れる、空くう想そうをそのまま建造物化したようなネバーエバーランドの姿すがたは、なかなかに感かん慨がい深ぶかいものがあった。


　……という感想を、さっそく峻護はメモに書き留とめている。律りち儀ぎな彼は本日の公的な目的である『遊園地の経営再建のための視し察さつに訪おとずれる麗れい華かのアシスタント役』も、可か能のうな限かぎり果たそうとしていた。


　もちろん、より重要な目的のことも忘れてはいない。峻護にとって今日という日は人生の重大な節ふし目めになるかもしれないのだ。


　心持ち背すじを伸ばし気ぎ味みにして、遊園地入り口に向かう。待ち合わせの時間まではまだしばらくあるが、寄より道はせずに先せん着ちやくしているのが吉きちだろう。多た忙ぼうなコンツェルン次じ期き総そう帥すいを待たせるわけには──


「ん……？」


　進行方向、ゲートのあたりが騒さわがしいようである。目を凝こらせば、少々錆さびの浮ういたゲートの前に人だかりができていた。人だかり──というか、表現に正確を期きせば子供だかりである。


　近づくにつれ、雑ざつ音おんに紛まぎれていた声がはっきり耳に届とどいてくる。


「ねーねー。おねーちゃん、ここの遊園地のひと？」


「ちがいます。わたくしはあくまで一いつ般ぱん客きやくとしてここに来たのです」


「でもおねーちゃん、ふつうじゃない服きてるよ」


「これは──仕し方かたないのです。やむなき事じ情じようがあって、わたくしはこれを着る義ぎ務むが……ほんとうはもっとちゃんとしたのを着たかったんだけど、けっきょく迷まよって選べなかったし……」


「あ、ぼくしってる。これ、こすぷれっていうんだよねー。おねーちゃんが自分で作ったの？」


「ですからちがうと言ってるでしょう。これはれっきとした仕事着で……といってメイド業はわたくしの本ほん職しよくではなく……ああもう説明が面めん倒どうですわっ。とにかく、」


「わー、でもこれ、すごくよくできてるー」


「やうっ……！　ちょっとあなた！　スカートをめくらないで頂ちよう戴だい！」


　たかられているのは北ほう条じよう麗華であった。こんなところにまで着ちやく用ようしてきたメイド服を珍めずらしがられているらしい。


「ねえね、おねーちゃんもラブラブレンジャーみにきたの？」


「らぶら……？　何ですのそれは。わたくしそんなの知りません」


「ねーねーじゃあさ、おねーちゃんはここの遊園地のひとじゃないの？」


「ちがいます……って、あなたそれはさっきも訊きいたでしょう。質問は順じゆん番ばんに、できるだけ脈みやく絡らくある内容になさい。……ああもうそうじゃなくて！　わたくしはあなたたちの相手をしに来たのではないのです！　わたくしに構かまってないでさっさと中に入って遊んでくればいいでしょう！」


　どうやら無む邪じや気きにじゃれついてくるお子様たちをうまくあしらえていないようである。どころか、通りかかる子供たちが次々に包ほう囲いの輪わに加わっている有あり様さまだ。助け──たほうがいいだろうか、やっぱり。


「北条先せん輩ぱい！」


　真夏の陽ひがそろそろ天てつ辺ぺんにかかろうとする中、駆かけ足で現場に向かいながら声を上げると、すぐに令れい嬢じようはこちらに気づいてほっとした顔。


　しかしすぐにまなじりを吊つり上げて、


「おそい！　いつまで待たせるおつもりっ？　あなたの遅ち刻こくのせいでわたくしはこんなざまになっているのです！」


「はあ、すいません。でもおれは一いち応おう時間前に……」


「お黙だまりなさい、言い訳は聞きたくありません。仮にもこのわたくしと待ち合わせをするのです、一時間や二時間は余よ裕ゆうをもって到とう着ちやくしているのが当然の、」


「わあ。このおにーちゃん、しりにしかれてるよ」


「かかあてんかだよね」


「うん、かかあてんかだ」


　峻護と麗華のやり取りを見て、ひそひそ囁ささやき合うお子様たちである。


「ねえね、おねーちゃんおねーちゃん」


「ああもう何？　わたくしは今いそがしのです。手て短みじかになさい」


「あのね、あのね、」


　と、そのお子様は、いかにもお子様らしい爆ばく弾だんを投とう下かした。


「おねーちゃんとおにーちゃんは、ケッコンしてるの？」


「んな──！」


　麗華は、他愛たわいもなく赤せき面めんした。


「あー、赤くなった赤くなった」


「やっぱりそうなんだー」


「おにーちゃん、けっこういいおとこじゃん。おねーちゃんやるねー」


「あ、あなたたち！　大人をからかうと承知しませんよっ。忙いそがしいんだから邪じや魔ましないであっちいってなさい！」


「わあ、おこったおこったー」


「おこるのはね、ずぼしをさされたからなんだよね」


「こ、こンの……もう勘かん弁べんなりません！　あなたたち、全員そこに直りなさい！」


　耳まで赤く染そめてこぶしを振ふり上げると、お子様たちはきゃいきゃい言いながらようやく散ちっていった。


「まったく……これだから子供は嫌いやだというのです。時に二にノの宮みや峻護！」


「はい？」


「まさかとは思いますがあなた、子供の言うことを真まに受けてよからぬ勘かん違ちがいをしてはいないでしょうねっ？」


「はあ。いえ、特に真に受けるようなこともなかった気がしますが……？」


「そ、そう。それならばいいのです。とにかく、二度とわたくしを待たせることのないよう今後は心しなさい」


「はあ……」


「何？　何かわたくしの言い分に不満でも？」


「いえ、ただ……」


　睨にらんでくる麗華をまじまじと見つめ、心しん底そこ感かん心しんした声で言った。


「なんだかんだいっても先輩、あの子たちをそこまで邪じや険けんにしてなかったですよね。一人一人きちんと相手をして……それで子供たちもみんな、先輩を慕したってる感じでした。ああいう風に子供に好かれる人は、いい人です。先輩、将しよう来らいはいいお母さんになれると思います」


　彼にはこういうところがある。普ふ通つうなら口にしそうにないことを大おお真ま面じ目めに言うのだ。大真面目だけに始し末まつが悪く、そしてこれはいかにも麗華にとって刺し激げきが強すぎた。


「先輩？」


　無む言ごんで麗華が俯うつむいてしまった理由がわからず、首をかしげる峻護。


「そ、そういうことを──どうして臆おく面めんもなくこの男は──」


「…………？」


「ああもうっ、なんでもないなんでもありません！　さあもうとっとと行きますわよっ。あなたのせいでとんだ足止めを食くらってしまったのです、このロスを早く取り戻もどさなければいけないのですからねっ！」


　こちらに顔を見せようとせず、きびすを返して大おお股またに歩き出す麗華。


　その後をなおも首をひねりひねり、峻護が駆け足でついていく。





　　　　＊





　そんなメイド服少女と長身の少年を、やや離はなれたところから見守っている二人組がいる。


「ん～、もうちょっと苦労するかと思ったけど……あっさり見つかったわね」


「ああ」


「どこにいっても目立つからねー、あの二人。特に麗華さん。あんな服着てれば見つけてくださいって言ってるようなもんよねー」


「だな」


「……あのさー」


「んだよ姉あね貴き」


「いやその、なんというか」


　頭をぽりぽり搔かきつつ、日ひ奈な子こは苦にが笑わらい含ぶくみで隣となりにいる連れ合いを見やる。


　日奈子よりこぶしひとつ低い身長。襟えり足あしまでの茶ちや髪ぱつに、深くかぶったサンバイザーとサングラス。だぶだぶの半はん袖そでパーカーから伸のびた白い腕うでは膝ひざ上うえショートパンツのポケットに無む造ぞう作さに突つっ込まれている。うっとうしそうに顔を背そむけ日奈子と目を合わさないあたり、いかにも反はん抗こう期きを迎むかえたてのやんちゃな少年──といった雰ふん囲い気きが滲にじみ出ている。


　が、この人物、少年に見えて少年にあらず。中学生になる日奈子の弟──という設定になっている、少女なのである。


「さっきから何回も感心してるけどさあ、真由。うまいこと化けるねえあんた。あたしでもパッと見じゃわかんないよ。あんたにこんな隠かくし芸げいがあったなんてすんごい意い外がい」


「？　なんの話だよ？　いいからさっさと行こうぜ姉貴。あの二人、もう中に入っちまうじゃんか」


　さらに苦笑いの日奈子、


「あー、そのキャラだとちょっち話しにくいからさ。戻ってくんない？　ハイ、いち、にの、さん」


　声をかけ、パンと手を鳴らした。


　途と端たん、ぱちぱちと目を瞬またたかせる真ま由ゆ、


「ああ……はい。すいません日奈子さん」


　まったく同じ格かつ好こうをしているにもかかわらず、『いかにも反抗期を迎えたてのやんちゃな少年』はたったそれだけで消し飛び、いつもの『真面目で控ひかえめでおとなしい少女』が戻ってくる。


　ふうむ、と日奈子はあらためて感心した。昨さく夜やの電話で話を持ち掛かけられた時は半はん信しん半はん疑ぎだったが、ここまできれいにスイッチを切り替かえられるとは。同じ外見の人間がガラリと雰囲気を変えてしまう瞬しゆん間かんは、何度見ても鮮せん烈れつな感かん動どうがあった。


　これが男性恐きよう怖ふ症しようの真由にとっての奥おくの手、ということらしい。一いつ種しゆの自じ己こ催さい眠みんのようなものを用もちい、イメージトレーニングによって心理に刷すり込んだ人物像を任にん意いに表面化して自分の人じん格かくに置ち換かんする──のだとかどうとか。『キャラチェンジ』するためには基本的に何かしらきっかけになるキーワードないしはキーアクションの助けを借かりねばならないが、その間も『真由』の意識はきちんとあるのだとかどうとか。


　つまりは『なりきり』の極きよく端たんなやつね──真由の長い説明を聞いた日奈子は、そんなふうに短く総そう括かつしたものである。そして日奈子の見る限り、これはちょっとした宴えん会かい芸げいを学ぶのとは訳わけがちがう。相当に高度な専せん門もん訓くん練れんを長期間にわたって受け、初めて習しゆう得とくできる技術のはずであるし、そこにはただならぬ艱かん難なん辛しん苦くがあったはずだが──その点について日奈子は一いつ切さい立ち入ったことは訊きかなかった。どうせそこを突つっ突ついても誰も幸せにはなるまい。


　しかしなるほど、これだけ身も心も見み事ごとに『少年』に化けられれば、『少女』として男性から注ちゆう視しを浴あびることはないだろう。極きよく度どの男性恐怖症である真由にとっては相当な負ふ担たん減げんである。


　が。


「すいません日奈子さん、今日は無む理りなお願いを聞いてもらって……」


「んー、まあ退たい屈くつはしてないし、ぜんぜんおっけー。面おも白しろい芸を見せてもらったしさ。また変へん装そうが必要な時があったらいつでも言いな」


「はい、それではお言葉に甘あまえさせてもらいます」


「でもねえ、そんなことよりあたしが気になるのはさー」


　目をすがめ、友人の顔を覗のぞき込む。


「あんた、二ノ宮くんのことはもう諦あきらめたわけ？」


「えっ？　いえ、あの、」


「だってさー、こうやって二ノ宮くんと麗華さんの後を追っかけてきたのもさー、あたしゃてっきり二人のデートを妨ぼう害がいするためなんだと思ってたらさー、ただ見ているだけのつもりだって言うしさー」


　そうなのである。これだけ面めん倒どうな真ま似ねをして出で張ばってきたというのに、真由は単にライバルの動どう向こうを見守るだけだというのだ。


　峻護との間にホットラインのある日奈子は、真由と麗華のバトルの推すい移いをつぶさに聞き知っている。それを聞いて『おお、なかなかがんばってるではないか』と感心していたのに、このトーンダウンっぷりはどうであろう──と、真由の事情のすべてを知っているわけではない日奈子は少々憤ふん慨がいぎみであった。


「まあそのあたりの説せつ教きようはあとでたっぷりするとして──ん？　あれ？」


「？　どうしました？」


「いや、ほら。あそこにいるの。あれってウチの生徒会の副会長じゃない？」


　少し離はなれた地点を指差して、


「わ、ていうか隣にいるの女の子じゃん。そっかー、あのひと付き合ってるひといたんだー。こりゃ新聞部にネタ売らないと」


「ええと、すいません。わたし、その副会長さんを知らないのでよくわからない……」


「んー、甲こう本もと陽よう一いちさんっていってね。麗華さんの片かた腕うでで、ウチの女子連中にもけっこう人気あるんだけど……そうだそうだ、ちゃんと証しよう拠こ写真とっとかないと」


「あう……あの、日奈子さん。できればその……」


「ん？　ああごめんごめん。二ノ宮くんと麗華さん見失っちゃうもんね。じゃ、そろそろあたしらも中入ろっか」





　　　　＊





「……ふうん、ネバーエバーランドか。実じつ際さいに来るのは初めてだけど、名前だけは子供のころから聞いていたな」


　日奈子に激げき写しやされるのを免まぬかれた、神じん宮ぐう寺じ学園生徒会副会長・甲本陽一は。


　少々錆さびの浮ういた入り口ゲートを見上げながら、呟つぶやくともなく呟いていた。


「ええ、地じ味みながら知ち名めい度ども低くはありませんよね」


　と、日奈子の見立てによる『彼女』であるところの『女の子』が応おうじる。


「それに国内有数の歴史があるし、集客力も決して低くはありませんが──長きに亘わたる殿との様さま商売が祟たたり、赤字経営に転てん落らくして十数年。何年か前の大型買ばい収しゆう劇げきでオマケのようにくっついてコンツェルン傘さん下かに入った企き業ぎようです」


　なかなかに可か憐れんな『美少女』である。丸まる眼鏡めがねにショートカットというスタイルは地味な印象を与あたえがちだが、常つねに絶たやさないほがらかな笑え顔がおはそのマイナスを帳ちよう消けしにして有あり余あまる。チビＴにチェックのミニスカートという着合わせも、『彼女』の素す軽がるいイメージを後あと押おししていた。


「まあ正直なところコンツェルンから見れば外と様ざまもいいところだし、年ねん商しようの規き模ぼから言っても、赤字が出ようが黒字が出ようがあんまり関かん心しんはない部門なんですけどねー」


「なるほど解かい説せつありがとう。しかしだな」


　と、甲本は渋じゆう面めんを作る。


「いま現在、俺おれが言いたいことはもっと別にあるんだけどな、保坂くん」


　自分に腕を組んでくる少女──ならぬ少年を、困こまり顔で見下ろす副会長である。


「ん？　似に合あいませんか、この格好？」


「いやまあ、似合うか似合わないかで言えば、性別を間ま違ちがえて生まれてきたんじゃないかってくらい似合ってるが。俺としてはいろいろな意味で複ふく雑ざつな気分だ。腕とか組まれると特に」


「擬ぎ態たいですよ、擬態」


　ぎゅっと『彼氏』の腕を抱かかえ、いよいよ密みつ着ちやくする保ほ坂さか。


「しかし保坂くん。君は擬態と言うが──そもそもこの状じよう況きようで女じよ装そうする意味がどれだけあるんだ？　今日一日北条さんの後を追うにしたって、別に彼女と接せつ触しよくする必要があるわけでもなし、おまけに俺のほうはすっぴんそのままだし……いや、まあそれはいい」


　首を振ふり振り、甲本は話の向きを変える。


「それより、君がこの場に俺を呼んだ理由と君の目的についてだが──」


「甲本さんを呼んだ理由ですか？　そんなの決まってます。麗華お嬢じようさまのこんな一世一代の大勝負、見み逃のがす手なんてないでしょう？」


「まあ確かに。北条さんのファンとしては、普ふ段だん見られない彼女の姿を鑑かん賞しようできるのは非常にありがたい。呼んでもらって感謝しているし、お返しとして君に協力することについてもやぶさかではない」


「ご協力、感謝してますよ。それとボクの目的ですが、これは訊くまでもないでしょ。ボクは麗華お嬢さまの付き人で、その行動は常に麗華お嬢さまに利りするものでなきゃいけないんですから」


「ううむ、しかしだな」


　素す直なおには肯こう定ていの意を示しめせない甲本である。


「だいたい君、この時間は北条さんの代理人を任されているんじゃなかったっけか？」


「手は打ってあります。替かえ玉を立てましたから心配無用です」


「たとえその点はクリアしているにしても、だ。君の言い分では『二ノ宮くんと麗華お嬢さまがうまくくっつけるようなラブラブイベントを随ずい所しよに用意して、お嬢さまが幸せをつかみ取るためのお手伝いをする』とのことだが──それ、どうみても余よ計けいなお節せつ介かいじゃないか？　そりゃ北条さんが常じよう軌きを逸いつして色いろ恋こい沙ざ汰たに疎うといのは知ってるが、彼女だって子供じゃないんだし……君の持っているコネクションでここの従業員は自在に動かせるというし、昨日のうちにいくつも仕し込こみを済ませていたというけど、それでたとえ恋れん愛あいが成じよう就じゆしたとして、裏うら工こう作さくによって為なされたものであればその価値は、」


　どうやら甲本少年、出で歯ば亀かめ行こう為いへのうしろめたさと抗あらがいきれぬ魅み力りよくとの狭はざ間まで苦く悩のうしているようだ。まだまだ麗華ウォッチャーとしては未み熟じゆくである。


　なおもぶつぶつ呟きつづける副会長を捨て置き（どうせ最終的には落ちるに決まっている。心配要いらない）、保坂少女は別のことに思いを馳はせる。


　彼はもちろん甲本にとってさえ魅み惑わく的てきなこのイベントを、あの二人──二ノ宮涼りよう子こと月つき村むら美み樹き彦ひこはみすみす見み逃のがす気のようだ。峻護、真由、麗華の三人の関係にほどよくちょっかいをかける＝巧こう妙みように関係をコントロールしつつ、その保ほ護ご・監かん視しをついでのように行う──というのが従じゆう来らいの彼らのスタイルだったはずだが、どうやらこのあたりでその方ほう針しんを大おお幅はばに転てん換かんするつもりらしい。もとよりあの二人、本来こんなところで油を売っていられるような暇ひま人じんではないのだが、ここは注意深く判断したいところだ。いまだ涼子＆美樹彦組の描えがいた未来絵え図ずに到とう達たつしえてない彼にとって、これは重要なヒントとなりうる。


　いずれにせよあの二人が絡からんでこず、同どう盟めい者しやたる保坂に対して何のアクションもなかったということであれば、これはフリーハンドを得たも同どう義ぎ。ここは存分に彼の手しゆ腕わんを発はつ揮きできるわけだ。はりきって麗華を弄いじり倒たおし──もとい、付き人として真しん摯しに主あるじのためを思い、最さい善ぜんを尽つくさねばならない。


「さて、じゃあそろそろいきますよ。さっきお嬢さまと二ノ宮くんがゲートに向かいましたから、すぐにらぶらぶイベントの第一弾だんが発はつ動どうします。特とく等とう席せきで鑑かん賞しようしないと」


　うきうき声で言うと、保坂はいまだにぐずっている甲本の腕を引っ張って──それは煮にえ切らないカレシを引っ張っていく積せつ極きよく的てきなカノジョ、の図に見えた──勇ゆう躍やく、彼にとって何よりの娯ご楽らくを提供してくれる場所に足を向けるのだった。





　　　　＊





　あの、南の島での出来事以来。


　峻護はことあるごとに失われた記き憶おくの再生を試こころみている。


　十年前に出会った少女の記憶。鮮せん烈れつな映えい像ぞうとして残っていたはずのそれが、今では記憶していたという記憶ですら失われるほどに古ぼけてしまった。いや。古ぼけて失われたのではなく、記録された情報自体が削けずれ去っているのだろうか。傷の穿うがたれてしまったレコード盤ばんのように。


　いずれにせよ、失われたもののサルベージ作業は芳かんばしくなかった。どれだけ記憶の穴あな倉ぐらを這はい進んでいっても肝かん心じんなところで靄もやがかかる。黒マジックで要よう所しよを塗ぬりつぶされた内部文書にも似にて、拾い上げたわずかな端は切ぎれから全体像を探さぐるのはいかにも困こん難なんだった。現げん状じようではこれ以上の記憶回復は見込めそうにない。何か、きっかけとなる刺し激げきが要いる。


「あらためて確かく認にんするまでもありませんが、」


　ゲート前に並ぶ入場者の列に加わりながら、麗華が申し渡わたしてくる。


「今日わたくしがあなたと行動を共にするのはあくまで公こう務むによるものであり、それもやむにやまれぬ事じ情じようがあってのことなのです。くれぐれも不ふ埒らちな勘かん違ちがいはなさらぬよう。そう、たとえばわたくしとあなたとの間に何か特別な関係でもあるかのような錯さつ覚かくは、ゆめゆめ抱いだかぬように」


「はあ、わかりました」


　生き真ま面じ目めにうなずく峻護に、令嬢は「──とはいえ、」とさらに付け加える。


「あくまで、あくまで仮定の話と限定するのであれば、ですわよ？　公務をより潤じゆん滑かつに遂すい行こうするため、わたくしとあなたがあたかも恋こい人びと同士であるかのように振ふる舞まうのは許きよ容ようできなくもありません。先ほども言いましたが、この施し設せつのメインターゲットはカップルであり、その心理をシミュレートしつつこの施設を体たい験けんする方がより効こう率りつよくリサーチを進められるからです。おわかりになりますわね？」


「はあ、たぶん。わかると思います」


「よろしい。ではまったくもってやむなき仕し儀ぎながら、そういう振舞いを取ることにいたしましょう。……ああもうっ、保坂がいればこんな面めん倒どうは省はぶけたというのに。突とつ然ぜんあの者にどうしても外はずせない急な仕事が入るとは、ままならないものですわ」


　なおもぶつぶつ言っている本日限りの上司を見ながら思う。きっかけとなる刺激──それを得ることを期待している峻護だが、でも、ほんとうに麗華が十年前の少女だったとして。こういうつっけんどんな態たい度どを取る人が、あの約束を受け入れるなんてありうるだろうか？　いや、そんなことは二の次か。まずは約束を果たすこと、それが最さい優ゆう先せんだ。受け入れるかどうかはその少女が決めることである。


　メイド服姿で周囲の目を集めつつ、ほどなく麗華に入場の順じゆん番ばんが回ってきた。


　その時である。


「ぉおめでとォォォォォ、ございまぁぁぁぁぁすッ！」


　女声の絶ぜつ叫きようと共に、けたたましいファンファーレが峻護の耳をつんざいた。


「な、何だ何だ……？」


　耳鳴りに目を瞬しばたたきつつ音の方向を見やれば、タイコやらラッパやらをかついだ楽がく隊たいがゲートの袖そでからぞろぞろ現れ、こちらに歩み寄ってくる。


「はい、そこのあなた！　そこのかわいらしい服を着たお嬢じようさん！　あなたです！」


　その先頭にいたスーツ姿の女性が、顔いっぱいのスマイルでマイクを差し伸のべてきた。


「わたくし……？」


　峻護と同じく面めん食くらっていた麗華が自分を指ゆび差さした。スマイルの女性が指名している相手は、まさしく北条麗華その人である。


「そうあなた。ささ、どうぞどうぞこちらにいらしてくださいね。あら、こちらの彼もご一いつ緒しよなのかしら？　ではあなたもどうぞこちらへ」


　その一団によってあれよあれよと連れられていく麗華と峻護。


　そこにはちょっとしたお立ち台のようなものが設しつらえられ、





『祝　百万人入場』





　の垂たれ幕まくが、特とく大だいのくす玉とともにぶら下がっていた。


「さあご来場の皆みな様さま、どうぞこちらにご注目ください！　十年に一度のラッキーガールとラッキーボーイのお二人です！　どうぞ盛せい大だいな拍はく手しゆでお迎むかえくださいませ！」


　マイクの女性（どうやら司会者らしい）の催さい促そくに、会場からノリのいい拍手が乱みだれ飛ぶ。


「……先せん輩ぱい。どうも、そういうことらしいですね」


「そう──みたいですわね。こういうこともあるのですわねえ……」


　峻護の耳打ちに、物もの珍めずらしげな様子で麗華も応おうじてくる。


「さて。それでは本日、見み事ごと幸運を射い止とめましたこちらの方にお話を伺うかがってみましょう」


　会場に向かって今回のイベントを催もよおすに至いたった経けい緯いを解説していた司会者が、麗華にマイクを差し向けた。


「ネバーエバーランド開園以来、記念すべき百万人目の入場者となられましたあなた、お名前をどうぞ」


「北条麗華と申します。よろしくお見知り置きを」


　さすがは先輩だ、と峻護が感心したことに、麗華はこの突とつ発ぱつ事じ態たいにもたちまち落ち着きを取り戻もどし、見物人の間からため息が漏もれるほど優ゆう雅がな一礼をしてみせた。


　司会者はさらにインタビューを続ける。


「今回のこの幸運を射止められたご感想はいかがですか？」


「驚おどろいたし、うれしくも思っていますわ。──とまあ、申し訳ないけどこんな感想しか出てきませんわね。こちらの遊園地に来るのは初めてですし、イベントの存在を知っていたわけではありませんもの」


「なるほど、初めてのご来園でこの幸運。実は相当な強運の持ち主でいらっしゃる？」


「いいえ、わたくしの人生でもここまでの運を引き当てたのは初めてではないかしら。このイベントを企き画かくなさった皆みな様さまに感謝いたしますわ。もちろん、あなたがたにも」


　何ということのない受け答えなのだが、一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくに匂におい立つような気き品ひんがある。つい耳じ目もくを引きつけられ、入り口ゲートのあたりで足を止める者が後を絶たたない。


「それではこのあたりで、ネバーエバーランド開園以来、百万人目の来場を記念した記念品の贈ぞう呈ていに移りたいと思います」


　ほどのいいところでインタビューを切り上げ、司会者がお立ち台の袖そでを指し示した。


「本日、記念品の贈呈のためにわざわざ駆かけつけてくれたのはこちら！　なんと、熱ねつ愛あい戦隊ラブラブレンジャーの五人です！　あのラブラブレンジャーの五人がこの会場まで駆けつけてくれました！」


　一いつ瞬しゆんの間を置き、ギャラリーの中からお子様たちの大だい歓かん声せいが沸わき起こった。


　何ごとかと思って見やれば、堂どう々どうたる歩みでこちらに向かってくる数人の人ひと影かげ。揃そろいも揃って色とりどりのスウェットスーツとヘルメットで全身を覆おおった連中で、どうやらこれがラブラブレンジャーとやららしい。


　お子様たちの歓声に手を振って応こたえつつ、五人組は主しゆ賓ひんの前に整せい列れつした。


　その中から首しゆ領りよう格かくとおぼしき赤スーツが進み出て紳しん士し的てきに一礼し、麗華のメイド服のエプロンあたりに何かを取り付ける。それと同時にくす玉が二つに割れ、お立ち台に紙かみ吹雪ふぶきが激はげしく舞まいかかった。


「皆様ご覧らんください！」と麗華の胸むな元もとを示して司会者。「こちらが百万人来場の記念品、ラブラブレンジャーエンブレムバッジです！　世界にひとつしかない特別製！　その上なんと、このバッジはレンジャーの名めい誉よ隊員になった証あかしでもあるのです！」


　おおお！　と、ひときわ大きな歓声があがった。何だかよくわからないが、周囲の反はん応のうからしてかなりの大おお盤ばん振ぶる舞まいのようである。ラッキーを引き当てた麗華も、思わぬ歓かん待たいにご機き嫌げん斜ななめならぬ様子だ。


「いかがですか？　この世で一人だけ、あなただけがレンジャーの名誉隊員になれたのですよ？」


「ありがとう。レンジャー云うん々ぬんのことはよくわかりませんが……今日のこと、確かにいい思い出になりそうですわ」


　麗華の答えに満足げに頷うなずき、司会者はさらにこう切り出した。


「それでは引き続きまして、副ふく賞しようの贈呈です！」


　司会者の声に応じ、今度はピンクのレンジャーが進み出て麗華に目もく録ろくを手て渡わたす。


「…………？　これは？」


「ネバーエバーランドに隣りん接せつする高級ホテル『中央グランドパレス』のロイヤルスイートルーム宿しゆく泊はく券けんです！　当園のアトラクションを楽しんだ後はどうぞ、そちらでもたっぷりお楽しみくださいね！　ムフ」


　思わず峻護はずっこけ、麗華は目録を取り落としかけた。


「な、ななな、なんですのそれはっ！」


「そしてさらにこちら！」


　わめく麗華をスルーし、司会者はさらに突つっ走る。


「明るい家族生活を約束する、ゴム製せいの風ふう船せんによく似たものをどーんと一ダースプレゼント！　でもたくさんあるからって、これを使い切るほど無む茶ちやしちゃダメですよ？」


　首をかしげるお子様たちをよそに、大人たちがどっと笑う。陽気な口くち笛ぶえが飛び交かい、そのたびに温度計の目め盛もりが上がるように麗華の全身が赤く染まっていく。


「ちょっとあなた！　こんなところで口にする話題じゃないでしょそれは！　そもそもにおいてわたくしとこの男はそういう関係では、」


「あら。お二人さん、カップルではなかったのかしら？」


「あたりまえです！　どうしてわたくしがこの男と！」


「これはこれは失礼いたしました。ごめんなさいね、早とちりしてしまって」


「ええ、まったくもって失礼してしまいますわっ。とにかくこんな副賞わたくしには無用のもので、」


「まったくとんだ早とちりでしたねえ。まさかそのお若さでご夫ふう婦ふだったとは……でしたらゴム製の風船によく似たものなんて要いりませんよね。替かわりにおめでたかどうかが一目でわかる検けん査さ薬やく的なものを一ダース用意させますので、いましばらくのお待ちを」


「ですから！　どうしてそっちの方向にいくのです！　あなたちゃんと頭ず蓋がい骨こつの横に耳穴は開いてらっしゃる？　何度でも言って差し上げますからよくお聞きなさい、わたくしとこの男はあくまでもビジネスライクな目的でここへ来たのであって──」


　思いがけず始まった漫まん才ざいじみたやり取りに、見物人からはやんややんやの大だい喝かつ采さいである。メイド服姿という麗華の出いで立たちが見方によってはコメディチックに見えて、それがまたウケを取っている一いち因いんかもしれない。


　とはいえ峻護としては放ほうっておくわけにもいかず、逆効果になるかもしれないけどそろそろ自分が出て行って先輩に矛ほこを収おさめてもらおうか、と思った時、


「いやあ、ノリのいいお嬢じようさんで助かりました。わたしに付き合って場を盛り上げていただいて、司会者的にとても仕事が楽でしたよ。ありがとうございました」


　もう一度観かん衆しゆうを笑わせつつ、司会者の方から漫才を切り上げた。


「それでは皆様もう一度、もう一度盛せい大だいな拍手をお願いいたします！　本日ナンバーワンのラッキーガール、北条麗華さんでした！」


　なおも食ってかかろうとする麗華をかわし、セレモニーをお開きにしてしまった。


　間を置かず群ぐん集しゆうが惜おしみなく手を打ち鳴らし、麗華は弁べん明めいの持って行き場を失い、


「──ああもうっ！」


　赤外線ヒーターみたいな顔のまま、万ばん雷らいの拍手を受けて退たい場じようした。


　地じ響ひびきを立てんばかりの足取りで歩き去る令嬢の後をあわてて峻護がついていく。


「あの、先輩？　総そう合ごう的てきに見れば結果は悪くないわけだし、どうか気を鎮しずめて──」


「二ノ宮峻護！」


　峻護のとりなしを一いつ蹴しゆうし、麗華は厳きびしく厳しく言い放った。


「あなたまさか、あのような司会者のたわごとを真に受けたりはしてないでしょうねっ？　その、カップルだとか、夫婦だとかっ」


「はあ、いえ。実じつ際さいにそういう関係というわけではないし、たとえ誤ご解かいを受けたとしても事実の証明はできる、と思います。その誤解が大問題に発はつ展てんすることはないかと……」


「そ、そう……。ふ、ふん、まあそれならいいですわっ」


　大おお股また歩きを再開するメイド服姿。その後を追いながら、あらためて峻護は思う。


　果たしてこんな調子で、削けずれてしまった記き憶おくを埋うめなおすことができるだろうか？


　そのきっかけとなる刺し激げきを得ることができるだろうか？


「……こほん。まあ今現在はともかくとして、将しよう来らい的てきには家族として──めおと同士として訪おとずれる案あんも、必ずしも否ひ定ていされるものではありません。ええ、あくまで数学的な確かく率りつ論ろんの話であって、実現する可か能のう性せいは皆かい無むというべきではあるのですが」


「──はい？　何か言いましたか？」


「…………。なんでもありません。忘れなさい」


「すいません、少し考えごとをしてたので聞いてなかったです。もう一度言ってもらえませんか？」


「なんでもないと言ってるでしょう！　さあ、さっさと行きますわよっ。先ほどから無む駄だ足あしを食ってばかりなのですからねっ！」


　間の悪い令嬢はほとんど駆け出さんばかりに先を行き、鈍にぶすぎる少年はそれに遅おくれまいとさらに足を速はやめる。





　　　　＊





　それからおよそ一時間。


「──あの、北条先せん輩ぱい？」


　散さん々ざんためらった末すえ、ついに峻護はその話題を切り出した。なにしろ一時間である。もちろん北条麗華は凡ぼん俗ぞくとは程ほど遠とおい存在であり、弱じやつ冠かん十七歳さいにして北条コンツェルンの屋や台たい骨ぼねを担になう大おお立だて者ものであり、何十もの企き業ぎようの最高経営責任者を務つとめる破は格かくの才女であり、それらを一糸の乱れもなく統とう括かつしきっている実じつ績せきにはケチのつけようもないわけであり、だから彼女のやる仕事に滅めつ多たな間ま違ちがいは無いはずである。とはいえ弘こう法ぼうも筆ふでの誤あやまりという格かく言げんもある通り、いかなる偉い人じんも常に完かん璧ぺきでいられるわけではないのであり、これはそのうちの稀け有うな例に属ぞくする可能性を否定しきれないのである。


「なによ……？」


　競きよう歩ほでもしているような早足で前を行く麗華が、振ふり返りもせずに問うてくる。


　峻護はためらいがちにこう訊たずねた。


「あの、北条先輩はさっきからどこのアトラクションに入ることもなく、一度も足を止めることさえなく、ずっと園内をぐるぐる回っているような気がするんですが──」


　そうなのである。


　このネバーエバーランドなる遊園地は都市部にあるゆえ、そこまで広々と敷しき地ちを取っているわけでなし。三十分もあれば余よ裕ゆうで一回りできてしまう。そこを朝の通つう勤きんラッシュのサラリーマンのような速度で歩いているわけだから、さっきから峻護の周囲を同じ光景が入れ代わり立ち代わり現れては消えていくわけである。


　正直、まったく意い図とが見えなかった。そろそろ歩き回るのは飽あきた、と言いたいわけではないが、麗華はこの遊園地の経営再建のためにやってきたはずで、しかも先ほど彼女自身の口から『仕事を果たすために今日は大いにアトラクションを回るべき』という意味のことを聞かされている。このままでは閉へい園えん時間までウォーキングを続けそうな勢いきおいだし、ここは念のため注意を喚かん起きしておくべきだろう。


「この行動はどういう意図をもってなされているんでしょうか？　一応、おれは先輩のアシスタント役としてここに来ているわけだし、できればその理由を聞いておきたいんですが……」


　麗華の歩みがぴたりと止まった。それにつられて峻護も足を止める。


「先輩？」


「こっ、これは──そう、」


　舌のもつれた声が華きや奢しやな背中越ごしに届とどいてくる。


「そう、まずはこうして、この施し設せつが醸かもし出す空気を肌はだで感じ取っているのです。肌を通して直じかに得た直感というものは時に、理り性せい的てきに得た判断より貴き重ちようであるもの。特にこのような娯ご楽らく施設──快かい楽らく中ちゆう枢すうを直に刺し激げきすることをサーヴィスにしている場所では尊そん重ちようすべきものなのです。このように予よ断だんをもって物事にあたることは確かに、半歩間違えば大変な失敗をもたらします。ですが適てき正せいに運用しさえすれば、えてして貴重な情報を得られるもの。わたくしはまず、こうしたリサーチで十分に地ならしをして、それから確実に順を追って成せい果かを手中にしようとしているのよ」


「なるほど、そういうことでしたか」


　さすが、コンツェルンの陣じん頭とうに立って何万もの部下を指し揮きするひとのやることはちがう。おれみたいな凡ぼん俗ぞくが彼女のやることに口を出すべきじゃないな──などと納なつ得とくした峻護だが、こんな弁べん明めいで納得できるのは彼くらいのものである。この令れい嬢じようにとっては峻護と並んで歩くという、ただそれだけのことが途と方ほうもない難なん事じ業ぎようであり、その壮そう挙きよに出るだけの踏ふん切りがつかないゆえ、こうして背中を見せたまま当てどもなく歩きつづけているのだが──そのような事情、峻護は露つゆほどにも知らない。


　麗華から別の指示が出るまで、黙だまって随ずい行こうすることにした。


　無言の園内徘はい徊かいがしばし続いた。


　そしてこの令嬢のすごいところは、単なる出で任まかせで口にしたことをそのまま現実にしてしまうことである。峻護に話したやり方で実じつ際さいにリサーチを進め、ほぼ結けつ論ろんを得るところまで到とう達たつしていた。


「なるほど……だいたいの事情は摑つかめましたわ」


「はい？　何の事情ですか？」


「この遊園地の運営の理り念ねん、運営の現状、それに対する顧こ客きやくの反応──その他もろもろ、資し料りようには書かれてなかった数多あまたの情報についてです」


　峻護の問いに公こう務むバージョンの声が返ってくる。


「報告書にはひたすら赤字経営、赤字経営とありましたし、実際施設の老ろう朽きゆう化かをはじめ、そこかしこにその兆きざしはあるのですが──それにしてはスタッフの質しつが高いように見受けられます。モラールが高く、職しよく務むに誇ほこりを持ち、そしてなによりスタッフ全員がここでの仕事を楽しんでいるみたい。この点、こういった娯楽施設において最たる美び点てんといえます」


　実のところ麗華、峻護と並んで歩くという難事業から逃とう避ひするため、かなり本ほん腰ごしを入れてこの再建計画にのめりこんでいる。そしてのめりこむあまり話し相手が峻護であることを意識せず、まるでほんとうの付き人を相手にするような態度になっていた。


「それに見たところこの遊園地、決して集客能力が低いわけではありません。ただし、あまり収しゆう益えきの見込めない企画に多大な予算をつぎ込んでいるらしき傾けい向こうがあります。おそらく収益云うん々ぬんよりもスタッフたちの趣しゆ味みを優ゆう先せんさせているのではないかしら。ここにいると、遊園地というよりどこかの学園祭にでも来ているような気分になりますもの。わたくしとしてはこういう雰ふん囲い気きは嫌きらいではないし、この雰囲気ゆえのスタッフの質の高さなのでしょうが、やはり企業であるからには黒字を出してもらわないとね」


　朗ろう々ろうと語かたられる弁べん舌ぜつに、峻護はキツネにでも化ばかされているような気分である。本来の北条麗華の姿がこうであることは知っていたが、間近で目まの当たりにするとここまで違うものだろうか。


「まあこれだけのスタッフが揃そろっていれば、黒字転てん換かんはそう難しくないでしょう。問題はむしろあの報告書を上げてきた連中にありますわね。予算の配はい分ぶんに少し手を加えれば簡単に経営は上うわ向むくでしょうに、この程てい度どの問題をわたくしのところまで持ち越こすとは……保坂、すぐに人事部に連れん絡らく。この遊園地のスタッフを精せい査さすればコンツェルンの上部に引き抜ぬきたくなる人材が何人か出てくるでしょう。それとこの件の査さ問もん担当者と関かん連れん部ぶ署しよについては降こう格かくも視し野やに入れて──」


　とそこまで言いさして、相手が峻護であることを思い出したらしい。


　こほん、と咳せき払ばらいして、


「……まあ、そんなところですわ」


「すごい。すごいですよ先輩！」


　やや興こう奮ふん気ぎ味みに峻護は応じた。


「聞いていて思わず引き込まれてしまいました。先輩の言っていることはすべて正せい論ろんだし、何というかこう……正論であるという以上に説得力があるんです」


　その興奮と同時に峻護は別のことも思っている。今回ここに来た真の目的──麗華が十年前の少女であるかどうか確かめること。かすかに残っている記き憶おくによれば、あの少女は何かと多た才さいな子で、大たい概がいのことは器用にこなすことができた。彼女が順じゆん当とうに成長していれば、北条麗華という傑けつ出しゆつした人物に至いたっていても何ら不自然はない。


「何というか……その説得力は理論とかで身につくものじゃなくて、日ごろから大おお勢ぜいの人の上に立っている先輩ならではだと思います。すごいです。尊そん敬けいしました」


　この堅かた物ぶつがここまで手放しで賞しよう賛さんするのも珍めずらしい。まったく思わぬ形で褒ほめてもらった麗華も機き嫌げんの悪かろうはずがなく。


「そ、そうかしら？　まあわたくしにかかればお茶の子さいさいですわ、この程度のこと。ふふん」


「はい、ほんとうにお見み事ごとでした。快かい刀とう乱らん麻まを断たつ、これで万ばん事じ解かい決けつということになるんでしょうか？」


「まあそうですわね。だいたいの方向性は見えましたし、あとは下の者に適てき度どな指示を出しておけば大きく道が逸それることはないでしょう」


「なるほど、お仕事おつかれさまでした。それじゃあ──」


　そこまで言って重要なことに気づいた。


「？　どうしました？」


「はあ、いえ。その」


　戸と惑まどいつつもその疑問を口にする。


「ということはつまり、赤字企き業ぎように再さい建けんのめどをつける、という今日の目的は達成されたということじゃ……？」


　誉ほめそやされてニマニマ笑っていた顔が固まった。


「それにこんな簡単に解決するようなら、おれのアシストなんて要いらなかったような気も……」


「…………」


　麗華、返す言葉のないまま視線を逸らしている。


　ややあって、


「──二ノ宮峻護」


「はい」


「先ほど申し上げた説にはわたくし、大いに自信がありますが──しかしそれもあくまで推すい測そくの域いきを出ない話。言ったでしょう、予断は有ゆう益えきであると同時に大きな危き険けんを伴ともなうと。推測の裏づけは念の上にも念を入れて行わねばならず、それを怠おこたって万一にも仕し損そんじれば迂う闊かつのそしりを免れません。あなたはわたくしを稀き代だいの能のう無なしとしてさらし者にするおつもり？」


「はあ、いえ。決してそんなことは」


「ならば軽けい率そつな発言は慎つつしむよう。百ひやく聞ぶんは一見にしかず、仮定を見み出いだしたのならば、次はそれを実地でもって証明せねばなりません。まだまだ今日の仕事は続きますわよ。今のうちに覚かく悟ごを決めておきなさい」


「なるほどわかりました。それではこれからどこへ行きましょうか？」


「そ、そうね、とりあえず──」


　急いであたりを見回し、目ぼしいものを検けん索さくする。


「……とりあえず、あそこを視し察さつするといたしましょう」


　と指名したのは、遊園地の売店コーナーである。


「ずいぶん歩いたから喉のどが渇かわきました。時間的にも小こ腹ばらが空すいてきた頃ころ合あいですし、ちょうどいいですわ」


　促うながされ、ギラつく太陽に照てらされて茹ゆだっている売店に足を向けた。


　プレハブと五十歩百歩なその建物はネバーエバーランドの施し設せつに共通する通り、少々古めな造りである。ややマイナーな遊園地に必ずひとつはある売店、を想像すれば、その建物の概がい要ようは脳のう内ないに再現可能であろう。ただし中に入ってみれば店内は意い外がいなほど手入れが行き届いていて、決して印象は悪くない。


　販はん売ばい物ぶつはお約束どおりのラインナップ──各種おみやげ物に軽食、飲み物といったところだが、例の『熱愛戦隊ラブラブレンジャー』の関連グッズが妙みように目立つ。かなり強力にプッシュしているようだ。


　が、そんなことよりずっと気になることがある。超ちようのつくお嬢じようさまである彼女は、いったいこういう場において何を購こう入にゆうし、何を飲食するのであろうか。フランス料理のフルコースを注文する、などということはさすがにないだろうが、小こ洒落じやれたブランチくらいは当然出てくるものと期待しているかもしれない──


　などという杞き憂ゆうをよそに、令嬢はあっさりと買い物を済ませてしまった。


　ヤキソバとラムネである。


　スチロールの皿の上に載のったソースヤキソバと、ビー玉入りのビンに入ったラムネ。


　超ちよう絶ぜつお嬢さまとはいえ同じ学校に通っているわけだし、そこまで世せ間けん慣なれしてないわけではないと思っていたが──ここまで庶しよ民みん的てきなことに馴な染じんでいるとは想そう定てい外がいだった。ひょっとするとこれまで、この令嬢に対してとんでもない誤ご解かいをしていたのだろうか。しかし北条麗華にヤキソバとラムネ。なんだかシュールな光景である。


「…………？　何？　何ですの？」


「ああいえ、なんでもありません。あちらのテーブルが空いてるので、どうぞお先に」


　取り繕つくろいつつ峻護は急いで頭ず脳のうを回転させる。今見た光景に、記憶を刺し激げきする何かがあったのだ。


　それは昔ながらの駄だ菓が子し屋やでの一場面。一人の女の子が店いっぱいに並べられた商品に目め移うつりしているところを、峻護は後ろから見守っている。輪りん郭かくのぼやけたその女の子は散さん々ざん迷まよった末すえ、店主のおばちゃんが焼いているヤキソバを選ぶのだ。そうして背せ伸のびをしながら紙皿を受け取り、ひとくち味見してぷるぷる肩かたを震ふるわせ、味の感かん想そうを述のべようとこちらを振ふり返り──振り返りきる前に記憶は切せつ断だんされる。


　頭を振り、その先を思い出そうと試こころみるが、振れども振れども続きの映えい像ぞうは見えてこない。だが、あれはやはり──北条麗華なのだろうか。


　クリアにならない記憶に軽い苛いら立だちを覚おぼえつつ買い物を済ませると、麗華の姿がない。


　ざっと周囲を見回してみた。


　みやげ物の棚たなの中に、ひどく賑にぎやかしくて華はなやかな一いち隅ぐうがある。色とりどりのプラスチックとガラスで作られた子供向けアクセサリの並ぶコーナーだった。リングにチョーカーにバングルなどが見み栄ばえを競きそっているが、やはりあくまで子供向けのもの。値ね段だんが手ごろで無意味に派は手でであること以外、特にとりえもない品々である。


　そんな安っぽい売り物を、世界的ＶＩＰとして扱あつかわれるべき令嬢が何やら熱ねつ心しんに眺ながめている。高級品やら一級品やらを見み慣なれている彼女には物もの珍めずらしく映うつるのだろうか。


　その横顔を見るともなしに見ているうち、ふと気づいた。麗華の眼まな差ざしがどこか懐なつかしそうに揺ゆらいでいる気がするのだ。




[image: ]


　アクセサリに注がれていた視し線せんがこちらに転じた。


　わずかに動どう揺ようを見せつつ、


「な、なによっ。ひとの顔をそんなじろじろ見ないで頂ちよう戴だい！」


「あ、はい。すいません」


　しかしヤキソバにしてもラムネにしてもこの令嬢、さっきからチープなものにばかり興味を示しているような。これらのどこに彼女をひきつけるものがあるのだろうか。ヤキソバとラムネ、それと安物アクセサリの共きよう通つう項こう。ヤキソバ、ラムネ、アクセサリ……だめだ、何も浮うかんできそうにない。


「なによ、そんな顔して……？　質問があるなら手短になさい。さっさと食事を済ませて、そのあとはまだまだ仕事が控ひかえているのですからね」


「はい、あの」すこし躊躇ためらってから、「北条先せん輩ぱい、こういうアクセサリとかに興味があるんですか？　先輩には縁えんのない安物ばかりですが、どうしてまた？」


　麗華の表情に緊きん張ちようと期待が走った──ように見えたのは気のせいか。


「先輩？」


「……そう、安物ですわね。ええまったくもって。こんなもの何の役にも立ちませんわ」


　俯うつむき加か減げんに、ぼそぼそと声が漏もれてくる。


「まあ──あまり役には立たないですね、確かに」


「その通り。ですからそうね、もしこういうアクセサリをどうにか役立てるとするならば。例えば罠わなをしかけて、敵を嵌はめるために用いるとか」


「はあ。罠ですか？」


　これらの安物をどう使えば罠トラツプを作れるというのだろう？　もちろん工く夫ふう次し第だいではどうとでも利用は可能だろうが、罠を仕し掛かけるのにアクセサリを用いる必然性がわからない。どこかの特とく殊しゆ部隊が非常時に参考にするマニュアルの話でもしているのだろうか。


　チラチラこちらを窺うかがいながら、麗華はなおもぼそぼそ声を並べる。


「こういった存在価値の薄うすそうなアクセサリでも適てき正せいに運用すれば、豚ぶたの親しん戚せきみたいないけ好かない無ぶ礼れい者ものに一いつ杯ぱい食わせるのも可能である──そんな応用力を、かつてのわたくしは学んだものです」


「…………？」


　何かの比ひ喩ゆを用いているようだが、詩し的てき素そ養ように乏とぼしい峻護にはさっぱり理解できなかった。豚に真しん珠じゆとか、そういうことを言いたいのだろうか。


「ええと……つまり先輩は、こういったアクセサリにとてもこだわりがあるということでしょうか？」


　麗華の表情に微び妙みような変化。何かを期待するような色が浮き出ている。


「ええと、うーん……」


　求められている答えをどうにかひねり出そうとして、


「ええとつまり先輩は、こういったアクセサリの市場に興味があるとか。こういった隙すき間ま産さん業ぎように新しい事じ業ぎようの可能性を見み出いだして、それで──」


「……ちがいます」


　低い声の呟つぶやき。雲くも行ゆきが怪あやしくなってきた。さらにせわしなく知ち恵えを絞しぼる。


「ええとつまり先輩は、こういったものを好む子供たちの傾けい向こうを社会心理学的に分ぶん析せきしようとしている……とか？」


　令嬢は、ひどく失しつ望ぼうしたようだった。


　その失望はすぐに怒いかりへと転じ、不ふ心こころ得え者ものに対して針はりの雨のごとく襲おそい掛かかる。


「え？」


　峻護の胸むな元もとに、ヤキソバとラムネが押おし付けられた。


　反射的に受け取ってから、


「ええと、これは……？」


「わたくし突とつ然ぜん、フォアグラのソテーのバケットサンドが食べたくなりました」


　つん、とそっぽを向いたまま申し渡わたす。


「可か及きゆう的てき速すみやかに手配するよう。なお、そのジャンクフードはあなたが責任もって処しよ分ぶんするように」


「ええっ？　フォアグラのソテーですか？　そういうものはこういう遊園地には売ってないんじゃ……」


「問もん答どう無む用よう！」


　無む能のうなことをほざく一日下げ僕ぼくをキッと睨にらみつけ、一いつ喝かつ。


「あなたは現在わたくしの付き人も同然。そして付き人とは主あるじの要望に全力で応こたえるものです。それを何ですあなたは？　全力どころか微び力りよくすら尽つくさぬうちからそのような弱よわ音ねを吐はくなんて。つべこべ言わずとっとと行きなさい！」


　雷かみなりを落とされ、峻護はほうほうの態ていで売店からまろび出る。





　　　　＊





「うーん。まだまだ未み熟じゆくですねえ、お嬢じようさま」


　さて、そのころの保坂少女である。


「もし万が一にも、お嬢さまが自分の力だけで道を切り開けるなら手出しはしないでおくつもりでしたが──やっぱりボクがついてないとダメみたいですねえ」


「そうはいうが保坂くん」


　と、こちらはなし崩くずし的に麗華ウォッチングに参加してしまっている甲本。


「あの百万人入場記念イベントとやらも君の仕し込こみなんだろう？　既き成せい事じ実じつとして、君はすでに手出しをしていると思うんだが」


「いえいえ、あんなのはほんの余よ興きようですよ、余興。奥おく手てなお嬢さまでもちゃあんと二ノ宮くんとくっつけるよう、あのひとの心理を読みきった上で手を打ってあるんですから」


　双そう眼がん鏡きようをくるくる指で回しながらニコニコ顔で保坂は言う。心の底から愉たのしそうだ。


　入園以降、彼ら二人はつかず離はなれず適てき度どな距きよ離りを保たもちつつ、麗華と峻護の動向の一部始終を余あまさず観かん察さつしている。保坂は隠おん密みつ行こう動どうなどお手の物だし、甲本もなかなか器用にそのあとに追つい随ずいしていた。


「まあ確かに、」と甲本は肩をすくめる。


「北条さん、まったくもって相変わらずだしな。あの分じゃ来世紀まで掛かっても進しん展てんがなさそうではある」


「そういうことです。お嬢さまにしてはがんばってる方だけど、ごく一いつ般ぱんの採さい点てん基き準じゆんでいけば零れい点てんですね。まあ主人の欠点を補おぎなうためにボクみたいな役目があるわけで。なあに、何の心配も要いりませんよ。お嬢さまには今日中に二ノ宮くんとベッドを共にするとこまで行ってもらいます。先ほどの記念品の副賞『ロイヤルスイートの宿泊券』『風船と似にて非なるゴム製品』が役に立つという寸すん法ぽうでして」


　もちろん甲本を連れてきた真の理由は、そんな北条麗華のカワイイ姿をタダ見させてやるためではない。これはスカウト活動の一いつ環かんでもあるのだ。なんとなればこの保坂、二ノ宮涼子と月村美樹彦の思おも惑わくを読みきれていない今、一人でも多くの有ゆう能のうな子こ飼がいが欲ほしいところ。甲本陽一の素そ質しつに疑いは持っていないが、こういう現場においてどんな働きをするか見み極きわめておきたいのである。


「しかしちょっと意外だな。北条さんをストーキングすると聞いて、一体どういう方法を取るのかと思っていたが──こうしてただ後をつけるだけだったか。君のことだからもっとえぐいやり方をすると思ってた。盗とう聴ちよう器きの類たぐいを仕掛けるとかね」


「仕掛けましたよ。だけどさすがお嬢さま、事前に察さつ知ちして取り外しちゃいましたね。取り付けには自信あったし、諜ちよう報ほう部ぶ謹きん製せいの極ごく小しよう型がただったんですが。それと遊園地に元から設せつ置ちしてある監かん視しカメラについてはボクのコントロール下にありますし、それでは心こころ許もとないので新しん規きに数百台の高こう精せい度どカメラも追つい加かしてあります。これでほぼ十割方、今日のお嬢さまの行動は映像に記録できますね。念のため衛えい星せいも手配してそちらからも映像を送らせてますし、滅めつ多たなことでは記き録ろく洩もれは起こらないでしょう。残念ながら音声の録ろく音おんについてはほとんどあきらめることになりそうですが」


「──なるほど、俺の考えが間ま違ちがってたみたいだ。余よ計けいな口を出す必要もないみたいだし、今日一日、君のやることに大人しくついていくことにするさ。──ん？」


「どうしました？」


「ああいや、ちょっとね。見み覚おぼえのある生徒がいたもんだから」


　甲本は眼鏡めがねの奥の瞳ひとみをやや細めて、


「あれは一年の綾あや川かわ日奈子さんだな」


「へええ」ぐるりとあたりを見回す保坂。経営が傾かたむいているとはいえ休日の遊園地、人ごみができる程度には混こん雑ざつしている。「この人出のなかでよく見つけましたね」


「一年でも目立つ子だからね。たまたま目に留まっただけだよ。活かつ発ぱつで面めん倒どう見みもいいし見た目も上々だから、男女分け隔へだてなく好かれているという話だ」


　ふむふむ、と保坂は心の査さ定てい帳ちようにメモをつける。目立つとはいうが、神宮寺学園は個性的で耳じ目もくを引く連中ばかり。その中の一下級生の顔を覚え、こんな遊園地でその姿をすぐに見み出いだすというのはなかなかできることではないだろう。二年生の時じ点てんで生徒会長に選ばれていた実じつ績せきは伊だ達てではないらしい。


「おや、どうやら二人連れらしい。もしも隣となりにいるのが彼氏だったら遺い書しよを書くやつが何人か出てきそうだが……幸いあれは弟くんのようだな。ん？　彼女って弟いたっけか？　じゃああれは従弟いとこか何かなのかな」


「どれどれ──んん？」


　そちらに目を眇すがめた保坂が怪け訝げんそうな声を上げる。


「どうした？」


「ああ──いえ、気のせいです。何でもありません」


　綾川日奈子の従弟だという少年、その後ろ姿に些さ細さいな違い和わ感かんを覚えたのだが──保坂はすぐにそれを留りゆう保ほする。今は重要なミッションの最中だ。その至し上じよう目的以外のことはまさしく些さ末まつ事じにすぎない。


「しかしどうもあの二人……」甲本が首をかしげる。「さっきからずいぶんフラフラしてないか？　進んだり戻もどったり、止まったり駆かけ出したり。一体どこに行って何をしたいんだろうな」


「さあ？　昼間からアルコールでもやってるんじゃないですか？」


　もはやそちらは眼中にない保坂、興きよう味みなさげに答えてから、


「さて。それじゃあもう少し、お嬢さまに刺し激げきを与あたえてみるとしましょうかね」


　携けい帯たいを取り出し、今もこの遊園地で日に陰かげに活動している腹心に繫つながるホットラインを手早くプッシュする。





　　　　＊





　一方、甲本と保坂に捕ほ捉そくされつつも、なんらマークを受けることなく済すんだ真由と日奈子は。


　甲本の見立ての通り、確かにフラフラしていた。別に酔よっ払ぱらって足もとがおぼつかないわけではなく、熱ねつ中ちゆう症しようにかかって意識が朦もう朧ろうとしているわけでもない。ひとえにそれは真由の男性恐きよう怖ふ症しようゆえだった。


　そう、擬ぎ似じ的てきな二重人格とさえ呼べる深い自じ己こ催さい眠みんで少年になりきっても、裏に隠かくれている真由は常に覚かく醒せいしている。そして覚醒している真由は男性恐怖症のままであり、さらには休日の遊園地は人口の密みつ集しゆう地ちであり、人類の半数は男性であるという比ひ率りつは遊園地においても変わりないのである。


　ほんと、難なん儀ぎな性た質ちねえ……と日奈子はため息をつく。手て間ま暇ひまかけた男だん装そうも、相当な訓くん練れんの末に習しゆう得とくしたであろう自己催眠も、結局のところ気休め程度の役にしか立たないということになる。たしかにこれなら異性の目を引く機き会かいは格かく段だんに減るが、根こん本ぽん的てきに中身が変わってないのであれば如何いかんともしがたい。石を投げれば男に当たるような人ごみでは真まっ直すぐに進むことすらままならず、当然そんなことでは峻護と麗華の後を追うことなどできるはずもなく。
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　まったく、付き合いが長くなるほどに月村真由という少女の抱かかえた問題がいかに厄やつ介かいであるか露あらわになってくる。面倒見がよく、ついでに浪花なにわ節ぶし気き質しつもある日奈子としては、できるだけこの不ぶ器き用ような友人の助けになってやろうとも思えてくるのだ。


　ともかく、こうして無む策さくのまま園内をジグザグ歩きしていても何なんら益えきはない。方針を練ねり直す必要がある。


「ほら、こっち来て」


『弟』の手を引き、人通りの少ない建物の陰かげまで連れて行く。


「なんだよ、痛いてえよバカ姉貴。手ェ放せよっ」


「ほれ、ここなら『弟』である必要ないんだから、替かわって替わって。ハイ、いち、にの、さん」


　キーワードとともに手を鳴らすと、『真ま面じ目めでひかえめで純じゆん情じような少女』がたちまち浮うかび上がってくる。


「ああ──、はい、すいません日奈子さん」


「ん。だいじょぶ？　ちゃんと戻ってきた？」


　目の前でひらひら手を振ふる日奈子に、


「はい、すいません。お手数お掛かけしてます」


　ぺこりと頭を下げた。


　下げた拍ひよう子しに、鼻からぽたりと赤い雫しずくが落ちる。


「ありゃまたか。あんた最近多いねえ、それ」


「うー、すいません。もともと鼻の粘ねん膜まくが弱くて。こういう時期が時々くるんです」


「ふうん……」


　目を細めて真由の瞳ひとみを覗のぞき込んでいたが、これといって突つっ込むこともなく、


「まあ暑いしねえ、今日は」


　天に掛かった太陽を見上げつつポケットを探さぐった。


「ほれ、ハンカチあるよ。使う？」


「い、いいですいいです、そんな、汚よごれますから。ちょっと休めばだいじょうぶです」


「そか。じゃあとりあえずあたし麗華さん捜さがしてくるわ。今のあんた連れてたら、追っかけるどころの話じゃないしさ。それで見つけてきてから、そっからもっかい麗華さん追っかける。そうしない？」


「すいません、ほんとうにご迷めい惑わくばかりおかけして。このご恩おんはいずれ──」


「いいっていいって。そんな改あらたまられると逆に気持ち悪いじゃん。その間にあんたはトイレでも行って鼻拭ふいてきなよ」


「うう、すいません……」


「だからいいってのに。じゃ、そこで待ってて」


　気楽に請うけ合おい、炎えん天てん下かの人ごみの中を悠ゆう々ゆうと渡わたり歩いていく。


　その背中を少しばかり羨せん望ぼうの入った眼まな差ざしで見送ってから、真由は出血の始し末まつに向かった。折おりよく、すぐ間近に手洗いがある。今は人通りも少ないようだ。


　これで人ひと心ごこ地ちつけられる、ほっと息をつき、中に入ろうとして──


　ようやくその段になって気が付いた。


　トイレに行く、と言うのは簡かん単たんだけど。


　少年の格かつ好こうをしている今の自分は、男子用と女子用のどちらに入ればいいのだろう？


　中に入りかけていた足をあわてて引っ込め、真由のジレンマが始まった。


　男子トイレに入るという案あんは真っ先に却きやつ下かだった。いくら男性になりきったところで、彼女にとって男子トイレなどアウシュビッツのガス室にも等ひとしい。


　あまり格好など気にせず、堂々と女子用を使う──という手にも躊躇ためらいがあった。いくら男装したところでそこはサキュバスたる真由、『少年』さえ引っ込めてしまえば十分に少女として通るのだが、そこまで踏ふん切りのいい性格は持ち合わせていない。


　いっそのことバイザーもウィッグもサングラスも外してしまえばどうか。それなら誰だれも疑いはしないだろうが──真由のロングヘアを目立たないよう収おさめるには相当な手間が掛かる。それをもう一度収め直しているようでは、ますます今日の目的からは遠ざかってしまう。


　手洗いに出入りする女性たちが、入り口前でうろうろしている少年姿を胡う乱ろんげな目で舐なめていく。その視線がいよいよ真由を焦あせらせる。何かと弱点の多い彼女だが、残念ながら突とつ発ぱつ事じ態たいにも強い方ではない。ちょっと落ち着いて考えれば次じ善ぜん策さくは出てくるはずだが、その『ちょっとの落ち着き』が今は遠い。


　とはいえ、真由が女子トイレの前をうろうろしていたのはそう長い時間ではないのだ。が、その短い間が命取りとなった。


「君」


　野の太ぶとい声と共に、真由の肩かたに手が置かれた。


　声にならない悲ひ鳴めいと共に振り向けば、そこにいるのはレスラーみたいな体たい格かくをした、いかにも屈くつ強きようそうな警けい備び員いんである。


「女子トイレの前で何をうろうろしているのかな？　知り合いでも待っているのかい？」


　肩に手を置いたまま訊たずねてくる。言葉面づらこそ客に対するものだが、警けい帽ぼうの下で光る両目はさにあらず。油ゆ断だんなく容よう疑ぎ者しやの全身に視線を配くばり、逃とう亡ぼうの可か能のう性せいを潰つぶしている。


　男。それも好こう意いとは程ほど遠とおい眼差しを向けてくる、見上げるような大男。


　この時点で気き絶ぜつしなかっただけ特とく筆ひつものだろう。足が竦すくみ、その竦みはたちまち全身に行き渡る。喉のどからは『ひっく』という変な音が漏もれるだけでまともな声が出せない。野や次じ馬うまが足を止めて成り行きを見守っている。その注目がいっそう真由の自由を縛しばりつける。


　そんな『少年』の挙きよ動どうを、警備員は不ふ審しんと断定したらしい。


「君、済まないがちょっとこちらまで来てもらおうか」


　声に威い圧あつが込こめられる。動けない。朦もう朧ろうとし始めた意識の中で思う。どうしてわたしはこうなんだろう。理り不ふ尽じんとしか思えない男性恐怖症はどうやったって克こく服ふくできず、男の子の格好をしなくちゃ、いいえ、そこまでしてさえ満足に外を歩けず、挙あげ句くの果はてにこんな目にあっている。神さまはわたしに何をさせたいのだろう？　わたしが生きている意味、生かされてる意味はどこにあるんだろう──


「さあ、こっちに来るんだ」


　どこまでも後ろ向きな思し考こうに埋まい没ぼつし始めた真由を引っ立てようと、警備員が肩に置いた手に力を込め、


「お待ちなさい」


　凛りんと響ひびく声が事の流れを断ち切った。


「どういう成り行きなのかは知りませんが、子供をそこまで追い詰つめるものではないわ。その子、すっかり怯おびえているじゃないの」


　衆しゆう目もくの中、その少女はまるで気後れすることなく歩み出てくると、警備員に咎とがめる視線を投げた。真由は目を瞠みはった。誰もが惹ひきつけられる美び貌ぼうにメイド服。どうやったって見み間ま違ちがえようはない。


　両手を腰こしに当て、令れい嬢じようはさらに畳たたみ掛かける。


「興味があります。どんな事じ情じようでこんなことになっているのか、聞かせてはもらえないかしら」


「は、はい、事情というのはですね──」


　唐とう突とつに現れた少女に、三倍ほども体たい積せきのありそうな警備員の言葉が自然と丁てい寧ねいになっている。そもそも闖ちん入にゆう者しやである彼女に事情を話す謂いわれもないのだが、それすら疑問とは感じていないようだ。


　事情を聞き終えると麗華はひとつ頷うなずき、


「なるほど、職しよく務む熱ねつ心しんで感心なこと。やはりここのスタッフは見所がありますわね──ですが、そう高こう圧あつ的てきに出られては上う手まく弁べん明めいできない人間もいるでしょう。そちらで小さくなっている方などその典てん型けいでしょうし、もう少し気を配くばってあげてもいいのではなくて？　ましてやここにいる以上、その子もこの遊園地のお客なのですわよ？」


「は、確かに、それはその通りなのですが……」


「それに話を聞けばその少年、不審には違いありませんが、いきなりしょっ引かれるほどの罪があったとも思えません。よしんば罪に問われるようなことを目もく論ろんでいたとしても、未み遂すいの上に未み成せい年ねん。下へ手たをするとあなたの方が罪に問われることになりましてよ？　放しておあげなさいな」


「は、いえ、しかし……」


「それでもまだご不満だというなら、その子の身元はわたくしが責任を持ちましょう。万一過か失しつがあってもあなたには決して迷めい惑わくが掛からぬよう処しよ置ちいたします。それでよろしくて？」


「はい、はあ、いえ。そこまでおっしゃるのでしたら」


「そう。ありがとう」


　にっこり微笑ほほえみかける麗華。それはもう、ただ極ごく上じようとしか呼びようのない、じつに艶えん然ぜんたる微び笑しようだった。警備員は年とし甲が斐いもなく頰ほおを染そめ、ひっくり返らんばかりに胸むな板いたを反らせて敬けい礼れいした。


　カチコチに緊きん張ちようしたままの足取りで去っていく警備員を真由は呆ぼう然ぜんと見送り、次いで視し線せんを救世主に向けた。


「職務熱心も過すぎれば毒どく──やはりこの施し設せつ、運用次し第だいですわね」


　同じく警備員の背中を見つめ、麗華はひとり何ごとかを呟つぶやいている。いきなり登場して場を丸く収めたメイド姿の少女に興味を引かれた様子の野や次じ馬うまたちも、ほどなく三々五々に散っていった。


「…………」


　なおも呆ぼう然ぜんとしたまま真由は思う。これはどういう偶ぐう然ぜんだろう。いや、それ以上に皮ひ肉にくなのか。運命の悪戯いたずら、という言葉を思い出し、思い出すまでもなくそもそも運命というヤツとは昔から仲が悪かったことに気づき、そして呆然としている場合ではないことにようやく思い至いたった。


　逃にげよう。


　とっさにその衝しよう動どうが湧わいた。同時、その機き先せんを制するかのように声が掛かった。


「時にあなた」


　咎とがめるような、しかし怒おこってはいない目で、


「こんな場所で何をうろうろしていたのかしら？　子供とはいえ男性が長居すれば怪あやしまれて当然、その程度の分ふん別べつはつく年とし頃ごろでしょう？」


　困ったひとね、と言わんばかりの苦にが笑わらい混まじりである。真由は目をぱちくりとさせた。そんな自然な表情を麗華から向けられるのは初めてで、それは普ふ段だん自分に向けられる苛か烈れつなそれとはまるで別べつ物もので──


　と、そこで真由はあわてて顔を伏ふせ、バイザーを深くかぶりなおした。いくら上う手まく化けたところで、正面切って眺ながめられればさすがに隠かくし通せまい。まして今は『少年』を引っ込めてしまっているのだから。


「成り行き上とはいえあなたはわたくしに救われた身。その程度の問いには答える義ぎ務むがおありでしょう？　わたくしも方ほう便べんとはいえ、あなたの身元引受人を買って出てしまったことだし。何も事情を聞かぬままでは居い心ごこ地ちが悪いというものですわ」


　重ねて訊たずねてくる麗華をちらりと見やり、ほっとする。まだ気づかれてはいない。


　それにしても──この令嬢の口から発せられる声の、抗あらがいがたい不思議な魅み力りよくは何ごとだろう。心の内に鮮せん烈れつといっていい驚おどろきが湧わく。北条麗華元がん来らいの性せい質しつがそうだということは聞き知っていたし、遠目にそういう姿を何度も見てきたが、現実にそれが自分に向けられると……なんというか、ひどく、戸と惑まどう。この魅力的な少女は毎日欠かさず紛ふん争そうし合っている相手、この世に二人とはいない不ふ俱ぐ戴たい天てんの大敵なのだから。


「もう、黙だまっていてはわかりませんわ。なんとかおっしゃいなさいな」


　しかもそんな大敵が今や、自分の窮きゆう地ちを救ってくれた恩人となってしまった。ただでさえこの令嬢を嫌きらいになれないことに閉へい口こうしていたのに。おまけに自分はその恩人と想おもい人との成り行きを気にするあまり、こんな格好をしてまでこの場に出で張ばってきて、そのことに麗華は気づいていなくて──


　いかつい警備員の威い圧あつに参っていたところへ、だめを押おすようにこのねじくれた状じよう況きよう。真由の思し考こう回かい路ろには重じゆう度どの負ふ荷かが掛かかり、思考は際さい限げんなく混乱した。


　その混乱が血圧を刺し激げきしたのかもしれない。麗華から顔を隠かくそうと俯うつむいていたのもよくなかっただろう。


「ちょ、ちょっとあなた、だいじょうぶ？」


　ぽたぽたと滴したたり始めた赤い血に、さすがの令嬢も少なからず慌あわてたようだ。が、慌てていても適てき切せつな行動を取れるのが北条麗華である。迷わず懐ふところからハンカチを取り出すと、真由が何か言うより早くそれを出血箇か所しよに当てた。


　真っ白な布ぬの地じが、みるみるうちに鮮あざやかな赤に染まっていく。


「わたくしそんな、鼻血を吹ふくほどにきついこと言ったかしら？　こうなると余よ計けいに責任感じるじゃないの……ほら、そんな俯いてないで上を向きなさい。それでは止まるものも止まりませんわよ」


『少年』を見る目にわずかに含ふくまれていた疑ぎ念ねんの成分が立ち消え、それこそ姉が弟にそうするように世話を焼く麗華。


　一方の真由はさらなる混乱の極きわみに達しようとしていた。普段からいがみ合っている相手にやさしくされるし、そんな近くに寄られて手当てとかされると次の瞬しゆん間かんにもバレてしまいそうだし──だがそれにもかかわらず不思議と、後も見ず一いち目もく散さんに逃げ出す、という選せん択たく肢しは浮うかんでこないのだ。


　結局、麗華の勧すすめにもかかわらず下を向いたまま、ずるずると鼻をすすり、ハンカチの染しみを広げつつして、やっとのことで鼻血を止めた。


「止まった？　まったく……世話の焼けるひとね、あなた」


　苦味を交まじえ、しかしそれでも可お笑かしげに笑いながら、麗華は患かん者じやから離はなれる。


「まあいいですわ。あまりうろうろ動き回らないで、どこかの木こ陰かげなり医い務む室しつに行くなりして横になっていなさい。でないとまた鼻血が出ますわよ」


「あ──」


「それではごきげんよう。わたくしはこう見えて忙いそがしいのです。──それにしてもあの男、いつまで待たせるつもりかしら。保坂だったらとっくに言いつけ通りにして戻もどってきているでしょうに。付き人失格ですわね。もっともあの男の適てき性せいが付き人などに向いているのであれば、それはそれで困りものですが」


「あ、あの」


　あっさり立ち去ろうとする麗華を、思わず呼び止めていた。


「？　何ですの？」


「あの、その──」


　やはり俯いたまま、ほとんど聞き取れない声で。


「あ、ありがと……」


「──あら」


　感謝の言葉に、麗華はとびきり上等に微笑ほほえんだ。


「どういたしまして。別に大したことはしていませんが、気持ちはうれしく受け取っておきましょう。でもあなた、どうせ礼を言うならもっと早くなさい。機きを逸いつするとかえって逆効果になることがありましてよ」


　最後にもうひとつ世話を焼き、令嬢はきびきびした足取りで今度こそ去っていく。


　小さくなっていくその姿を真由はぼんやり見つめている。けっきょく最初から最後までずっと呆然としていたように思う。じりじり肌はだを焼く陽ひの熱さが次し第だいに戻ってくる。遊園地に満ちていた様さま々ざまな喧けん騒そうもまた、ゆっくりと耳によみがえってくる。


　手元に残ったハンカチに目を落とす。散々に汚よごしてしまった白い布。精せい緻ちなレースがふんだんに入った、いかにも上じよう等とうそうな品だ。それにただ精緻なだけでなく、どこか工業製品にない温かみがあるように感じられる。ひょっとすると麗華自身が手ずから縫ぬいこんだものかもしれない。


「どうしよう、これ──」


　呟けど答える者はなく。


　夢の続きのように心を浮ふ遊ゆうさせたまま、真由はじっと手のひらのハンカチを見み詰つめ続けている。




　其の三　ネバーエバーランドの日　午後の部







　無む茶ちやな話と土ど台だい承知ではあったが、汗あせだくになりつつ駆かけずり回ってもやっぱり結果は同じだった。フォアグラのソテーなどこの遊園地では用意できるはずもなく、峻しゆん護ごは徒と手しゆ空くう拳けんのまま虚むなしく敗はい残ざんの苦味を舐なめている。


　しかし常つね々づね思うことだが、自分はどうしてこう北ほう条じよう麗れい華かの逆げき鱗りんに触ふれることが多いのだろう。先ほどのアクセサリの件も彼なりに論ろん理りだてて、もっともありえそうな解かい答とうを提てい示じしたつもりだったのに。こんな有あり様さまではたとえ彼女が約束の少女だったとしても先が思いやられるではないか。


　令れい嬢じようが待つ売店の方角に向かいながら、生き真ま面じ目めな彼は律りち儀ぎに反省する。果はたして今日一日で何回あのひとの機き嫌げんを損そこねることになるだろうか──そんな風に戦せん々せん恐きよう々きようとしつつ、売店付近まで来たところで。その光景が目に入ってきた。


　オープンテラス、と呼ぶには垢あか抜ぬけなさすぎるテーブルの列──周囲で購こう入にゆうした飲食物を広げるためのものだろう──が並び、そのひとつにメイド姿の少女は腰こしを下ろしている。


　周りに、また人だかりができていた。


　今度もまた、彼女を囲む面々はすべてお子様連中である。


「うわすっげえ！　レンジャーバッジだ！」


「ほんとだ、ラブラブレンジャーのエンブレム！　こんなのどこにも売ってないよっ」


「いいなー、おねーちゃん。いいなー」


「まあ。そんなすごいものなのかしら、これ。わたくしはよくわからないけど──」


「ほしいっ。ちょうだいっ」


「だめ」


「っええ～？　どうして～？」


「これは……その。わたくしにとって新しい、思い出の品になるかもしれないからなのです。ですから差し上げるわけにはいきませんわ」


「ふうん……あたらしい思い出ってことは、ふるい思い出もあるんだよね。それってどんな思い出？」


「あ、それ聞きたい聞きたーい」


「うん、聞きたい聞きたーい。おねーちゃんおはなしして～」


「ふふ、悪いけどそれは内ない緒しよですわ。わたくし、それは誰だれにも話したことがないの」


　話し声が細く届いてくる。半分も聞き取れないが、内容などわからなくても空気は読める。至いたって和なごやかで、打うち解とけた様子だった。


　子供相手にはやわらかいひとだなあ、と思う。いや、北条麗華の本来の地はきっとあちらなのだろう。彼女の周りには彼女をささくれ立たせる事こと柄がらが多すぎるのだ。自分もその事柄のひとつにリストされているかと思うと忸じく怩じたる思いだが──


　と、不ふ意いに。


　既き視し感かんが脳のう裏りを走った。また、あの少女の映像。記き憶おくの最深部にあいまいな輪りん郭かくで存在する、大切な誰かの思い出。


　間を置かずその手がかりにしがみ付く。手た繰ぐり寄よせる。記憶にまとわりつく靄もやを懸けん命めいに払はらう。見えてきた。どこかの公園。ジャングルジム。そのてっぺんに少女は腰こし掛かけ、周囲を囲むようにして子供たちが少女を見上げている。少女は子供たちと何かの話をしているようだ。子供たちはふむふむと聞き、時に大きな笑い声が起こる。皆みな少女に好こう意い的てきで一いち目もく置いているのがわかる。少女もまたそのやりとりを楽しんでいるらしく、その場は終しゆう始し、明るい雰ふん囲い気きに包まれて──


　そこで、途と切ぎれた。


　あわててもう一度摑つかみ直そうとするが、叶かなわない。傷もヒビも無数に入った記憶は蘇よみがえりきることなく、すでに実体を失っていた。


　失しつ意いの吐と息いきが洩もれる。もう幾いく度どめになるだろう、こうして機を逸いつするのは。やはり傷いたみきった情報を完全に修しゆう復ふくするのは望むべくもないのだろうか。確信を抱いだかせるほどの何かは今回も得られずじまい。手元に残ったのは頼たよりない印象だけ。


　それでも確信をもって言えるのは、十年前のあの少女もまた、子供たちによく慕したわれていたということである。そう、それに確か──峻護と暮くらし始めてすぐ、周囲には馴な染じんでしまったのではなかったろうか。考えてみれば今の麗華も二にノの宮みや家のメイドなどという無茶仕事を押おし付けられながら、よくその環かん境きように順じゆん応のうできているようだ。そういえば先ほどの入場ゲートでの一幕。あの時はいいように子供たちのオモチャにされていたのに、今回は上う手まいことあしらえている。このあたりも順応力の高さと言えるかもしれない。


　やはり……あの少女は、北条麗華で間ま違ちがいないのだろうか。


「──あら」


　麗華がこちらに気づき、席を立った。


「連れ合いが来たようです。わたくしそろそろ行きますわ」


「ええ～、もういっちゃうの？」


「ばか、だめだよひきとめちゃ。あのひとって、おねーちゃんのかれしだよ、きっと。じゃましちゃ悪いよ」


「あ、そっか。それじゃあしょうがないよね。いってらっしゃい、おねーちゃん」


「ふふ、ありがとう。いってきますわ」


　手を振ふり合って別れ、歩み寄ってくる。


「──おそい。まったく、とうに承知していたことではありますが、あなたほんとうに使えませんわね。この程度の言いつけにどれほど時間を費ついやせば気が済むのです」


「はあ。すいません」


「それで？　首しゆ尾びは？」


「すいません。やっぱりフォアグラのソテーというのはちょっと……」


「……まあ、そんなことだろうと思ってましたから今さら失しつ望ぼうはいたしません。食事はもう結けつ構こうですから、さっさと仕事の続きをいたしましょう。それからもうひとつ」


「はい？」


「先ほどあの子供たちが邪じや推すいしたわたくしたちの関係を否ひ定ていしなかったのは、ひとえにその方が円えん滑かつに話を収められると判断したからです。まさかとは思いますが、それをもってよからぬ勘かん違ちがいなどはしていないでしょうね？」


「ええと……はい、たぶん。よくわかりませんが、先せん輩ぱいを怒おこらせるようなことはしていないと思います、はい」


「…………。なら結構。では行きますわよ」


「あ、先輩。ひとつお訊きしたいんですが、いいですか？」


　ふと思いついたことがあり、きびすを返そうとした令嬢を呼び止めた。


「？　なに？」


「先輩、子供に好かれますよね。それに先輩も子供のことが好きであるように見えます」


「──それで？」


「ええとそれで……つまり、それはどうしてなんでしょう？」


「どうしてか……そうですわね……」


　訊きたいことがある、という割には焦しよう点てん曖あい昧まいな問いに、しかし令嬢は丁てい寧ねいに言葉を選びながら、


「子供が好きというよりも、年下に甘あまいところはあるかもしれません。いえ、それとも少し違って……そうね、子供の立場というものに憧あこがれがあるのかしら。わたくしが生まれた環かん境きようは、子供でいられる時間がとても短かったから」


「…………」


　何でも言ってみるものだな──ふたたび思いがけないものを目まの当たりにし、峻護はつくづくそう思った。かつて、これほどに『普ふ通つう』な彼女と正対したことが果たしてあっただろうか？


「昔はよくこう思いましたわ。もっと普通の家に生まれていれば、もっと普通に子供としての楽しい時間が過ごせたんじゃないかって。つまりわたくしは子供というものに、ひょっとしたら存在しえたかもしれない自分の姿を見み出いだしているのかもしれません。それでつい、年下に甘くなってしまうところが出てくるのかも」


「なる──ほど」


　やはり今回、彼女についてきた甲か斐いはあった。そう思う峻護である。どうせなら普段からこの態度でいてくれたらいいのに、とも思う。年下には甘いと自己分ぶん析せきする麗華だが、峻護だって一応は彼女の後輩なのだから。


（…………？）


　軽い動どう悸きを覚おぼえ、胸を押さえた。どうしたことだろう？　初めて面と向かう『普通』な北条麗華は、何か、こう、やたらと彼の胸をざわつかせるのだ。


　戸と惑まどう。まごつく。そのまごつきがさらなる戸惑いを呼ぶ。


　そんな一日付き人の様子に首をかしげていた麗華だが、ハッと気づいたような顔をするやキリリと柳りゆう眉びを逆立て、


「二ノ宮峻護！　言いつけを果たせなかった分ぶん際ざいでわたくしに質問とはどういう料りよう簡けんです！　まったくわたくしとしたことが、立場をわきまえない役立たず者の問いに真ま面じ目めに答えるなんて……とんだ馬ば鹿かを見ましたわっ。一人前に物を訊たずねたいのであれば、せめてフォアグラの代わりにチキンの照てり焼やきでも持ってくる程てい度どの機き転てんを利きかせるようになってからになさい！」


　そんなこと言われても、という感じの叱しつ咤たを叩たたきつけると、峻護をおいてずんずん先に行ってしまった。どうしていきなり態度が変わったのだろうか？　やっぱりこのひとはよくわからない。


　駆かけ足行進で追いついてから、肩かたを怒いからせている背中に声を掛ける。


「それで先輩、これからどこへ？」


「…………」


「先輩？」


　重ねて問うと、いかにもしぶしぶ、といった返答が戻もどってくる。


「これといった目的地はありませんわ。ツアー旅行ではないのですから、特に決まったルートを決めずとも気の向いたところで──」


「そこのアンタ」


　あらぬ方向からの声が返答を遮さえぎった。


　峻護も麗華も歩みを止め、声の発信源に目を向ける。


　見れば、道の脇わきに黒い布地を張はった天てん幕まくがある。いかにも砂さ漠ばくあたりの遊牧民族が用もちいてそうなデザインのそれはプレハブの物置小屋ほどのサイズ。正面に開いた狭せまい入り口からは、強い日差しにコントラストされて濃こい影かげを作る内部を垣かい間ま見ることができる。


「そう。アンタのことだよ」


　しわがれ声はその薄うす闇やみの中から投げかけられていた。目を凝こらせば、フードのついた長衣を纏まとった老ろう婆ばが麗華に目め線せんを固定している。


「……わたくしのことかしら？」


　麗華の反応に老婆はゆっくり頷うなずくと、骨ばった手で手て招まねきをし、


「おいで。アンタの相そうに面おも白しろい卦けが出てる。伝えておきたい」


「ふうん……？」


　麗華は仔し細さいげにテントと老婆を観かん察さつしている。


　峻護もあらためてテントに視線をやると、入り口上部に看かん板ばんが掲かかげられているのが目に入った。アラビア文字が刻きざまれている。遊園地という場所柄がら、それにテントとその主人のスタイルから推すい測そくするに、おそらく『占うらないの館やかた』とでも書いてあるのだろう。推測の表現になるのは、アラビア文字が並んでいるだけで邦ほう訳やくが添そえられていないためである。雰ふん囲い気き作りのためのこだわりということだろうか。いずれ、アトラクションの一いつ環かんであることには違いあるまい。


　そんなメイド服少女と従者の反応に、老婆は苦く笑しようしたようだった。


「そうビクつきなさんな。聞いておいたほうがためになるさね。アンタ、過去に起きたある出で来き事ごとにずっと縛しばり付けられてるだろう？　それに関することさ」


　ぴくん、と、麗華の表情がわずかに動いた。


　しばし逡しゆん巡じゆんするポーズを取ってから「ふん……」と鼻を鳴らし、


「まあ、こうして外側からの観察に終始するのもそろそろ頃ころ合あいですわね。占いや予言の類たぐいに興味はないけれど……たまにはそういうのも一いつ興きようでしょう」


　お澄すまし顔で入り口を潜くぐった。


「座すわりな」


　後に続いた峻護にも椅い子すを勧すすめると、老婆は卓たく上じようの水すい晶しよう球だまを指ではじいてから、


「アンタたち、夫ふう婦ふだね？」


　とたんに激はげしく咳せき込む麗華。


「どっ、どうしていきなりそうなるのです！　この男は単なるあり合わせの下げ僕ぼくに過ぎませんことよっ！」


「フム、おかしいねえ。そういう相が出てたんだけど……まあいいさね。遅おそくとも何年後かにはそういう関係になるだろうしね」


「そっ──」


　反論しかけ、しかし一呼吸して自分を落ち着かせ、


「まあ結構。どうせ占いなど信じてはいませんし。それで？　伝えておきたいこととは何なのです」


「まあそう急せかしなさんな。まずはアンタの来こし方かた行ゆく末すえをじっくり視みさせてもらおうじゃないか。パッと見で読み取ったばかりじゃ行き届かないところも出てくるからねえ」


　喉のどの奥おくからしゃっくりのような笑いを漏もらしつつ、老婆は仕事を始めた。


　客をじっと見つめながらゆっくりとした動作で水晶球を撫なで始める。


　麗華は姿し勢せいよく座ったまま、真まっ直すぐにその視線を見返している。


　見立てが終わるのにさほど時間はかからなかった。


「アンタには──」


　目を細め、託たく宣せんを紡つむぎ出す。


「もう何年も望み続けていることがあるね？　そいつを実現させるためにアンタは血の滲にじむような努力をしたはずだ。だが、それはいまだ叶かなわぬままでいる。それは運命の悪戯いたずらによるところも大きいが、それ以上にあんた自身の不ふ甲が斐いなさによるところが大きい。そしてアンタ自身もそのことはよくわかっている」


　令れい嬢じようは表情を動かさない。だが峻護の目に、それはポーカーフェイスの一種と映うつった。なんだかんだいってこの少女との付き合いは短くない。その程度はわかる。


「まず──アンタの願いごとは、いずれ必ず叶うだろう」


　どくん、と。


　横にいる麗華の心臓の高たか鳴なりが確かに聞こえた気がした。


「ただし、それはまだ決定した未来じゃない。あんたにはこの先何度もチャンスがあり、そして何度もそれを逃のがす。幸運の女め神がみはアンタを愛めでているが、その利り益やくに背そむき続ければいずれ愛あい想そを尽つかすはずだ。さて、アンタが機き会かいを摑つかむのが先か、女神が機会を与あたえるのに飽あきるのが先か……」


「…………」


「そしてアンタは今まさにこの瞬しゆん間かんも、人生最大の好こう機きの真っ只ただ中なかにある。アタシが視みたのはそれさね。あまりに大きな卦だったから水晶球を介かいさずともわかったのさ」


　麗華、やはり無言。


「どうだい？　アタシの見立ては。万一アタシの言ったことが外はずれてるんなら──アタシがそんじょそこらの三流と一いつ緒しよと思うなら、出て行ってもらって構かまわないよ。お代も要いらない。ただ、ここが肝かん心じんなところなんだが……アンタ、このままじゃおそらく失敗するよ。そうならないために、アタシはこうしてアンタを招まねいたんだ」


　この手の商売人が使う常じよう套とう句くではある。が、その言い分に思い当たる節ふしがあるとすれば、それと知りつつも誘ゆう惑わくを感じずにはいられないだろう。


「アンタには一工く夫ふうが必要なのさ。これまでのやり方で上う手まくいかなかったんだからね。お代はそれを伝えてから頂いただくとしよう。ただし、安くはないよ」


　再びしゃっくりのような笑声を上げる老婆。遊園地のアトラクションにしてはなかなか本格的な営業っぷりである。これだったら自分も視てもらいたいと峻護でさえ思ったほどだから、当の本人である麗華はなおさらだったろう。


　案あんの定じよう、彼女は「ふん……」と再び鼻を鳴らすと、


「まあ、これも乗りかかった船というもの。最後までサービスを受けてみなければリサーチにもなりませんしね。ですがその前に」


　じろり、とこちらに視線を向け、


「二ノ宮峻護。あなたは席を外していなさい」


　この手の話は高度にプライベートな域いきに入り込むのが常つね。少々残念な気もしないではないが、その程度の分ふん別べつはわきまえるべきだろう。


　テントを出ると、娯ご楽らく施し設せつ特とく有ゆうのさざめきと真夏の太陽が遠えん慮りよ会え釈しやくなしに襲おそい掛かかってくる。そういえばこのテント、さして通つう気きがいいとは思えないのに快かい適てきな居い心ごこ地ちだった。あるいは砂漠の民たみの知ち恵えの結けつ晶しようがテントの見えざるところに織おり込まれ、暑しよ気き払ばらいに一役買っているのかもしれない。


　──などと、手持ち無ぶ沙さ汰たに愚ぐにもつかないことを考えながら待っていると、


『そんな破は廉れん恥ちなことできるわけないでしょう！』


『何と言われようとわたくしそんなことできません！　大体どうしてわたくしがあの男にそんな真ま似ねを……わたくしあの男のことなんて眼がん中ちゆうには、』


『う……そ、それは確かにそうですけれどもっ！』


　占いの現場から時おり悲鳴じみた叫さけびが洩もれ出てくる。


　一体何を告げられているのだろうか──と想像しつつ、峻護は別の件でも首をひねる。どうもここしばらく、自分の周囲に妙みような臭においがするのだ。それは不幸の予よ兆ちようと言い換かえてもいい。常つね日ひ頃ごろから幸運の女神に足あし蹴げにされている彼はその手の感覚に極きわめて鋭えい敏びんであった。第一このテント、一体いつから存在したのだろう？　入園からこの方ずっと園内を歩き回っているだけに、このあたりも確かに通った記き憶おくがあるのだが──その時点ではこんなシロモノ目に入ってこなかったはず……


　なおも疑ぎ念ねんの霧きりの中をさまよっていると、


「わかったわよっ！　やりますわよっ！　やればいいんでしょう！」


　ひときわ捨すて鉢ばちな悲鳴が聞こえ、怒いかれる令嬢が天幕の薄うす闇やみから姿を現した。大人の正論にやり込められた子供のような顔で「うう～」と唸うなりながら、


「二ノ宮峻護！」


「はい？」


「本日の目的地はすべて定まりました。時間が足りません、さっさと行きますわよっ」


「？　先せん輩ぱい、特にルートは決めていないと言ってませんでしたか？　気が向いたところへ寄ればいいとかどうとか……」


「状じよう況きようは刻こく一いつ刻こくと劇げき的てきに変へん移いするもの。その変化に鈍どん感かんでは時代に取り残されますわよ。ごちゃごちゃ言わずについてきなさい」


「はあ、わかりました」


　大おお股またでテントから遠ざかっていく麗華を追いながら、


「ところで先輩、占うらないはどんな感じでした？　この遊園地の再建に役立つヒントは得られましたか？」


「…………」


「できればどんな具ぐ合あいだったか聞いておきたいです。おれも一応、先輩のお手伝いのためにここにいるので。あの占い師のひとは何て言ってたんですか？」


「～～～～っ」


「先輩？」


「いいから！　黙だまってついてきなさい！」


　怒ど声せいの鞭むちを入れられてカメのように首を縮め、峻護は粛しゆく々しゆくと令嬢に付き従う。





　　　　＊





　数分後。


　麗華は目的のアトラクションの前で足を止め、その結構を見上げていた。


　外がい観かんをひとことで述べれば『奇き形けい』である。草一本生はえない溶よう岩がん流りゆうの跡あとのようなゴツゴツした外がい装そうを持ち、暗あん色しよくを基き調ちようにした造りは見る者に不ふ吉きつな印象のみを抱いだかせる──そんな建物だ。外装のあちこちに様々な形状の模も型けいが付設されていて、それはたとえばひとつ目玉で長い舌を出した袈け裟さ姿すがたの小こ坊ぼう主ずであり、肌はだ色いろのすぐれない顔から二本の牙きばを突つき出したマント姿の紳しん士しであり、首がヘビのようにひょろりと伸のびた高たか島しま田だの女である。


　そして掲かかげられている看板に記しるされている文字はそのものズバリのストレート、


『お化け屋や敷しき』


　だった。まったくもって実に古典的で正せい統とう派はな、異文化混交型のホラーハウスである。


「いいですこと二ノ宮峻護」


　両手を腰こしに当てて曰いわく、


「あらゆる遊園地においてこのアトラクションは基本中の基本というべきもの。まして季節は夏、このアトラクションの魅み力りよく如何いかんで遊園地の評価そのものが左右される、そういう事じ態たいも大いにありうると言うべきでしょう。初期段階の印象調査を終えた今、赤字経営の遊園地を建て直すにおいては手始めにここを攻こう略りやくせねばなりません」


「はあ……」


　しかし峻護の返答は、自分でも驚おどろくほどに気が乗っていなかった。たちまち麗華の眉み間けんに険けんが浮うかび出る。


「何？　わたくしの説と決定に何か文もん句くでもあるのかしら？」


「はあ、いえ。そういうわけでは」


「あなたなりの理り屈くつがあり、その理屈によってよりよい方ほう策さくを見み出いだせるというのであればそれをおっしゃいなさい。容いれるべき点があれば容れます。ですが万一、愚ぐにもつかないような論ろん説せつでわたくしの貴き重ちような時間を割さくようなことがあれば……おわかりになりますわよね？」


　そんな理屈に持ち合わせはない。気乗りしない理由はあるが、それを伝えるのはいっそう気乗りしなかった。


「……いえ。特に反論はありません。だまって先輩についていくことにします」


「ふん。初めからそう言っていればいいのです。さあ行きますわよ」


　すたすたと入場口を通つう過かする令れい嬢じようの後に、軽けい快かいとは言いかねる歩みで続いた。


　中に入ると、さっそくおどろおどろしい効果音が歓かん待たいしてくれる。通路はあくまで細く、かつ曲がりくねっており、どこに何が潜ひそんでいるか予よ断だんを許さない。先行している客の悲鳴が断だん末まつ魔まのように反はん響きようして新たなる犠ぎ牲せい者しやの不安をあおり、絶たえず足もとから湧わくドライアイスの煙けむりがその心しん胆たんをも寒さむからしめる。


　外観もそうだったが、まったくもってオーソドックスな、そしてなかなかに本格的なお化け屋敷である。作り物には違ちがいないが決してチャチなそれではない。運営者側の気合の入れようが明めい確かくに伝わってくる。なるほど麗華の語った通り、こういう娯楽施設においてはこのアトラクション次し第だいで鼎かなえの軽重が問われるのかもしれない。


　とはいえ言うまでもなく、彼女がこのアトラクションを選んだのは峻護に語った通りの狙ねらいによるものではない。


　峻護を従えて順じゆん路ろを進みながら、麗華は激しく緊きん張ちようしていた。


　なんとなればこの場において、彼女は恐おそろしく難なん易い度どの高い曲きよく芸げいに挑ちよう戦せんせねばならないからである。


　お化け屋敷において二ノ宮峻護に対し、肉体的接せつ触しよくを敢かん行こうすべし──あの老ろう婆ばがいくつか導みちびき出した託たく宣せんのうちのひとつがそれだった。お化けに怯おびえたふりをしてあの男にしなだれかかるといい、そうすれば必ず運が向く、場合によっては将来まみえるべきバラ色の道筋も確定する、ましてあの男が拒きよ絶ぜつすることはあるまいさね、と。


　別にあのインチキ占うらない師しの言葉を真まに受けたわけではないが、もともと慢まん性せい的てきな恋れん愛あい度胸不足の麗華である。他に妙みよう手しゆがあるわけでなし、そこまで言われれば従うにしかず、と思われた。


　とはいえやっぱり北条麗華は北条麗華であるわけで。


（お化けに怯えたふりをしてしなだれかかるといっても……これのどこを恐がれというのかしら……？）


　次々と現れては消えていく仕し掛かけに何の感興も起こせないまま、彼女はぶちぶちと文句を連ねていた。麗華は基本、幽ゆう霊れいだとかＵＦＯだとかのオカルトを信じない。というより存在の是ぜ非ひはともかくとして、今のところそやつらは自分に対して何ら悪あく影えい響きようを与あたえているとは思えない、ゆえに気にする必要はない、と考えるスタンスである。彼女にしてみればそんな実在不明の存在より、庭に湧わく藪やぶ蚊かの方がよほど恐るべき障しよう害がいなのだ。


　相変わらず峻護を背後に従えたまま、順路もそろそろ半ばに達している。


　井い戸どから恨うらめしげな絶ぜつ叫きようと共にぬうっと現れた女幽霊を軽くシカトして、麗華のぐずりはいよいよ募つのっていく。


（だいたいにおいてこのアトラクションのどこが面おも白しろいのでしょう？　この手の娯ご楽らく施し設せつにおける基本中の基本とは言いましたけど……正直なところ、存在意義が理り解かい不ふ能のうですわ……）


（そもそも料金を支し払はらってまで恐きよう怖ふを味わいに来るというのはどういうこと？　現代人とはそこまで日常に倦うみ、刺し激げきを求めているのでしょうか）


（ですがわたくしには理解できないその心理が世間にまかり通り、ビジネスの種になっているのは厳げん然ぜんたる事実。この際さいですからそれを分ぶん析せきし、今後の仕事に役立てるべきでしょう。そう、まずは音おん響きようや照明がもたらす相そう乗じよう効こう果か、それから建築構造の狭せまさから来る心理的圧あつ迫ぱくを考こう慮りよに入れて──）


　そこまで考えて現実逃とう避ひしかけていることに気づき、あわてて気を引き締しめる。もちろん彼女は理解している。別に本気で恐こわがる必要などどこにもない。『しなだれかかる』ことが重要なのであり、そこに至るまでのプロセスなど問題ではないのだ。


　そして今日、ここに来た目的は何であったか。月つき村むら真ま由ゆに許ゆるしたアドバンテージを奪うばい返すためではなかったか。


　そのためにはまず、二ノ宮峻護を後ろに引き連れているこの位置関係、これを何とかしなければ。そう、並んでいっしょに歩くのだ、あの男の隣となりに寄り添そって。


　ことさらゆっくりルートを踏とう破はしながらそのタイミングを計はかる。おどろおどろしい効果音、前を行く客が上げる悲鳴──それら騒さわがしい音がすべて遠くなってゆき、自分の足音と、後をついてくる峻護の足音だけが残される。過か剰じような運用に耐たえかねた心臓はストライキを起こし、喉のどの奥おくまでせり上がってきている。舌の根っこがその味を脳に伝えてくる。生きたままの臓ぞう器きはひどく生ぬるい味がして気持ち悪い。生なま唾つばと一いつ緒しよに飲み込んで元通り胸きよう郭かくの中に納める。


　心しん拍ぱく数すうが天てん井じよう知らずに上がっていく。


　ついに、何の音も聞こえなくなった。キ─────ン、という、耳鳴りにも似た無音の音だけが聞こえる。緊張のあまり張り詰つめすぎた神経は、断末魔の際にこんな音を響ひびかせるのかもしれなかった。


　ようやく覚かく悟ごが決まった。


　数十通りも作り上げた言い訳と大たい義ぎ名めい分ぶんの群むれの中から最善の一手を選び出し、立ち止まった。


「二ノ宮峻護。これまであえて口にせず、あなたが自ら気づくのを待っていましたが……それにもいい加か減げんうんざりしてきました。ごらんなさい、この狭く、障しよう害がい物ぶつの多い空間を。わたくしを狙ねらう暴ぼう漢かんがいて、その者が不ふ埒らちな行動に及およばんとすれば、今まさにこの時を狙うこと疑いありません。そうなった場合、そんな位置にいてあなたはわたくしを護まもれるの？　付き人が主あるじの護ご衛えいを務つとめるのはあらためて口にするのも馬ば鹿か馬鹿しいほど当然のことであり、つまりこの状じよう況きようにおいてあなたが取るべきベストのポジションはわたくしの左右いずれかの隣という必ひつ然ぜん的てきな結論が見み出いだされるのです。おわかりになって？」


　一気にセリフを吐はき出して振ふり返り、


「さあ、わかったのならさっさとわたくしの隣に──」


　長ちよう広こう舌ぜつも最後の段になったところで。麗華は目を瞬しばたたかせた。


「ど、どうしたの？　あなた」


　二ノ宮峻護は、ちょっと珍めずらしいことになっていた。


　まず、瞳ひとみの焦しよう点てんがうつろにさまよっている。次に、明日はぜったい筋肉痛だと思えるほど肩かたが強こわ張ばっている。さらに「はいっ、なんですか先せん輩ぱいっ？」と返ってきた返事も普ふ段だんより一オクターブは高い。顔面を隙すき間まなく覆おおっている水すい滴てきは暗がりの中でも明らかにそれとわかる脂あぶら汗あせだ。


「なんですか先輩、じゃありません。その有あり様さまはいったいどうしたことです？」


「はあ、いえ、その」


　言い渋しぶっている。これもあまりないことだ。


　首をひねる。この男がここまで異い常じような兆ちよう候こうを来たしている理由とはなんだろう。最近は涼りよう子こや美み樹き彦ひこに遊ばれっぱなしで見る影かげもないが、基本的には余よ程ほどのことがなければ動じない男なのだ、二ノ宮峻護とは。それだけは十年経たった今も変わらなかったのに。


　右に左に何度か首をひねり、思い当たる節ふしを探し──そして麗華はようやくひとつの仮説にたどり着いた。かなり意外な仮説に。


「え？　うそ。ひょっとしてあなた……」


　思わず指をさして、その信じがたい推すい論ろんを披ひ瀝れきした。


「あなた、お化け屋や敷しきが恐こわいの？　その歳としになって？　こんな作り物が？」


「はあ、いえ。別にそんなことは、」


　と言いかけた瞬間。


　天井から、すさまじい咆ほう哮こうと共に血まみれの落ち武者が降ってきた。


　転てん瞬しゆん、峻護は目を瞠みはるほど俊しゆん敏びんな反応でバックステップ、低く構かまえを入れて足あし腰こしをひねり、そのまま拳こぶしを打ち抜ぬこうと気合を込め──そしてようやく相手が無む害がいな存在と知ってホッと息をつく。同時、噴ふき出るという形けい容ようがしっくり当てはまるほど大量の汗が顔いっぱいに表出する。


　ケケケと笑い立てつつ天井に引き上げられていく落ち武者に、峻護は恨うらめしげな視線をやった。これだけ客＝自分が反応してくれれば、妖よう怪かいどもに扮ふんしている従じゆう業ぎよう員いんたちもさぞかしやりがいのあることだろう。


　さて。


　峻護は己おのれの名めい誉よのために弁べん明めいせねばなるまい。落ち武者の消えていった天井に視線を固定して麗華とは目を合わせないまま、彼はどんな言い方をすれば事情をわかってもらえるか知ち恵えを絞しぼっていた。


　実際のところ彼は別べつ段だん、お化けの類たぐいが恐いわけではない。暗い場所もそれ自体は平気であり、丑うし三みつ時どきに心しん霊れいスポットをひとりで散歩することも余よ裕ゆうで可能だ。峻護のオカルト的なものに対するスタンスは奇くしくも麗華とほぼ同じであり、実害を実感することがないものなど空気も同然の存在だと思っている。彼にしてみれば魑ち魅み魍もう魎りようの類より姉の実在の方がよほど戦せん慄りつすべき恐きよう怖ふであった。


　そう、居るのか居ないのかも確かく認にんできないものは恐れる必要がない。彼が過か剰じように反応しているのは『視界の悪い場所で何かが唐とう突とつに襲おそい掛かかってくること』に対してなのである。


　諸しよ芸げい百ひやつ般ぱんを姉に仕し込こまれている峻護だが、いずれの芸についても姉ほどの妙みよう境きようには達たつしていない。それは物事の気配を悟さとる技術についてもいえること。その技術が中ちゆう途と半はん端ぱに鍛きたえられているゆえに、自分に敵てき意いあるものとそうでないもの、それが生きて呼吸しているものなのかそれとも単なる無む機き物ぶつなのか、その程度の区別もつかないのである。ましてや狭せまい薄うす暗くらがりの中。峻護の気配探たん知ちレーダーと迎げい撃げきシステムはほとんど無む差さ別べつに発動し、事実上、用を成なさぬまでになっている──


　……という意味のことを、正しく伝えたかったのだが。


「ふふ……」


　その、こもったような笑い声を耳にした峻護は。


　残念ながら弁明のきっかけを失うことになった。


「ふふ、うそでしょう？　ふふ……」


　北条麗華が。


　口もとに手をやり、涙なみだ目めになって。


　くすくすと忍しのび笑っていた。


「ああおかしい。ぜんぜん知らなかったわそんなの。あなた、こんなものが恐いのね？」




[image: ]


「え？　いえ、そういうわけではなく……」


　だが峻護の言葉を聞いているのかいないのか、麗華はなおも笑い続ける。遠えん慮りよなく、それでいて上品に、そして何よりひどく自然に。


（…………）


　わかってはいた。本来の彼女はひどく魅み力りよく的てきに笑うことのできる少女であると知っていたはずだった。だけどいま目の前にあるその笑え顔がおは、想像で、あるいは遠とお目めに見ただけで知ったつもりになっていた笑顔に比べ、何と輝かがやいていることか。


　それはまさに一度は見てみたいと望んでいた顔で、何度も想像の中に登場した顔で、そして峻護は今、自分の想像力がいかに貧ひん困こんだったかを思い知った。この笑顔を自らの手で断たちたくなどなかった。令れい嬢じようが笑いを収めるまで、じっと待った。


「──ああ、おかしかった。失礼、笑いすぎましたわね。けどあなたも悪いのですわよ？　こんな子供だましにいちいち反応するなんて」


「はあ、いえ……」


　ぼんやりと生返事する。彼は麗華の笑顔に免めん疫えきがない。その刺し激げきは習しゆう慣かん性せいの強い麻ま薬やくのように峻護の精せい神しんを搦からめ捕とっている。


　反はん面めん、笑顔とは時に特とつ効こう薬やくにも万ばん能のう薬やくになれるもの。髪かみの毛が逆さか立だつほど漲みなぎっていた緊きん張ちようがうそのように消え、麗華はひどく気楽になっていた。


「それにしてもあなた、こんなところで消しよう耗もうし尽つくしていては今後の仕事に差し支つかえますわよ？　この先もまだアトラクションは続きますが、無ぶ事じに出口までたどり着くことができて？」


「ええ、まあ。どうにか」


「そうは思えませんわね。セオリー通りならこの先はもっと心しん臓ぞうに悪い仕し掛かけが施ほどこされているはず。それでもあなた耐たえられる？」


　再びくすくす思い出し笑いする麗華。その笑顔がいっそう峻護の心を縛しばり付ける。


「いいですわ、ではこうしましょう」


　やれやれとばかりに肩かたをすくめ、近づいてきた。


　隣に並んだ。


「こうしていれば少しはあなたの負ふ担たんも軽くなるのではなくて？　こちら側から何かがあなたに襲おそい掛かかることがあれば、わたくしがすべて防ふせいであげてよ」


「はあ、いえ。ですが……」


「そのざまで無む理りをするものではありません。とはいえこれでは立場があべこべなのも確たしか。猛もう省せいを促うながしますわ。あなたは今、仮にもこのわたくしの付き人を務つとめている身なのですからね」


　文もん句くを並ならべる声はしかし、心なしか弾はずんでいるように聞こえる。


「さ、行きますわよ」


　幼よう稚ち園えん児じを連れ歩く保育士のように引いん率そつを始めた。


　遅おくれぬよう、置いていかぬよう、峻護のもつれがちな歩ほ調ちように合わせ、麗華は進み始める。


　いくらなんでもこの体たい勢せいは男としてどうか、と、もちろん峻護は思う。だがそんなことよりも。


　なんだろう、こうして麗華に並ばれると。ひどく──ひどく、脈みやく拍はくが高くなるのだ。


　アトラクションへの緊きん張ちようよりも、彼女の隣にいるということがどうにも落ち着かない。その落ち着かなさがこれまでとは質しつの異なる緊張を呼ぶ。そんな硬かたい表情を見た麗華がもう一度笑い、「まるで子供みたいね」と言う。


　おどろおどろしい効こう果か音おんと客たちの悲ひ鳴めいの中、二人はゆっくりゆっくり進んでいく。





　　　　＊





　──太陽がまぶしい。


　恐きよう怖ふに満ちた闇やみの館やかたから脱だつ出しゆつして青空の下に帰き還かんした峻護は、ようやく人ひと心ごこ地ちついていた。もしも次にまたこういう機き会かいがあれば、その時は妙みような見み栄えを張はらず初めから自じ己こ申しん告こくしておこうと思う。人には誰だれしもどうしたって苦にが手てなものが存そん在ざいするのだ。


「……さあ。次に行きますわよ」


　お化け屋や敷しきを出ると麗華はさっさと峻護の傍そばを離はなれ、再び二、三歩を先行して進路を取った。一時はやわらかかった表情も出口に近づく頃ころにはすっかり厳きびしさを取り戻もどして、眉み間けんにはおなじみの険けんが浮ういている。仕事モードにチェンジしたということだろう。そのことが少なからず残ざん念ねんに思えたことは口にしない峻護であるが、


（それにしても──）


　先ほどのお化け屋敷。こうして落ち着いてから思い出してみるに、どうも不ふ可か解かいな点がある。驚おどろかせることが本分のアトラクションだし、いずれの仕掛けを見ても真しんに迫せまっていたし、他の利り用よう客きやくたちの悲ひ鳴めいもあちこちから派は手でに上がっていたが……それにしても、だ。いくらなんでもあれはアグレッシブすぎる。機き械かいとコンピューターによるオートメーション化を拒きよ絶ぜつし、あくまでも人力で運うん営えいされている熱の入れようではあったが、妖怪に扮して襲ってくる従業員からほとんど殺気すら感じるアトラクションというのは、娯ご楽らくを提てい供きようするための施し設せつとしてどんなものであろう。実のところ、峻護の緊張の半分はそのことに因よっていたのだ。どうにか攻撃を避よけきってはいたものの、それらはほとんど紙かみ一ひと重え。多少なりとも鍛きたえている峻護だからかわし切れたが、何の訓くん練れんも受けていない人間があれをかまされれば無む傷きずではいられまい。


　首をひねる峻護の一方で、麗華もまた思し考こうにのめり込んでいた。


（ちがうのです。これはちがうのですわ──）


　現在、彼女の精せい神しん活動のほとんどは、どこに向けているのかもわからない弁べん解かいにそのほとんどが占しめられている。


（わたくしがあの男の隣に並んで歩いたのは仕し方かたのないことだったのです。だってあの男、ああでもしなければ心しん臓ぞう発ほつ作さで死にそうな勢いきおいだったし。目の前で死なれたら寝ね覚ざめが悪いから、あくまでも緊きん急きゆう避ひ難なん的てきな措そ置ちとしてわたくしはあの男の隣に並んだのよ。形としてはわたくしから願い出てここについてきてもらっているわけだから、極きわめて不ふ愉ゆ快かいなことながらわたくしにはあの男を無ぶ事じに家まで送り返す責せき任にんが発生しているのですもの。まったく、何をどうしたってあの男はわたくしに害がいを成なすのね。腹立たしいったらありませんわ……）


　何だかんだ理由をつけて峻護を罵ば倒とうする作業は、彼女の精神安あん定てい剤ざいとして不ふ可か欠けつなものになりつつあるらしい。そしてその処しよ方ほう薬やくは適てき正せいに効こう果かし、不ふ慣なれな行動を取ったことから来る自じ爆ばく的てきな動どう揺ようは徐じよ々じよに収おさまりつつあった。


（そう、あれは仕方のないこと。なんだか普ふ通つうのしゃべり方をしてしまった部分もあったけど、それだって自分を見失いかけていたあの男を安心させるためにやったこと。あの場面できつい物もの言いいをしてはあの男の混こん乱らんを増ぞう長ちようし、面めん倒どうなことになりかねませんからね。それだって別にあの男に対して含ふくむところがあったからではありませんわ。だってわたくしはあの男のことなんて何とも思ってないんだもの。それにそう、あの時のあの男ってまるで子供みたいだったでしょう？　ですからつい仏ほとけ心ごころを出してしまったのです。わたくし子供には甘あまいところがありますから。ええ、つまりそういうこと）


　強ごう引いんに結けつ論ろんをつけてようやく弁べん明めいを一いち段だん落らくさせ、別の事こと柄がらに思し考こうの焦しよう点てんをシフトした。あの占うらない師しのお告げについてである。


　けっきょく『しなだれかかる』ところまではクリアしなかったにせよ、現げん況きようは良好であると言っていい。なにしろ二ノ宮峻護と並んで歩くことができたのだ。これならばこのまま助じよ言げんに従したがってみるに越こしたことはあるまい。


　ようやくその結論に達たつしたところで、折おりよく目的地が見えてきた。


「着きましたわ。次はあそこを視し察さつします」


　と指差した先に、雪のように真っ白な建物がある。雪のように、という形けい容ようは夏場のこの時じ期きにふさわしくないかといえばさにあらず。なんとなればこのアトラクション、その名もズバリ『白銀の国』なのである。事前情報によればここの内部は一種の巨きよ大だい冷れい凍とう庫ことなっており、その豊ほう富ふな冷気を様さま々ざまに工く夫ふうして客を楽しませるのだという。


　近づくにつれ、建物の外がい観かんが細部まで見えてくる。氷山、あるいは氷河を象かたどったらしきデザインで、照りつける日差しの下にあって視し覚かくにわずかな慰なぐさめを提供していた。


「いいですこと二ノ宮峻護」


　麗華、両手を腰こしに当てて曰いわく、


「この手のコンセプトに則のつとったアトラクションはさして珍めずらしいものでもありません。ゆえに運営者側の創そう意い工く夫ふうが試ためされます。温度の低さというシンプルな道具をいかにアイデア豊富に駆く使しできているか……そのあたりの分ぶん析せきを念ねん頭とうにおいて見学するよう」


「はい、わかりました」


　エントランスをくぐると、手て持もち無ぶ沙さ汰たそうに立っていたコンパニオンがやけに嬉うれしそうに出で迎むかえてくれた。氷をイメージしたのであろう、薄うす青あおいビニール地のコスチュームをてかてかと光らせて、「あなたたち運がいいわ」と言う。


　聞けばこのアトラクションはストーリー仕立てになっており、そのストーリーに沿そったプログラムが十五分に一度ランされるシステムを採とっている。ところがどういうわけかこの数十分の間、ぱったりと客足が止まっているのだそうだ。


「プログラムはオート制せい御ぎよで一日中稼か動どうする設せつ定ていになっててね、お客がこないからといって機き械かいを止めるわけにもいかなくて。このままだと無む駄だに電気代を使ってプログラム流すだけだったから、あなたたちが来てくれてうれしいわ。ほら、この時期ってただでさえ節せつ電でん節電ってうるさいじゃない？　わたしも上司も、国のエライひとには睨にらまれたくないのよね」


　つまりこのアトラクション、今だけは峻護と麗華の貸かし切きりとなるらしい。


「さあどうぞお二人さん。ン十億かけたこのアトラクションが、この時間はあなたたちだけのもの。思いっきり楽しんでらっしゃいな。ああそれと、中はホントに寒いから、この防ぼう寒かんコートも持っていってね」


「ありがとう。お言葉どおりに楽しんで参まいりますわ」


　コンパニオン嬢じようの悪戯いたずらげなウインクに満開のバラのような笑え顔がおを返し、令れい嬢じようはアトラクション内部に進み入っていく。


「……気さくなひとでしたね、あのコンパニオンさん」


　続いて中に入りながら峻護、本日の公こう的てきな目的を全まつとうするため、遠えん慮りよがちに進しん言げんした。


「ただ、ちょっと気さく過すぎるようにも思います。あの手の職しよく業ぎようのひとって、むしろああいう個こ性せいを出さないようにするのも職しよく務むのうちなんじゃないでしょうか？　あくまでもマニュアルどおりに動くことが求められている、というか」


「いいえ。あれはあれでいいのです」


　と、麗華の見けん解かいは異ことなっていた。


「あの接せつ客きやく態たい度どはここの雰ふん囲い気きに合っています。この遊ゆう園えん地ちは良くも悪くもああいうスタイルが持ち味なのでしょう。考えるべきはその殺し方でなく、生かし方ですわ」


「なるほど。わかりました」


　臨りん時じ主人の背中に大きく頷うなずきかける。決けつ断だんの早さ、物もの事ごとに対する大らかさ──これらは北条麗華が持つ美点の筆ひつ頭とうに数えるべきものだろう。わけても後者に関しては特とく筆ひつすべきである。途と方ほうもない財ざい力りよくと権力を誇ほこる家いえ柄がらに生まれ育ちながら、それを笠かさに着るところが微み塵じんもないのだ、この少女は。ごく一部の例外を除のぞいて。


　そう、そこが昔から不ふ思し議ぎだったんだ──と、『ごく一部の例外』に含ふくまれる峻護は謎なぞに思う。いったいどうやってこの人じん格かくが作り上げられたのだろう？　朱しゆに交われば赤くなるというが、その論ろん理りに従えば、北条麗華を育てたものには『朱』ではない何かがあったはず……


　と考えた時、峻護の頭ず脳のうはある仮か説せつを容よう易いに導みちびき出す。生きつ粋すいの上流ブルジヨワ育ちであるはずの彼女だが、過か去こに下流プロレタリアな環かん境きように身を置く機き会かいがあったのではあるまいか。その経けい験けんが北条麗華という絶ぜつ妙みようにバランスの取れた、いわば傑けつ作さくと言っていい人格を形成する土台となったのではあるまいか。


　ここまでくると、お世せ辞じにもハイスペックとはいえない峻護の想そう像ぞう力りよくでも数じゆ珠ず繫つなぎに連想を引き出すことができる。記き憶おくの網あみにかろうじて引っかかっている十年前の少女。彼女は確かに自分と一いつ緒しよに暮らしていたはずなのだ。そして当時の自分の生活環かん境きようは決して上流階級のそれではなかったはず。では、やはりあの少女が北条麗華……？


　──などと峻護が頭を悩なやませている一方で、麗華の側も口数が目に見えて少なくなっていた。加くわえてその背中は一歩進むごとに強こわ張ばっていくのだが、考えごとにのめりこんでいる峻護は気づいていない。


　そんな間にもアトラクションは着ちやく々ちやくと進行している。氷山や氷河、氷原に氷ひよう窟くつといった、考えるだにさぶいぼができそうな寒かん冷れいスポットをイメージしたオブジェが入れ代わり立ち代わりに現れては涼りようを提供し、スピーカーから流れる軽けい妙みようなアナウンスがそれをいっそう補ほ完かんするべく、ナレーション技術の粋すいを揮ふるう。なるほど、コンパニオンのお姉さんが誇ほこらしげに語るのも頷ける出で来き栄ばえだが、今の二人にはカエルの面つらに何とやら。目の玉が飛び出るような予算を費ついやしたであろう渾こん身しんの作も、今のところその実力を発はつ揮きする機会に恵めぐまれていなかった。


　葬そう式しきの列のように黙だまりこくったまま、峻護と麗華はアトラクションを進めていく。先ほどのお化け屋や敷しきとは対たい照しよう的てきにこの施し設せつは徹てつ底ていした自動オートメイシヨン化が施ほどこされているらしく、客どころか係員の姿すがたも見かけない。確かにこれ以上ないほどの貸かし切きり状じよう態たいであり、世せ間けん一いつ般ぱんのカップルには福ふく音いんをもたらすべきシチュエーションであるが、彼らは二ノ宮峻護と北条麗華なのであった。


　何ごともないまま、そろそろアトラクションもクライマックスかという頃ころ。ひときわ手の込んだ空間に二人はたどり着いた。


　そこは大小様々な形に削けずり出された氷によってすべてを満たされた部屋。四方八方に置き巡めぐらされた、クリスタルのごとく澄すみ切った氷たちが、ほどよく抑おさえられた照明によって静かに光を湛たたえている。まるで輝かがやく星々の海に紛まぎれ込んでしまったかのような……小人になってシャンデリアの真ん中に立てば、多少はこれに似た気分を味わえるだろうか。


「これは……すごいですね」


　さすがの峻護もその光こう景けいには目を奪うばわれ、思し考こうを放ほうり出して感かん嘆たんの息をついた。なるほどコンパニオン嬢の言ったことは正しい。このアトラクションを独どく占せんできるなら、それは僥ぎよう倖こうと呼んで差し支つかえあるまい。


　相変わらず黙だまりこくったままの麗華を不ふ審しんがるのも忘れ、氷と照明が織おり成なす幻げん想そう的てきな光景に見入っていたが、


（ん……？）


　肌はだ寒ざむさを覚えて峻護は腕うでをさすった。いや、この時点で肌寒いなどと言っているのがおかしいのはわかっている。何しろここは『白銀の国』、中に一歩踏ふみ入れた時から氷点下の世界。入り口でも防ぼう寒かん用ようのコートを渡わたされていたではないか。陽ひに焦こがされて火ほ照てった肌でも、数分も経たてば冷えきるのが道どう理り……いやしかしそれにしても、この刺さすような冷気は尋じん常じようではない……。


　その疑ぎ問もんを解決すべく、ごく最近の記憶を遡さかのぼってみる。すると先せんだって聞いた覚えのあるナレーションが思い出された。曰く、『この部屋では当アトラクションのハイライト、観かん測そく史し上じよう地球で最も低くまで下がった気温を体験していただきます。空気すら凍こおる極ごつ寒かんの世界、どうぞ存分にご堪たん能のうください』。


　なるほどそういうことかと納なつ得とくし、意味を成さぬまま腕に抱かかえていたコートを着用する。そこでまた疑問が湧わいた。体験する、というが……具ぐ体たい的てきにどれほどの時間、ここに居なければならないのだろうか？　すでに睫まつ毛げまで凍りつくほど温度は下がっているのだが。最低気温を体験するといったってほんの何十秒かこの冷気に晒さらされれば十分で、それ以上は娯ご楽らくではなく単なる我が慢まん大会にしかならないような気がする。


「これって、ほんとうに洒しや落れにならないくらいの寒さなんですけど……いったい何分間これが続くんでしょうね？　先せん輩ぱい」


　そこまで疑ぎ惑わくが深まったところで、ようやく連れ合いに話を振ふった。


「先輩？」


　その先輩は俯うつむいたまま、なにやら悲ひ壮そうな顔で沈ちん黙もくしている。心なしか顔色も青いように見えるが……気のせいだろうか。確かにただ事じゃないくらい寒いし、さすがの北条麗華も閉へい口こうしているということか。


　……と推すい測そくする峻護だが、もちろん麗華の顔色の悪さは寒さによるものだけではない。峻護の呼びかけがまったく聞こえないほどに、このお嬢さまは葛かつ藤とうを続けていた。


　それもそのはず、今回彼女に課かせられたミッションの正体は『寒さを口こう実じつにして二ノ宮峻護を押おし倒たおす』なのである。


「？　あの、先輩？」


　思う。──確かにあの老占い師の助言は図に当たっているし、今後もその助言に従ってみる価値があることは認めますが。でもそれにしたって、これは性せい急きゆうの度が過すぎるのではなくて？　そもそもにおいて物事には順じゆん序じよというものがあるのです。わたくしは必ずしも婚こん前ぜん交こう渉しようを否ひ定ていしているわけではありませんが、かといってまだ手すら満足に握にぎったこともないうちからそういう行こう為いに走るのはどうかと……って別に、将しよう来らいわたくしとあの男がそういう関係になることを前ぜん提ていにしているわけではありませんが……とにかく、わたくしは誇り高き北条家の唯ゆい一いつの直系として、そんな破は廉れん恥ちな行こう為いに及およぶことはできません。ああでも……うう……今のところ占いは良い方向に出ているし、他にやり方も思いつきませんし、やっぱりやるしかないのかしら？　でも、いったいどうやってすればいいの？　世の女性は殿との方がたを誘ゆう惑わくする際にどのような手しゆ段だんを用いるのです？


「……先輩？　もしもし？」


　じゃあ──たとえばこんなセリフはどうかしら。『いいですこと二ノ宮峻護。今までひた隠かくしにしてきましたが、実はわたくし極きよく度どの冷ひえ性しようなのです。こんな場所にいてはのちのちの執しつ務むに差し支えますわ。主人の健康を良好に保つのも付き人の務つとめ。よってあなたはわたくしと肌を合わせ、その体温を維い持じする当然の義ぎ務むが発生するのです。おわかりになって？』……これはなんだか違ちがうような気がしますわね。ではこんなのはどう？　『これまであえて口にしてきませんでしたが、実はわたくし重度の低血圧で、気温の低い所にいるとたちまち睡すい魔まが襲おそってくるのです。当然いまも眠ねむくてたまらず、すぐにでもこの場で横になりたい気持ちでいっぱいなの。とはいえここは場所が場所、まさかこのわたくしが床ゆかへ直じかに寝ね転ころがるわけにはいきません。そうなれば畢ひつ竟きよう、あなたが布ふ団とんの代わりにわたくしの下に敷しかれるのは、下げ僕ぼくとしての当然の務めと断だんじて差し支えないでしょう？』……ああもう、ますますしっくりきませんわ。どうすればいいの……っ？


「北条先輩？　北条先輩っ」


「……え？──わひゃっ！」


　目と鼻の先まで近づいて覗のぞき込んできた峻護に、奇き声せいを発しつつ一歩飛び退のく。


「な、なにっ？　なんですのっ？」


「え？　いえその。先輩、顔色悪そうだったので。だいじょうぶかな、と」


「ふ、ふんっ。別にあなたなどに心配されるまでもなく、だいじょうぶに決まってますわ！」


　ぷい、とそっぽを向く麗華だが──二ノ宮峻護、鈍どん感かんなれど気き遣づかいはできる男だ。顔色がすぐれないのは明らかだし、我慢はできるにせよこれだけの冷気が『だいじょうぶ』な訳わけはない。


　ゆえに彼は、迷わずその行動を取った。


「先輩。これどうぞ」


　おもむろにコートを脱ぬぐと、麗華が『？』マークを浮うかべている間に後ろに回り、肩かたに羽は織おらせたのである。


「……え？　あう？」


「どうぞ着ててください。ほら、女性は身体からだを冷やさない方がいいと聞きますし」


　行動を済ませてからさすがに気き恥はずかしくなり、頰ほおを搔かく峻護。そんな見習い下僕の仕し草ぐさを、麗華はしきりに瞬まばたきしながら見つめている。


「でも──あなたはいいの？　あなただって寒いのは一いつ緒しよでしょう？」


「こうみえてもそれなりに鍛きたえてますから。だいじょうぶです。それにしてもいつまでこの部屋にいればいいんでしょうね？　さっきからナレーションも止まってるし……」


　首をかしげる峻護だが、その言葉を令れい嬢じようは耳に入れていない。自らのつま先あたりに視線を落として何やら口をもごもごさせている。


「先輩？」


「そ、その……」


「？」


「あ、ありがとう……ですわ」


　コートの前をぎゅっと閉じ、消え入るような声で。


　確かにそう呟つぶやいた。


　峻護は今日何度目になるか知れない驚おどろきに包つつまれる。このひとから御お礼れいなど言われるのは出会って以来初めてではあるまいか。


「な、なによっ……？」


「いえ、あの。なんというか」


　やや唇くちびるを尖とがらせて、気持ち上うわ目め遣づかいに、そして少し頰を染めて──拗すねるような声で咎とがめてくる姿は。


『北条コンツェルン次じ期き総そう帥すい』を始めとする大たい層そうな肩書きなどとは無む縁えんな、なんだかどこにでもいる、ほんとうに普ふ通つうの女の子に見えて。


　それを意外に思うあまり、心に浮うかんだ感想を無む加か工こうそのままで口にしていた。


「なんというか……なんだか先輩、そうしていると……とても普通の女の子に見えたので。驚いてます」


「────！」


　顔色が変わった。まずい。またしても逆げき鱗りんに触ふれてしまったらしい。すぐに怒ど声せいの雨が降ってくる、そのダメージに備そなえようと心構えをして──


　だが。降って来た怒声は、いつもと少し様子がちがっていた。


「な、何言ってるのよっ、当たり前じゃない！」


　峻護をたじろがせるほどむきになって、言葉を叩たたきつける。


「普通よっ、わたくしは！　それは確かに、普通じゃないところはたくさんあるけど、それだって別にわたくしが望んだことじゃないし──」


　言葉を選ぼうとしてつまずき、結局は不ぶ器き用ようなセリフになりながら、だけど必死に、切実に、何かを訴うつたえかけるように、


「だからわたくしだって別に、特別なことは何もないんだからっ。みんなと変わらない人間で、十七歳さいで、ミスだってするし、かっこ悪いところだってあって、完かん璧ぺきでもなんでもなくて、それがわたくしで、あなたとだって何も変わらなくて……とにかく、とにかくそういうことなのよっ。文句あるっ？」


「…………」


　なん──なんだろう。


　今日という日は、ほんとうにどうしてしまったんだろう。


　あの北条麗華が、彼女の言葉通りひどく普通に──自分と同じ場所に立ち、同じ目線を共有している、とても近しいひとに見える。


「そう……ですよね」


　不ふ意い打うちに隙すきを突つかれたまま、思った通りのことを言う。


「はい、そうです、その通りです。生徒会長だとか、北条コンツェルンの後こう継けい者しやだとか、そういうのと関係なく──先輩だって、ひとりの女性なんですよね」


「……ふんっ」


　答えず、頰を膨ふくらませるようにして麗華はそっぽを向いた。


　サイズの余あまるコートに身を包み、肩を丸めて、そうしているともともと華きや奢しやな身体はとても小さく見えて──


　唐とう突とつに峻護は気づいた。恐おそろしく今さらなこと──誰かこいつを殴なぐってやれ、と言いたくなるほど、まったくもって救いようがないまでに今さらなことを。


（みんながそう言うし、それを否定したこともなかったけど……）


　でも、思ってたよりも、ずっとずっとはるかに。


　北条先輩ってじつは、めちゃくちゃかわいいひとなんじゃないだろうか……？





　　　　＊





　もしも北ほつ極きよくと赤せき道どう直ちよつ下かを数歩でまたぐ経験をすることがあれば、誰だって目め眩まいがするほどの戸と惑まどいを覚えるはず。


　峻護と麗華はまさに今、その経験をしている真まっ最さい中ちゆうであった。


　骨ほねまで凍こおるほどの酷こつ寒かんから這はい出た後、目玉焼きができそうなほどに焼けたアスファルトの上を二人は次の中ちゆう継けい地ち目指して歩いている。『白銀の国』には気温差に順じゆん応のうするためのプロセスも用意されていたのだが、それを経へてもなお強きよう烈れつな違い和わ感かんが肌はだを蹂じゆう躙りんしていた。『白銀の国』の狙ねらいはまさにその違和感にこそあるのだろう。


　だがそんな温度差のマジックも今の二人にはどこ吹ふく風。彼らはそれぞれに、それぞれの抱かかえた問題を処理することに忙ぼう殺さつされていた。


（なに？　なんなの？　なんなんですの一体……？）


　後ろをついてくる人ひと影かげをチラチラ振ふり返りながら、麗華はやけに心が騒さわぐのを感じている。というのも『白銀の国』を出てからこちら、二ノ宮峻護が妙みようにそわそわしているのだ。それも麗華の方をチラチラ盗ぬすみ見しながら、である。果たしてこれにはどのような意味があるのだろう？


　わたくしの背中に、何か口では言えないものでもくっついているのかしら──でも別にそれらしき物はなさそうに思えます。では日ごろから厳しく指し導どうしているわたくしを厭いとい、暗殺の機き会かいを狙ねらっているとか──いいえ、いくらなんでもそこまでは嫌きらわれていないはずよね。


　いくつもの可か能のう性せいを自じ慢まんの高回転頭ず脳のうで潰つぶしていくと、最後にひとつだけ推すい論ろんが残った。こうなるともうそれ以外の可能性は考えられず、だけどもそれは最もありえそうにない推論でもあった。


　すなわち。


　二ノ宮峻護は北条麗華のことを、ひとりの異い性せいとして気にしている──


　あわてて首を振る。いやまさか。これまでどんなアプローチをしようとウンともスンとも言わなかったあの男が、どうしていきなり気のある素そ振ぶりを示すというのか。まるで理由がわからない。でも理由が不明とはいえ、いくら考えてもそのくらいしか推論は思い浮うかばないのだ。


　おちつけ。おちつきなさい北条麗華。そう、二ノ宮峻護なんて廃はい屋おくの屋根に生はえている雑ざつ草そうほどにも価か値ちのない男なのだから。あの男が誰にどんな気持ちを持っていたところで気にすることはない、あせることなんてない、だいじょうぶ、だいじょうぶ……。


　昂たかぶりをどうにか鎮しずめ、冷静を装よそおって再さい考こうする。とにかく春先に再会して以来数か月、一ミリも進んでいなかった二ノ宮峻護との関係に変化の兆きざしが顕あらわれていることは確かなようだ。何しろ二ノ宮峻護がコートを脱ぬいで自分に着せてくれたのだ、今のところ占うらないの効こう果かは覿てき面めんといえよう。もっとも与あたえられたミッションについてはいずれも達たつ成せいできていないのだが、まあそれは横に置いておくことにする。


　こうなると気になるのは今後の展開。次に用意された試し練れんはズバリ、『観かん覧らん車しやに乗って二人きりになり、どさくさに紛まぎれて結けつ婚こんを迫せまる』であった。無む茶ちや苦く茶ちやである。常じよう識しきで考えてそんなもの上う手まくいくはずがないし、そもそも行動が飛ひ躍やくしすぎているのだが、占いの結果がそう出ているのなら仕し方かたがない。やるしかあるまい。だがこれまでの任にん務むですら厚くて高い壁かべだったのだ。果たして成なし遂とげることができるのだろうか……？


　一方の二ノ宮峻護。


　確かに彼は麗華のことを妙に意い識しきするようになっている。そしてそのことに当とう惑わくしてもいた。北条麗華という少女のことは以前から最大級の敬けい意いをもって接せつしていたつもりだし、魅み力りよく的てきな女性であることも十分にわかっていたはず。だがそういうものとはまた別に、峻護の心を騒さわがす何かが芽め生ばえ始めているのだった。それは明らかに好意の一いち亜あ種しゆとして分ぶん類るいされるべきものであり、そして他のどんな種類の好意よりも強い感情のように思われた。しかもこの令嬢、もしかすると十年前の約束の少女かもしれないのである。峻護の心のざわめきは否いやが応おうでも増していかざるをえない。


　おまけに彼はそれとは別の懸け念ねん事ごとも抱かかえている。というのはこの遊園地に入って以い来らい、頭の片かた隅すみでずっと警けい告こく灯とうが点てん滅めつし続けているのだ。何をするにつけても妙な感じがするというか──もっといえば、人じん為い的てきな何かが色々なところに働いている気がするというか。ついさっきの『白銀の国』だって絶ぜつ対たいおかしい。十分に人出はあるのに他の客がひとりも来ないというのもおかしければ、あの殺人的な寒さの中にあれだけ長い時間とどめさせるプログラムもおかしい。まるで誰かが、麗華と自分を二人きりにしてくっつけるために暗あん躍やくしているみたいではないか。


　が、危き機き察さつ知ち能力は高いものの決けつ断だん能力に欠ける峻護は、それだけ気づいていてもまだ確かく信しんをもてずにいる。また彼が鋭えい敏びんであると信じている麗華が何も気にしていないらしいこともあって、その推すい論ろんをいまだ言い出せずにいた。


「着きましたわよ」


　硬かたい声に我われに返り、立ち止まる。


　目の前には半分に切った円えん盤ばんを縦置きにしたような形の大きなドーム。耳じ目もくを引くアトラクションがひしめく園内でもひときわ目立つ建造物である。


　事前に仕入れていた知識を引っ張り出す。それによれば、このドームの中には観かん覧らん車しやが丸ごとすっぽり納まっているらしい。どうしてそんな手て間まをかけるのかといえば、このドームの中は一種のプラネタリウムになっているのだとか。つまりは視界いっぱいに散らばる星の海の中を、観覧車のゴンドラに乗って悠ゆう々ゆうと回かい遊ゆうする趣しゆ向こうである。なかなか凝こったシロモノだが、ふとそこで思い出した。そういえば遊園地の最も寄より駅を出た時、観覧車の伽が藍らんを見たはず。となればこの遊園地、普通の観覧車と普通でない観覧車を併へい設せつしていることになる。赤字遊園地にしては羽は振ぶりのいい話であり、このあたりに経けい営えい陣じんの黒字への色気のなさが窺うかがえるのかもしれない。


『白銀の国』とは違ちがい、こちらは大おお勢ぜいの利用客でにぎわっている。行列に並び、順番を待ってほどなく入場すると──そこに見み事ごとな夜の世界が現げん出しゆつした。


「なるほど。これは悪くありませんわね」


　麗華が感かん嘆たんの声を上げる。峻護もまったく同感だった。天には宝石箱をひっくり返したかのように星々が散らばり、その静かな瞬またたきを殺さぬよう程ほどよく抑おさえられたホログラムが人工の夜をさりげなく彩いろどっている。光を駆く使しするアトラクションなれど派は手でさは控ひかえた、それでいて確かな存在感を主しゆ張ちようする輝かがやきがそこにはあった。


「まったく、これだけの見み物ものがあるなら業ぎよう績せきなどすぐにでも回復するでしょうに……まあいいですわ。さ、乗りますわよ」


　促うながされ、係員の誘ゆう導どうに従ってゴンドラに乗り込む。


　乗ってみるとその設計の精せい妙みようさがいよいよ知れた。ゴンドラが進むにつれて入れ代わり立ち代わりに星座が現れては消え、時には流星が空を裂さき、あるいは遠くの銀河で星雲が胎たい動どうし──あの手この手で幻げん想そう的てきな空間を演出している。これはアイデアの勝利でもあるが、それ以上にアイデアを実現させた技術力の勝利であると思えた。末まつ端たんとはいえ北条コンツェルンの連れん枝し、あちこちのグループ企き業ぎようから高度な技術力の提供があるのだろうか。


　……などと、窓の外を眺ながめつつもっともらしい感想を抱いだいている峻護だが、これは緊きん迫ぱく感かんから逃のがれるための方ほう便べんにすぎない。


　ちらりと、対たい面めんに座すわっている少女を見やる。


　閉じた膝ひざにぎゅっと握にぎった両手を置き、その両手にじっと視線を落としている麗華。乗って以来一言もなく、ほとんど身じろぎすらしない。ただ、時おりこちらを上うわ目め遣づかいに見ることがある。そのたびに峻護は急いで視線を外す。


　なんなんだろう、この状じよう況きようは。よくわからないが、おそろしく緊張を強しいられているのだけは確かだ。ゴンドラの中がほとんど真っ暗だというのもよくない。人工の星とホログラムによっておぼろげに照らし出される麗華の姿は、なんだかとても儚はかなげで、いつもの凛りんとした強さもなくて──やっぱりとても普通の女の子に見えてしまう。それも、びっくりするほど魅力的な女の子に。


　その時、またしても峻護の記き憶おくにデジャヴが舞まい降りた。


　すっかりその形で定着してしまった感のある、輪りん郭かくのぼやけた少女。彼女は峻護の前に仁に王おう立だちになり、何かを言い募つのっている。えらく跳はねっ返りな様子で峻護を見み据すえ、唾つばを飛ばさんばかりに言葉を叩たたきつける様子は、相そう当とうにご機き嫌げんななめであると知れた。どうやら峻護の取った何らかの行動にいたく腹を立てているらしい。ただ、怒いかりの裏側で純じゆん粋すいに相手の身を心配しているのはよくわかった。セリフの内容自体は少女の姿と同じく靄もやが掛かかっていて判はん然ぜんとしなかったが、その感情だけはハッキリ読み取れる。


　かつての自分も当然そのことはわかっている。だからおそらく、彼女を安心させようと何ごとかを言ったのだろう。するとたちまち少女は顔を真っ赤にして俯うつむき、黙だまりこくってしまう。そうなるといつもの元気はどこへやら、その日一日はすっかりしおらしくなってしまうのだ。


　それはひどく穏おだやかで、そして幸福に満ちたフラッシュバックだった。自分には確かに少女と過ごした時間があり、それは間違いなく貴き重ちような時間であり、かつまた失われて久しい時間なのだった。


　そして──その記憶の欠片かけらは、いま目の前にいる少女のイメージと、不思議なほど重なって見えるのだ。


　もし。もしもほんとうに、彼女が約束の少女であるなら。


　それはとても嬉うれしいことだと思う。素す直なおに、何の混まじりけもなく、そう思う。


　ゴンドラの中は暗く、そしてとても静かだった。よほど高度な防ぼう音おん・防ぼう振しん加工が施ほどこされているのか、観覧車の巨きよ大だいな車しや輪りんを回すエンジンの音も、その揺ゆれすらもない。まさしく大宇宙の真空中に漂ただよっているような疑ぎ似じ体験をさえ与あたえる、人工的な『無』。耳を澄ませば向かいに座る少女の呼こ気きさえ拾ひろえそうな。


　ゴンドラがゆっくりと頂ちよう点てんに向かい、それにつれて峻護の緊きん張ちようも限げん界かいに達しようとしている。破は裂れつ寸すん前ぜんに心臓は収しゆう縮しゆくを繰くり返し、血管が別の生き物のように皮ひ膚ふの下をのたくっている。耐たえかねて、何でもいいから声をかけようと思い、すぐにそれもためらってしまう。いま彼を押おし包つつんでいる空気は、神しん経けいを削けずるような緊張と同時にとても居い心ごこ地ちのいい感覚ももたらすのだ。


　とはいえいつまでもだんまりは決めこめない。これでは麗華のアシスタントとして役に立たないし、そうでなくとも今日の彼には目的があるのだ。


　乾かわいたくちびるを舌で湿しめらせ、まずは『今日はいい天気ですね』とでも言おうとして、


「そちらに──」


　麗華が先に口を開いた。


　閉じた膝にぎゅっと握った両手を置き、その両手にじっと視線を落としたまま、


「そちらの席にいっても、いいかしら……？」


「──え？」


「どうしてかというと、こちらの席は──そう、眺ながめがあまりよくないの。ほら、ゴンドラはずっと動いているから、眺めがよくないところも出てくるのですわ、きっと。だから、そちらの席に移うつりたいと、思うのだけど。……だめ？　かしら」


　ごくり、と生なま唾つばを飲む音がした。自分の喉のどから。


「い、いえ、だめじゃないですよ、もちろん。どうぞ、その方が眺めがいいのであれば、どうぞ遠えん慮りよなく」


「そ、そう？　では遠慮はしませんわ。ええ、もちろん」


　そう頷うなずきつつもすぐには動かない。


　たっぷり数呼吸おいてから、ようやく立ち上がった。


　地じ雷らい原げんでも進むように、恐おそる恐る近づいてくる。


　ほとんど真っ暗くら闇やみの中、峻護とは目を合わせず、その細身はむろん、ゴンドラを小こ揺ゆるぎもさせず。何かの儀ぎ式しきででもあるかのように、少しずつ、少しずつ、二人の距きよ離りを短くしていく。


　隣となりにきた。


　座った。


　ふわ、と、なんだかいい香かおりがした。


　この時点で峻護の意識は五割方トんでいた。


　毎朝校門の前で顔を合わせていた時はもちろん、ひとつ屋根の下に暮らすようになってからでさえひどく遠くに感じていた少女が、今ではこんなに近くにいる。物ぶつ理り的てきな距離だけの話ではない。『神じん宮ぐう寺じ学園生徒会長』『北条コンツェルン次じ期き総そう帥すい』──かつて畏い怖ふと敬意を抱いだき、しかしそれだけの存在であった少女が、今は確かにひとりの異性として峻護の脳のう内ないに認にん識しきされていた。


　言語を忘ぼう却きやくしたかのように、峻護は貝になる。


　麗華もまた彫ちよう像ぞうと化したがごとく、彼の隣でぴくりともしない。


　ゴンドラがスローモーションじみた速度で下降していく。その速度がやたら遅おそいような、苛いら立だたしいほど速いような──


　と。


　いきなりだった。


　微び動どうだにしなかったゴンドラが、何の前まえ触ぶれもなく『がくん』と揺れた。


「うわ──」


「きゃ──」


　まったくの不ふ意い打うちに、不ふ覚かくにも峻護の体勢が崩くずれる。麗華の身体からだもまた。


　それは──どんな偶ぐう然ぜん、何のいたずらだったろう。


　揺れの余よ韻いんはすぐに収まった。だが、収まった後には。


　峻護の膝の上に、少女のやわらかい身体があった。


「────！」


　ただでさえ見苦しいほど乱れていた意識が、コインランドリーに突つっ込まれた洗せん濯たく物もののように搔かき回される。卒そつ倒とうしそうになるくらい頭に血が上り、とっくに不自由になっていた言葉は完全に失われた。麗華の身体は細くて、やわらかくて、あたたかくて、そしてやっぱりとてもいい匂においがする。彼女は隣に座っていた時とほとんど同じ格好のまま、彫ちよう像ぞうのごとくカチコチに固まったまま、膝の上に身を横たえている。やわらかいのにカチコチに固まっているとはこれいかに──などという死ぬ程ほどどうでもいい思し考こうがよぎり、それを押おしのけて熱い震ふるえがゾクゾクと背すじを駆かけ上がってくる。


　何でもいい、何か言おう、と思った。その姿し勢せいのままでは疲つかれませんか、とか。今日はとてもいい天気ですね、とか。どんな下らないことでもいい、何か間をもたせるものが欲ほしい。だがその願いは叶かなえられない。いや、その願いを蹴けったのはひょっとして彼自身だったのかもしれない。


「せ、先せん輩ぱい？」


　どうにかこうにか絞しぼり出した声はたったそれだけ。彼女がどんな顔をしているかすら峻護の位置からは窺うかがい知れない。彼女が彫像ではないという証しよう拠こは、膝が感じるぬくもりと拍はく動どうだけ──


「わ、わたくしは──」


　いらえが返ってくる。初めて聞いた時からずっときれいだと思っていた、金こん剛ごう石せきの音おん叉さを響ひびかせるような声で、


「わたくしは──」





　ゴンドラは止まって見えるほどのろまに下っていく。


　窓の外では星たちとホログラムの舞まいが何も知らぬげに躍やく動どうしている。





　　　　＊





「──そうですか。わかりました。追ってボクから別の指し示じを出すことになると思います。それまでは手はずどおりに。それじゃ」


　通話を打ち切り、「ふむ」と保ほ坂さかは頰ほおに指を当てた。


「まあお嬢じようさまにしては破は格かくの健けん闘とうぶりですが──あれだけボクらにお膳ぜん立だてされてこの程てい度どでは先が思いやられますね」
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「どんな状じよう況きようになってるんだ？」


　と、これはなし崩くずし的に保坂に従っている甲こう本もと。


「配はい下かの報告によれば──」


　保坂はリクエストに応こたえ、いま得たばかりの情報を話して聞かせる。


「お化け屋や敷しきにしても『白銀の国』にしてもそうですが、決定打を繰くり出すには至いたらなかったみたいです。今回、二ノ宮くんにしなだれかかるところまではようやくいけたみたいですが」


「それだって君の部下が仕組んだものだろう？　暗闇に乗じてゴンドラを揺らして」


「そういうことです。まあもっとも、しなだれかかったところで行動が止まっちゃったみたいですから。大成功とまではいきませんねえ」


「とはいえ今のところ、ほぼ君の計算通りに事は運んでいる。ちがうかい？」


「二ノ宮くんがお化け屋敷が苦にが手てだったのも計算外だし、お化け役の配下が殺気を出しまくってたのも計算外ですよ。前者はともかく、後者は完全にボクの読み違ちがいですねえ。忠ちゆう誠せいを誓ちかうお嬢さまがどこの馬の骨とも知れない男に持っていかれる、ということで、どうしても感情的になる連れん中ちゆうが出てくるみたいでして、ハイ」


「にしても君には驚おどろかされっぱなしだよ。芸が多た彩さいというか懐ふところが深いというか……占うらない師しの老ろう婆ばに化けた腕うでなんかは見み事ごとだったぜ。声なんかもう、老婆そのものだった」


「声せい帯たい模も写しやはボクの得とく意い技わざでして」


「たいしたもんだ。で、一いつ介かいの高校生でありながらそういう真ま似ねのできる君はいったい何者なんだ？」


「北ウ条チに来たら教えてあげます。とはいえ声だけならともかく、見た目やら身長差やらを技術で埋うめるのは限界がありますよ。あのシチュエーションは薄うす闇やみの中だったしフードも被かぶれましたからどうにかお嬢さまをだまくらかせましたが、いつもいつもそうはいきません。とはいえ状況が状況ですし……ここはやっぱりボク自ら出しゆつ陣じんするしかないかなあ」


「君がわざわざ？　やめた方がいい。すでに君は十分すぎるほどリスクを冒おかしている、この先は部下に指示だけ出していれば安全に果実を得ることができるだろう？」


「まだまだお嬢さまビギナーですね、甲本さんは。お嬢さまのカワイイ姿は間かん接せつ的てきに鑑かん賞しようすると価値が激げき減げんします。それに甘あまんじているようではまだまだ。まあボクも本来なら要よう所しよ要所でのみ登場する予定でしたが……やはり部下に任せていては埒らちがあきませんしね。お嬢さまを上う手まく弄いじれるのはボクだけということで。まあもっとも、そうなることを見み越こしてすでに手は打ってあるわけですが」


「用意のいいことだ。ところで──」


　咳せき払ばらいをひとつすると、甲本はずっと気になっていたあることを口にした。


「俺たちは今、ここで、いったい何をやってるんだ？」


　現状を顧かえりみて慨がい嘆たんする。彼らは現在、のんびりと回転するメリーゴーランドに二人乗りをしている最中だった。甲本は相変わらず女装したままの保坂を腕に抱かかえ、白い木馬の上で無む為いに揺ゆられている。


「やだなあ甲本さん。デートに決まってるじゃないですか、デートに」


「どうして俺が君とデートしなければならないんだ？」


　周囲から浴あびる注目のこそばゆさに耐たえつつ激はげしく疑ぎ念ねんを呈ていするが、恋こい人びと役は涼すずしい顔である。


「もちろんカムフラージュですよ、カムフラージュ」


「部下に指令を出して北条さんの様よう子すを窺うかがうだけならもっと別のやり方があるだろう。第一俺は男とデートする趣しゆ味みはないし、ましてやこんなラブラブっぷりを演出する理由はどこにもない。というか君、要するに北条さんだけじゃ飽あき足らず、俺を使って遊んでるだけだろう？」


「！　ひどいっ、ひどいです甲本センパイ！　わたしのこと疑うたがってるんですかっ？」


「女言葉はやめてくれ。似合いすぎるから」
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　実際問題、木馬が揺れた拍ひよう子しに腕が胸に触ふれたりするとつい、どぎまぎしてしまうのである。ちっこい身体からだにふさわしい控ひかえめなバスト設定だが、その質しつ感かんには驚きよう愕がくすべきものがあった。このあたりも北条コンツェルン技術部門の底そこ力ぢからなのだろうか。


（ったく……まさかとは思うけど彼、ほんとうに女性なんじゃないだろうな？）


　男にしては細すぎる腰こしを複ふく雑ざつな気分で抱えつつ、耳もとに囁ささやく。


「とにかく乗りかかった船だし、できるだけの協力はする。君がリスクを承しよう知ちで出で張ばるというなら、おそらく俺にも出番が回ってくるんだろう？」


「もちろん。スペシャルシートをご用意してますから、じっくりお嬢さまの晴れ舞ぶ台たいを堪たん能のうしてくださいね」


「それはどうも。ただし北条さんに露ろ見けんし次し第だい、俺は脇わき目めも振ふらずに逃にげさせてもらうことにするよ。彼女の逆げき鱗りんに触ふれるのはご免こうむりたいし、逃げ足の速さは数少ない俺の自じ慢まんでね」


「その時は甲本さんの逃げっぷりをじっくり見させてもらいますよ。じゃ、そろそろ行きますか。部下に命じておいた準じゆん備びもそろそろ終わっているはずですから」





　　　　＊





　そのころ──保坂と甲本が密みつ談だんを交かわしているメリーゴーランドからそう離はなれてもいない女子手洗いで。


　利用者の女性たちの怪け訝げんな視線を集める中、とある個室から二種類の大声が響ひびいていた。


「ほれ、じっとしてな。暴れるんじゃないよっ」


「だ、だって、そんなこと言ってもくすぐったいんだから仕方な……ひゃうっ」


「ったく、この聞き分けのないデカチチは……サラシ巻いて平らにするのも一苦労だっつーの。ほれ、おとなしくしろっ。このチチはテキサスの暴れ馬か、まったく」


「日ひ奈な子こさん、そんな、大声ででかちちとか言わないで……」


「お黙だまりこの女の敵。デカチチ言われたくなかったら十分の一でいいからそいつをよこせ。さあいくよ、世の女の恨うらみを思い知れっ」


「！　ひゃ……あ、ん……日奈子さ、そこ、だめ……」


「ええい、ヘンな声だすなっ。あたしまでヘンな気分になってくるでしょうが、このえろ娘むすめっ」


「そ、そんなっ、えろくなんてないですわたしっ」


「黙れ黙れっ。こうなったら襲おそってやる。がおーっ」


「ひゃっ？　ちょ、日奈子さん、やめ……や、やだ、冗じよう談だんもほどほどに──ちょ、ちょ、ちょっとそこはほんとにだめ、ひぅっ、ふぁ、や、いや、待って、待って、」


「ぐふふ、口では何を言ってもカラダは正直じゃのう。ほれほれ、こうしてやるっ」


「わわ、やめ、脱ぬげちゃいます、だめ、だめだって…………あ…………ぁ」


　切なげな吐と息いきとともに声が途と切ぎれ──


　ややあって、個室の扉とびらが開いた。


　つやつやな顔をした日奈子の後に、さめざめと泣なき腫はらした真由が続いて、


「フゥ。なかなか良かったよ、真由」


「うう……ひどい、ひどいです日奈子さん。こんなこと誰だれにもされたことないのに……」


「まあまあ、そう言いなさんなって。けっこうあんたも楽しんでたじゃんさ」


「楽しんでません！」


「ほれほれ、あんま興こう奮ふんするとまた鼻血出るよ。どうどう、どうどう」


　ぷるぷる震ふるわせた拳こぶしを振ふり上げる真由と、それを両手で抑おさえるジェスチャーの日奈子とを見て、単たんなる茶番だと納なつ得とくしたらしい。何ごとかと集まっていた野や次じ馬うま女性たちは呆あきれ顔でそれぞれ散ちっていく。


「さて」


　無む理りやり空気を明るくしたところで、日奈子は胸の前で腕うでを組む。
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「どうしたもんかしらね。結局のところ、当初の目的はまるで果たせていないのが現状なんだけど」


　彼女の言う通りだった。女子トイレの前で警けい備び員いんに絡からまれているところを麗華に救われて以い降こう、何の成せい果かもない。相変わらず園内のジグザグ走行を続け、徒いたずらにカロリーを消しよう費ひする時間を過ごしたのみである。


　途と端たんにしゅんとなり、真由はうなだれた。


「すいません……」


「謝あやまんないでって。気にしてないし、あたしちゃんと協力するって言ったじゃん？　はっきり言うけど、こうやっていちいちフォローする方がよっぽどめんどいんだからね？　今後この件で謝るのは禁止。わかった？」


「あ……う。はい」


　何か言いかけ、すぐに口を閉ざし、弱々しく頷うなずく真由。


　そんな友人の様子をため息混まじりに眺ながめやり、


「それで一応確かく認にんしとくけど。どうする？　まだコレ、続ける気ある？」


「──すいません。日奈子さんさえよろしければ、ぜひ、お願いします」


「おっけ。しかしどうしたもんかしらね？　これといってうまい方法も思い浮うかばないんだけど……ん～、何度もやってきたけどさ、もっかいやってみる？　アレ。あんたはじっとしてて、あたしだけ動いて麗華さんと二ノ宮くん捜さがしてくる、っていう作戦」


「わかりました、それでお願いします。すいません他にいい方法思いつかなくて」


「ういうい。じゃ、ちょっと行ってくるね。あんたはここでじっとしてるもよし、行けるようだったら自分で捜しに行くもよし。トイレ周辺をぐるっと捜したら戻もどってくるから、待ち合わせはこの付近ね」


「はい、わかりました。……あの、それで日奈子さん」


「ん？　何？」


「わたし、前から気になってたことがあるんです。何を今さら、と思われるかもなんですけど……」


「ふむ？」


　さっそく捜そう索さく行こうに向かいかけていた足を止め、真由に向き直る。


「聞くよ。言ってみ？」


「はい、あの。麗華さんって、どうして二ノ宮くんのことが好きなんでしょう……？」


「んん？　ああ……」


　それは日奈子もかつて気にし、今ではすっかり流してしまっている疑ぎ問もんだった。


「そうねえ……」


　本人がどの程度自じ覚かくしているか甚はなはだ疑問だが、二ノ宮峻護はかなりモテる部ぶ類るいである。容よう姿しは文句ないし、運動神経抜ばつ群ぐんで学業も優ゆう秀しゆう、おまけに家いえ柄がらも良好らしいとくれば、本来なら引く手数多あまたのはず。ただしこの少年、妙みように所しよ帯たいじみていたり、やたらと弄いじりやすい性格をしていることもあって、マスコットに対する好意以上のものを持たれにくいのも確かであった。そんな彼に、なぜ北条麗華はあれほど極きよく端たんな──普ふ段だんの自分をごっそり見失うほどに一いち途ずな感情を向けているのか。


　日奈子は自分が知る限りの事じ情じよう──今年度の入学式の日、全校中をひそかに震しん撼かんさせた事件の顚てん末まつをざっと伝えてから、こう意見を追つい加かする。


「あの日以来、麗華さんって二ノ宮くんの前じゃすっかり別人化するようになっちゃったんだけど。どうも聞いた情報じゃ、一目ぼれって感じでもなさそうなのよねー」


「そう……なんですか？」


「うん。だってそれだけじゃあ説明つかないもん、あそこまで極端な感情の変化はさ。それでさ、あたし密ひそかにこう考えてるんだけど」


　ずい、と顔を寄せ、人差し指を立てて、


「あの二人って、実は昔からの知り合いだったりするんじゃない？」


「ええええっ！」


　これには真由も仰ぎよう天てんしたらしく、ぐいぐいと身を乗り出し、


「そ、そうなんですか？　ほんとうに？　確かなんですかっ？」


「こらこら。落ち着きなさいって」


「で、でも二ノ宮くんも麗華さんも、そんなことひとことも──」


「そう、そこなのよねー。あの二人ってそもそも接せつ点てんなさそうだし、接点あるんだったらもうちょっとこじれずに済むやり方あるよねえ、きっと」


　それに、とさらに付け加える。


「特に二ノ宮くんなんてさ、ほんとに麗華さんのこと知ってたんなら顔に出るはずだもん。彼ってそういう隠かくし事ごとできるタイプじゃないし。……それよりもさあ、真由」


　日奈子はなんとも微び妙みような表情で改あらたまり、


「あたしの方も今さらかもしれないけどさ、これだけは言っとく。あんたはどう思ってるか知らないけど──ものすごい強敵だよ、麗華さんって」


　諭さとすように、いやむしろ窘なだめるように、


「最初はやっぱさ、凄すごすぎてちょっととっつきにくいとこもあったんだよね、麗華さんって。偉えらぶったところとかぜんぜんなかったけど、やっぱかなり人間離ばなれしてるとこあるし。でもあの日──今年の入学式の事件以来はさ、全校生徒みいんな麗華さんにハートを撃うち抜ぬかれちゃった感じ。ずっきゅーん、ってさ。それだけ可愛かわいかったのよ。ウチら女子から見ても」


　そして言葉どおりいとおしげに、日奈子は語る。


「人間って色んな意味でギャップには弱いもんだけどさ、あれは誰にとっても人生最大級のギャップだったって思う。だってさ、あの北条麗華さんが、いきなりアレだよ？　びっくりしてこっちは隙すきだらけになっちゃって、そこに可愛さがどっかーん、って入ってくる。もうどうしょうもないって。降こう参さん。ちょっとした反則よね、あれは」


　まあ、あんたはあんたで反則みたいなとこあるんだけどさ──そう言いつつ探さぐるような視線で真由を見やるが、男だん装そうの少女は曖あい昧まいに笑うだけ。


　ふう、とため息をつき、


「とにかくそういうこと。あたしの言いたいこと、わかる？」


「はい……たぶん。ありがとうございます。いろいろお世せ話わになって、感かん謝しやしてます」


「よし、説教終わり。じゃああたしは捜しに行ってくるから。あんたはあんたで適てき当とうにやってて」


「はい、何から何までありがとうございます」


「うむ。ああそうそう忘れてた。今のうちに『化け』とかないとね。準備いい？　じゃあいくよー。ハイ、いち、にの、さん」


　パン、と手を叩たたく小こ気き味みのいい音。





　　　　＊





　手をひらひら振ふって出かける日奈子を、『少年』になった真由は『設定』どおり退たい屈くつげに見送った。


　炎えん天てんの下、パーカーのジッパーを首元まで締しめて身体からだのラインを隠かくし、『姉』とは逆の方向に歩き出す。自分にできる範はん囲いで目的の二人を捜してみるつもりだったが──すぐに諦あきらめた。ひとりでジグザグ歩きしていてもかえって日奈子の迷めい惑わくになりそうだし、この猛もう暑しよの中を下へ手たにうろうろしていたらそれだけで鼻血が再発しそうだ。


　木こ陰かげのベンチを見つけ、そこに腰こし掛かけた。幸いにも先客はいない。


　生ぬるい風が気持ち悪く肌はだを撫なでていく。こんな人工施し設せつのど真ん中なのにセミの声がやたらうるさい。


　やっぱり今日ここに来たのは間ま違ちがいだったろうか、と思う。単なる自分のわがままで友人を付き合わせ、おまけに何の成せい果かも得られないときている。……いや、それも今さらな話だ。そんな弱っちい覚かく悟ごなら初めから来なければいい。いや、初めから誰も好きにならなければいい、何も求めなければいい。あの、石と森に囲まれた館やかたにいた時と同じように。だけどそんな後ろ向きな自分とは決けつ別べつしようと、そう思い定めたのではなかったのか。足りないのは覚悟だけではない、ほんとうに、びっくりするほど何もかもが、自分には足りていない──


　自じ己こ嫌けん悪おの下方向スパイラルに陥おちいり始めた真由の背後に、誰かの気配が立った。背中合わせに並んでいるベンチに客が来たらしい。もちろんそんなのは今の真由にとってどうでもいいこと。『やんちゃな少年』らしくチッと舌打ちするだけの反はん応のうにとどめ、頭を搔かき毟むしってさらなるネガティブ思考に邁まい進しんする。


　べつに世界中で自分だけが不幸などとは思っていない、自分よりろくでもない状じよう況きようにいる人間はいくらでもいるだろう。でも、明らかに自分は数千、いや数千万に一人という悪状況に生まれついている。そんな、全人類のうち一ひと握にぎりしかいない枠わくにどうして自分が入らなければならないのか。そんなハンデのある枠に入ると知っていれば、この世に生まれてくることを全力で拒きよ否ひしただろうに。そう、自分などはそもそも生まれてこなければよかったのだ──


　悪い癖くせで、一いつ旦たんそちらに傾かたむくと際さい限げんなく考えが後ろ向きになっていく。自覚はあるのだが一向にやめることができない。その苛いら立だちがいよいよ彼女を責せめたて、バイザー越ごしの頭に爪つめを突つき立てることになる。ばりばり、ばりばり、ばりばり……


（────？）


　搔かき毟むしる音は自分の頭部からだけでなく、背中からも聞こえていた。その音と一いつ緒しよに、ちがう、ちがう、と繰くり返し何ごとかを否ひ定ていする声もする。


（…………？…………？）


　自己嫌悪に傾けい注ちゆうしていた意識をいくらか引き戻もどし、そちらに向けてみる。


「ちがうのです、ちがうのですわ。わたくしはあの男のことなんかどうでもいいのです。あの男の動どう向こうなど、地球の裏側の見知らぬ部族が食する夕ゆう餉げの献こん立だてほどにも興きよう味みがないことなのです。だから顔がこうして熱くなってるのは……そう、単なる急きゆう性せい日につ射しや病びようのせいで、ほら、今日は日差しが強いから、心臓がドキドキいってるのも気温の高さのあまり血けつ圧あつが上がっているだけの話で……」


「！」


　振り返るまでもなくわかった。


　逃にげよう、と咄とつ嗟さに思った。だが恋こい敵がたきの感覚は真由が想そう定ていするより遥はるかに鋭えい敏びんだった。


「おまちなさい」


　腰を浮うかせようとするまさにそのタイミングで呼び止められた。何ごとか悩なやみ抜いていたはずの意識が、もう別のものに切り替かわっている声だった。麗華は背中合わせに座すわる『誰か』の気配の変化をたちどころに察さつ知ちし、それを逃とう亡ぼうの気配であると反射的に分ぶん析せきし、とっさにその気の起こりを制せいさんと声をかけていた──のだが、真由にはそこまで知る由よしもない。


「あら……」


　動くに動けなくなった『少年』の背中を見て意外そうな声が上がる。


「奇き遇ぐうですわねあなた。またお会いするなんて」


　まったくだ、と思った。自分という人間は、どうやらこういう運にだけは恵めぐまれているらしい。


「ふうん……またひとりなのね。ご家族といっしょに来ているわけではないの？　それともご家族とは一緒に居たくない年とし頃ごろなのかしら？」


　どういうわけか嬉うれしそうな様よう子すでそんなことを言う。真由はそれに答えるどころではない。お願いだからこっちにこないで、と真しん剣けんに祈いのった。こんな格かつ好こうをしてまでここにいることを、この令れい嬢じようにだけは知られたくなかった。こんな情けない、無ぶ様ざまな自分の姿を見られたくなかった。ライバルだとかそういうのは関係なく、ただ純じゆん粋すいにそう思った。


　その祈き願がんが伝わったわけでもあるまいが。


　麗華はベンチから立ち上がる気配もなく、逃亡こそ許さなかったものの無む理りに踏ふみ込んでこようとする気配もなく、それ以上は何かを訊たずねてくることもなく、しかし視線だけはこちらに固定しているのがわかる。その視線とて、決して悪意あるものでも何かを強しいるものでもない、どこか親しみを含ふくんだやわらかいもので、


「あの、さ」


　気が付けば、真由の中の『少年』がひとりでに口を開いていた。


「あんた、なんでおれに構かまうわけ？　遊園地なんだからさ、どこへでも遊びに行ってればいいじゃん」


「あら。初めてあなたから話してくれたわね」


　機き嫌げんをよくした調子で、


「今は連れと離れてますし……その間の暇ひまつぶしですわよ、あくまでも」


　暇つぶしとはっきり口にしながら、突つき放したようにも嫌いや味みな感じにも聞こえない。


「これ以上説教する気もありませんし、少し付き合いなさいな。仮にもわたくしはあなたの恩おん人じんなのです、そのくらいはしてくれてもいいのではなくて？」


「…………」


　不思議なひとだ、と思う。彼女の傍そばにいると、『北条麗華』の間ま合あいにどんどん引き込まれてしまう。否いや応おうなく。


　どうしてこのひとは二ノ宮くんのことが好きなのだろう──その疑問がいよいよ強く頭をもたげてきた。日奈子の言う通り同性から見たって魅み力りよく的てきなひとだし、その気になれば男性などダース単位で籠ろう絡らくできるだろうに、二ノ宮峻護だけが特別なのだ。そしてこれだけ万ばん能のうな人物であるくせに、二ノ宮峻護に対するアプローチだけが恐おそろしく拙つたないのだ。


　なぜ？　どうして？


　関かかわれば関わるほど露ろ見けんの危険が増すことも忘れ、こうして身をやつしている後ろめたさも忘れ、ただシンプルに興きよう味みに駆かられる形で。


　背中越しに、『少年』の中の真由は問い掛ける。


「あんたさ、連れがいるって言ったけどさ、そいつって男だろ」


「あ、あら？　見てたのあなた？　いつ？　どこで？」


「どこでっていうか──目立つもん、あんたらって。それであの男ってさ」


　一ひと呼こ吸きゆうためて、


「やっぱあんたの彼氏か何かなわけ？　あんた、あいつのこと好きなの？」


「────！」


　動どう揺ようの気配が湧わく。だが。


「な、なにを、言うのよ」


　否定する声は、


「……そんな関係じゃありませんわ、わたくしたち」


　ごにょごにょとして、ひどく小さかった。


　変だ。令嬢の変化を少年の中の少女は敏びん感かんに感じ取った。いつもの麗華ならこんな言い方はしない。何か──何かがあったのだ。何か？　何かってなに？


　様さま々ざまな想像が駆け巡めぐり、さあっ、と音を立てて血の気が引いていく。純粋だった好こう奇き心しんが引っ込み、計算高さが取って代わる。


　自分の狡ずるさへの嫌けん悪お感かんを押おさえ込み、こう切り出した。


「あんた、今日は遊園地のどこを回ってきたの？　どっか面おも白しろいところとかあった？　あれば、おれも行ってみたいんだけど」


「面白いところ？　そう、そうね──」


　質問の矛ほこ先さきが変わったことに安あん堵どした口く調ちようで、


「回ってみたのは例えば、お化け屋や敷しきだとか、『白銀の国』だとか……いずれも悪くはありませんでしたわよ？　この規き模ぼの施し設せつにしては破は格かくの予算をつぎ込んでいるアトラクションもありますし、おそらくはどこに行っても料金分の楽しみは得られるでしょう。あなたもこんな所に座すわってないで、何なりとアトラクションを体験してごらんなさいな。もちろん楽しみ方というのは人それぞれですから、無む理り強じいなどはしませんけれど」


「ふうん。じゃあ気が向いたら行ってみることにするよ。それで──」


　真由の『計算高さ』は、自分で思っているほど狡こう猾かつなものでもない。


　彼女が聞きたいのは、ただこれだけのことだった。


「あんた……次は、どこへ行くつもり？」


「わたくし？」


　少し怪け訝げんそうな気配の後、


「次は『ラブラブレンジャーショー』とやらに行くことになっていますわね。あれの何が面白いのかわかりませんが、今の流れを途と切ぎれさせないためにも占うらないには従ってみるべき……ああいえごめんなさい、こちらの話ですわ。さて──」


　ベンチから立ち上がる衣きぬ擦ずれと、スカートをぱたぱた払はらう音、


「そろそろ行きますわ、わたくし。あなたのおかげで少し気が落ち着きました。お礼を言わせてね」


「……別に。何もしてねえし。礼なんかいらねーよ」


「ふふ、素す直なおじゃないわね。それではごきげんよう」


　あなたとはまた縁えんがあるような気がしますわね──そう呟つぶやき残して、令嬢は歩き去った。


　そのことを確かめてから真由もまた立ち上がる。


　行こう。二人がどうなっているのか、今度こそ見てみたい。


　自分の目で、確かめてみたい。





　　　　＊





　観覧車を降りた後、麗華が単たん独どく行動していた理由は何てこともない。もしもあの場の雰ふん囲い気きがあと十秒も続けば自分がどうにかなってしまいそうだったのである。恋れん愛あい機き能のう不ふ全ぜんの彼女にとって数段飛ばしで経けい験けんしたあの空気はあまりに刺し激げきが強すぎた。甘あま口くちカレーしか食べたことのない子供がいきなり本場の激げき辛からを食わされたようなものである。精せい神しんが一時的にショック症しよう状じようを起こし、それが防ぼう衛えい本ほん能のうを蹴けり起こし、とにかくいったん二ノ宮峻護と離はなれるために適てき当とうな言い訳をして──何を口走ったかは覚えていない──気が付いたらベンチに座って頭を抱かかえていたという塩あん梅ばいである。


　さすがの彼女もそんな自分に対して忸じく怩じたるものを覚えずにはいられないが──とにかく気を確かに、強く持たないと、ほんとうにどうにかなってしまいそうだったのだ。そうなったらもう自分が何を仕し出でかすかわからない。そんなざまになるよりは、いつも二ノ宮峻護に対する時と同じやり方で理り性せいを保たもっていた方が何十倍もましだった。


　ベンチで冷静さを取り戻もどし、蓮はすっ葉ぱなくせに何だか憎にくめない少年と別れると、麗華は歩きながらその作さ業ぎように入る。二ノ宮峻護が自分にとっていかにどうでもいい存そん在ざいであるか、その理由を並べ立て、『高たか飛び車しやで身み勝がつ手てで傲ごう慢まんなお嬢じようさま』を作り上げる作業だ。


　一歩進むごとに、令嬢は凛りん然ぜんとしたオーラを一枚、また一枚と纏まとっていく。纏うたび、そのオーラに少しずつ険けんの成分を織おり交ぜていく。


　やがて待ち合わせに指定していた広場に戻る頃ころにはきっちり作業を終え、律りち儀ぎに直立して待っていた峻護と正対するのだ。


「まったく……」


『高飛車で身勝手で傲慢なお嬢さま』のセリフは、今にも舌打ちせんばかりのため息から始まる。


「やはりあなたなどを連れてきたのは失敗でしたわ。他にもっとましな選せん択たく肢しはいくらでもあり得たでしょうに……わたくしどうかしていたのかしら？　きっと疲つかれていて、つい手近で済ませようとしてしまったのね」


「はあ……ええと、何の話でしょう？」


　要よう領りようを得ない峻護に指を突つきつけ、


「ですから、あなたのような無ぶ愛あい想そう男おとこといると気き詰づまりになって仕方がないと言っているのです。今日これまでずっと、あなたと二人だけでの行動を強しいられてきましたからね、それでわたくしはストレスのあまりやむなく仕事を一時中ちゆう断だんし、気分転てん換かんをしてきたのです。おわかりになって？」


「そう……なんですか？　すいません……」


「謝あやまっても始まりませんわ。まあよろしい、どのみち今さら人じん員いんは代えられないのです。いま申もうし述のべたことを念ねん頭とうに置き、最後まで付き従うように」


　言い捨てると、汚けがらわしいものから目を逸そらすような勢いきおいでそっぽを向く。


（…………？）


　先ほどまでの麗華との変わりぶりに、どうしてそこまで機嫌を損そこねてしまったのか首をひねりながら──その一方で、峻護はホッとしてもいた。


　あのままいけば自分がどうにかなってしまいそうだった……麗華が抱いだいたその恐れは、峻護の方とてまったく同じ。ゆえに麗華の方から距きよ離りを置いてくれたことは、正直言ってありがたくもあったのである。


　そして距離を置いたことで冷静になれたのもまた、峻護も同じであった。


　その冷静になった頭であらためて考えてみたことがある。


（今日ってやっぱり、何だかおかしくないか？）


　例えば先ほどのゴンドラの中。あの中はまったく照しよう明めいがついておらず、人工の星とホログラムの明かりだけを頼たよりに物を見ていたが……他のゴンドラは、うっすらとながらきちんと内部照明がついていた。ほとんど真まっ暗くら闇やみだったのは峻護たちのゴンドラだけ。また途と中ちゆうでゴンドラが大きく揺ゆれ、それが麗華とのニアミスを引き起こすことになった件。あれもおかしい。というのも観覧車を降りた時、他の客の表情は至し極ごく平へい然ぜんたるもので、運営側からは何らアナウンスがなかったのである。そもそもにおいてあのゴンドラはどんな理由で揺れたというのか。あれだけ防音・防ぼう振しん加工の厳げん重じゆうだった重い鉄の箱が、風もないドームの中でどうやって？


　おかしい。どうみても。


　ここに至り、慎しん重ちような峻護でもようやく確かく信しんが持てた。


　すでに次の目的地に向かって動き始めている麗華へ、


「あの、先せん輩ぱい？　ちょっとお伝えしたいことがあるんですが」


「……なに？　くだらないことだったら承しよう知ちしませんわよ？　ただでさえあなたはわたくしを不ふ機き嫌げんにしていることを、ゆめゆめお忘れなきよう」


「はあ、その。ひょっとしたら単なる思い過すごしかもしれませんが……」


「──まあいいわ、聞きましょう。言ってごらんなさい」


　お言葉に甘あまえ、これまで不ふ審しんに思ってきたことのすべてを余あまさず明かした。


　そして峻護は、このとき体験したことを後々まで教きよう訓くんとすることになる。


「なんてこと……」


　話を聞き終えた令嬢は、ややあってそう呟きを吐はいた。


「じゃあ……では……わたくしはまんまと踊おどらされていたというわけ？　どうしてこんなミエミエな仕し掛かけを、今の今まで……わたくしとしたことが、なんてとんまな」


　何度も繰くり返すが、夏である。太陽はエンジン全開、雲は地ち平へい線せんの果てに遁とん走そうし、風はドライヤーじみた熱を吐く真夏日である。だがそれでも峻護は確かに、己おのれの背中に骨まで凍こおるほどの冷気が這はい登るのを覚えた。その怒いかりは自分に向けられたものではないはずなのに、それでいてこの有あり様さまである。もし真っ向からこの怒ど気きを浴あびたらどうなることか。


「二ノ宮峻護。一時、公こう務むを中ちゆう断だんします」


　ひどく静かな表情で麗華はそう告げた。極きよく限げんまで高まった怒りは爆ばく発はつすることなく内に溜とどまるのだ──ということを、峻護はこのとき初めて知った。


「全ぜん身しん全ぜん霊れいをもって不ふ敬けいなネズミを駆く除じよせねばなりません。これは最優先事じ項こうです」


「はあ、ネズミ……ですか」


「そう、ネズミです。ネズミはそのうち尻尾しつぽを出すでしょうが、その馬ば鹿か者ものはネズミのくせにトカゲみたいな尻尾を持っているのです。尻尾を摑つかんだところで逃にげられるのがオチ、捕とらえるにはそれなりの細さい工くが必要になりますわ」


　そして、いったんきっかけさえ得られれば恐おそろしく冴さえわたるのが北条麗華なのである。


「尻尾を出す場所もだいたい読めています。どうせお祭り気分で面おも白しろおかしく囃はやしたてるつもりなのでしょう。よろしい、だったらお望みどおり、お祭り気分のうちに息の根を止めてやります。さあ行きますわよ」


　触ふれただけでショック死しそうな怒ど気きを発する彼女に異い議ぎを唱となえるつもりなど毛もう頭とうない。ほどなく出るであろう犠ぎ牲せい者しやの冥めい福ふくを早くも祈いのりつつ、冷気を撒まき散らしながら天てん誅ちゆう行こうに向かう主人に付き従う。





　　　　＊





　愛と正義の味方ラブラブレンジャーは、宿しゆく敵てきである『大宇宙生しよう涯がい不ふ婚こん同どう盟めい』の本部が地球に置かれているとの確かな情報を偵てい知ちし、その発見・殲せん滅めつの極ごく秘ひ任にん務むを受けて密ひそかに戦いを続けている、五人組の秘密戦士である。


「……本部のある場所がそこまで絞しぼれてるんだったらさ、わざわざ五人だけで戦争しなくたって他にやりようあるでしょうにねえ」


　大宇宙生涯不婚同盟はこの世のありとあらゆる愛、特に男女間のそれを激しく否定している。よって彼らの何よりの快かい楽らくはカップルの仲を裂さくことであった。そうすることによって彼らは人類の子し孫そんを根ね絶だやしにし、ゆくゆくは人類滅めつ亡ぼうを目もく論ろんでいるのだ。


「なんつー気の長い連中……つーかそのなんたら同盟ってさ、実はびっくりするくらいしょぼい組織なんじゃないの？　それだから何たらレンジャーとかいうのも五人しか送られてこないのよ、きっと。というかそれ以前にさ、同盟の連中のやってることってつまりはモテない連中のやっかみってことじゃない？」


　そして五人のレンジャーは今、大宇宙生涯不婚同盟の下部組織である太陽系不ふ倫りん推すい奨しよう協会のアジトをついに突き止めた。敵の大だい反はん撃げきに苦しみつつもその危機を愛の力で切り抜ぬけた五人はとうとう敵の首しゆ領りようを追おい詰つめ、決死の戦いに臨のぞもうとしている。


　……というところまで、ステージ上の寸すん劇げきは駆かけ足に進行していた。


　ネバーエバーランド内特とく設せつ会場の、ラブラブレンジャー特別ショー。


　日奈子の容よう赦しやない突っ込みもなんのその、物語はいよいよ佳か境きように入ろうとしている。


「しっかしさ、作ってる人には悪いけど……あたし、この手の特とく撮さつモノだけは好きになれないわ、やっぱ。なーにが面白いんだろうね」


　入り口で配られたパンフをぺしぺし叩たたきつつ批ひ判はんの手を弛ゆるめない友人を、真由が困り笑いで窘たしなめた。


「日奈子さん、そんなこと言ったら悪いですよ。ここに居るお客さんたちはみんな好きで見に来てるんでしょうし……」


「だあってさあ。ほら、これなんか見てよ」


　パンフに記き載さいされたある事じ項こうを指さして、


「このショーでは出てこないらしいけどさ。なんたら同盟の連中って、秘ひ密みつ研究所で巨きよ大だい怪かい獣じゆう作ってレンジャーに対たい抗こうしてるんだって。だったらその怪獣使って人類滅ほろぼせばいい、って話じゃん。つーか、カップルの仲を裂くことが連中の目的なんでしょ？　なんでそれが巨大怪獣に飛ひ躍やくするわけ？」


「日奈子さん、そういうところ突っ込んだら悪いですよ……」


「それにさ、ほらこれ。レンジャーの必ひつ殺さつ技わざってのがさ、『四人の女性レンジャーがリーダーのレッドレンジャーに愛のパワーを集め、レッドの中で数億倍にも膨ふくれ上がったラブラブパワーを敵めがけて打ち込む、フォーエバー・ラブ・バスター』らしいんだけど。どうもこのレッドってさ、自分以外の四人のレンジャー全員と付き合ってるみたいなのよね。こいつらって愛の戦士じゃなかったの？　愛の戦士の愛って、そういう意味の愛なわけ？」


「ええと……あ、ほら。このレンジャーのひとたちって、一いつ夫ぷ多た妻さい制せいの星から来てるそうですよ。四人の女性と付き合うのも、このひとたち的にはセーフみたいですね」


　日奈子に言いたい放ほう題だい言われているラブラブレンジャーだが、ショー自体は大だい盛せい況きようである。ギャラリーのノリもよく、入場の際さいに配られたレンジャーのお面めんなどもみんな喜んで被かぶっていた。それは客だけでなく会場のそこかしこにいる運営スタッフにも言えることで、決して狭せまいわけではない会場内は、あたり一面の即そく席せきレンジャーで埋うめ尽つくされている。


「で、この場所でいいわけ？」


　お面のゴムを指でくるくる回しながら日奈子、


「こんな最後列にいても、あたしは前の方がどうなってるかよく見えないし。まあ、あんたはどのみち、こういう人の少ないところじゃないとダメだろうけど……」


「だいじょうぶです、わたし、目だけはいいですから。だいじょうぶ、ここからでも十分見えます」


「ん。あの二人はどうしてる？」


「はい、居ます。さっきからずっと最前列です」


　レンジャーショーが展開されている舞ぶ台たいの目と鼻の先、中央のベストポジションに、居る。ようやく捕ほ捉そくすることのできた二人が。


　こうして見てみると、峻護にしても麗華にしても別べつ段だんいつもと変わったところはないかと思える。先ほど麗華から感じた嫌いやな予感のする何かは、今の二人からは感じ取ることができない。


　でも、それにしても──と真由は自じ問もんする。自分はここで何をしているのだろう。峻護と麗華がどうなるか見み届とどける、という口こう実じつでここまで来た。だけど、ほんとうに二人がそういう関係になる段だんになったら、自分は一体どうするつもりなのだろう。ほんとうにただ見守るだけで済ますつもりなのか。この戦いは絶対譲ゆずれないものではなかったのか。


　わたしは──月村真由は、その時どんな道を選べばいいんだろう……？


　峻護の生き真ま面じ目めな顔と、麗華の笑え顔がおを交こう互ごに思い浮うかべながら。


　真由は何度も何度も自問する。





　そんなサキュバス少女の深しん刻こくさには及およばぬながら、二ノ宮峻護もまた会場最前列にて自問を繰くり返していた。


　議ぎ題だいはもっぱら、本日の彼の目的についてである。


　すなわち、北条麗華は十年前の約束の少女なのか否いなか。


　太陽はまだ高いものの、時間的にはそろそろ夕ゆう刻こくに差しかかろうとしている。昼前にこのネバーエバーランドに到とう着ちやくして小半日が経たった計算であり、その間にいくつかの手がかりも得た。にもかかわらず、何ごとにつけても慎しん重ちようで色いろ恋こい沙ざ汰たに関しては特にそれが強く発はつ揮きされる峻護は未いまだ結論を出せず、また本人に対していかなる確かく認にん作業をとるにも至っていない。


　軟なん弱じやくのそしりを免まぬかれない体ていたらくだが、これをもって臆おく病びようと罵ののしるのは少々酷こくであろう。生き真ま面じ目めすぎる彼は、約束というものをそれほどに重く考えているのだから。彼の倫りん理り基き準じゆんによれば、もし麗華が約束の少女だった場合、それはすなわち即そく座ざに婚こん約やくであり、ほどなく結ゆい納のうであり、数年後には男の子が二人、女の子が一人という未来が確かく定ていするのだ。十六歳さいの少年が腰こし砕くだけになるのも無む理りはあるまい。


　ステージ上で展てん開かいするレンジャーショーを見るともなく眺ながめながら、隣となりに座すわる北条麗華の様子を窺うかがう。彼女は至って落ち着いた表情でステージを見けん物ぶつしている。先ほど見たものは幻まぼろしかと疑うたがいたくなるほど見事に勘かん気きを包つつみ隠かくし、しかしそれはまさしく包み隠しているだけなのだと峻護は知っている。ひとたび封ふうを解とけば溜ために溜めた怒いかりは怒ど濤とうと化して荒あれ狂くるい、憐あわれな犠ぎ牲せい者しやをひと呑のみにすることだろう。


　しかしネズミを捕とらえるというが──ネズミの正体はさすがに峻護も想像がつく──果たして彼女はどのような手しゆ段だんでもってその害がい獣じゆうに縄なわを掛かけるつもりだろう。峻護が候こう補ほに上げるネズミは、いずれもハイスペックを極きわめたネズミである。やすやすと捕つかまりはしないだろうし、麗華もそのことは承しよう知ちしているはずだが……。


　そんなことに思し考こうを費ついやしているうち、レンジャーショーはいよいよ佳か境きように差し掛かりつつあった。シナリオはちょうど、レンジャーの五人が悪役の首しゆ魁かいとその取り巻きを追い詰つめたところまで進んでいる。


「さあ、ようやく追い詰めたぞ悪者ども！」


　レンジャーのリーダーらしき赤色が、敵かたき役やくの黒色タイツたちに指を突つきつけて宣せん告こくする。


「お前たちの野や望ぼうは潰ついえた。覚かく悟ごするがいい！」


「ぬうう、おのれレンジャーども……！」


　敵役の中でもひときわ目立つ、頭に角を生やした黒マントが歯は軋ぎしりし、その他の取り巻きたちも動どう揺ようの素そ振ぶりを示す。そこへさらに赤色が追い討うちを掛ける。


「この世は愛がすべて……愛ある限り、我われ々われラブラブレンジャーはお前たちなどに負けはせん！　愛を否ひ定ていするお前たちに勝利はないのだ！」


「なあにをほざくか、レンジャーどもが！」


　必死のゼスチャーで反論する黒マント。


「愛だ愛だと言うが……レッドよ、貴き様さまの周りにいる四人は何だ？　貴様以外のレンジャーのメンバーは、四人が四人とも貴様の妻だというではないか。そんな浮うわ気き者ものが愛を語るとはちゃんちゃらおかしい。いやそれどころか、貴様ほどわが不倫推奨協会のメンバーにふさわしい者はいないではないか。どうだ、今ならば幹かん部ぶ待たい遇ぐうで貴様を協会に迎むかえ入れてやる。我々と手を組む気はないか？」


「馬ば鹿か野や郎ろう！」


　峻護には至し極ごくもっともに思える論ろんを、レッドは言げん下かに否ひ定ていした。


「この俺を律りつする崇すう高こうな思し想そうと、お前たちの下げ劣れつな空くう論ろんとを一いつ緒しよにするんじゃない。一夫多妻は俺たちの星の憲けん法ぽうに明めい文ぶん化かされている当然の義ぎ務むと権けん利り、そしてそれもすべては愛の成なせる業わざなのだ。そう、すべては愛ゆえ……」


　そうだそうだ、と妻さい子し持ちらしき男性客から声せい援えん（？）が飛ぶ。観客席から笑いが起こる。


「俺の愛は地球を、いや宇宙をも包み込むほど広く、深く、そして熱い。愛を否定するお前たちの企たくらみには決して屈くつしない！」


「いいや、この世に愛などありはしない。愛なき交こう際さいこそが自然な姿、すなわち不ふ倫りんこそがあるべき形！」


「否いな！　愛こそがすべて！　不倫などはまやかしに過ぎん！」


「ちがう！　不倫は文化だ！」


　お互たがいの勧かん告こくは踏ふみにじられ、最後の戦いの火ひ蓋ぶたが切って落とされた。後方の席から「無む茶ちや苦く茶ちやよ！」という声がして、峻護はまったくその通りだと思うが、正せい論ろんはたちまち観客の歓かん声せいに打ち消される。


　舞台上では五色のレンジャーたちと黒色タイツたちが入り乱みだれ、爆ばく発はつあり、ワイヤーアクションありの激げき戦せんが展開されていた。お子様たちは待ってましたとばかりの大だい喝かつ采さい。レッドと黒マントの会話の意味をどの程度理り解かいしているかはともかく、なるほどこのアクションシーンは彼らが喜ぶのもよくわかる出来だった。峻護ですらつい見入ってしまいそうになり、しかし彼はのんびりとショーを楽しんでいられる立場でもない。


　ちらりと隣に目をやる。令れい嬢じようは機き嫌げんよさげに舞台を堪たん能のうしている──ように見える。だが峻護のカンは、麗華の姿に通り一いつ遍ぺんの印象とはちがう何かがあることを訴うつたえている。その違い和わ感かんは今日一日ずっと麗華の傍そばにいた峻護にしかわかるまい。彼女は確かに何かを狙ねらい、何かを待っている。


　大だい盛せい況きようだったアクションシーンも、勇ましく響ひびいていたＢＧＭと効こう果か音おんがフェードアウトするとともに一いち段だん落らく。レンジャー五人は全員健けん在ざいであり、その反面、悪玉側は首領の黒マントほか数名を残すのみとなっていた。


「く……なんてことだ」


　黒マントが絶ぜつ望ぼうあふれる仕し草ぐさで首を振る。


「レンジャーどもめ、まさかこれほどの強さとは……だがおかしい、この強さは明らかにデータと違ちがう。くそう、何か手はないのか……」


　そう言って、黒マントは禍まが々まがしい仮か面めんに覆おおわれた顔をあちこちに向け始めた。レンジャーたち、舞台裏、観客席の大向こう、と次々に目線を移うつし、そして。


　最後にその視線は観客席最前列──峻護と麗華のもとに止まる。


　黒マントは仮面の下で、ニヤリと笑ったようだった。


「……え？」


　峻護の疑ぎ問もん符ふを黙もく殺さつし、黒マントは部下を呼びつける。


「おいお前たち。あそこの二人をここに連れてこい」


　部下の黒タイツたちは甲かん高だかい声で敬けい礼れいし、観客席に降りてくると、二人の腕うでをがっちり脇わきに抱かかえた。


「ちょ、ちょっと何を……」


　峻護の抗こう議ぎをやはり黙もく殺さつ、ギャラリーがどよめく中、強ごう引いんに舞ぶ台たいへと上げてしまう。


「お前たち！　いったいその人たちに何をするつもりだ！」


「おおっと、動くなよレッド。この人ひと質じち二人がどうなってもいいのか？」


　黒マントが鋭するどい爪つめを峻護の喉のど元もとに押おし付けると、身を乗り出しかけていた赤レンジャーが悔くやしげに一歩下がった。峻護は困り果てながらも大人しくしている。どうやらこれはショーにおけるひとつの趣しゆ向こうらしく、幸か不幸か自分たちはそのゲスト役に選ばれてしまったようだ。


　動きを封ふうじられたレンジャーたちは為なす術すべもない。四人のレンジャーたちはお互いに顔を見合わせ、最後にリーダーであるレッドに視線を集めた。判はん断だんのすべてを彼に委ゆだねた、ということらしい。


　観客が息を詰つめて見守る中、赤レンジャーはなおも逡しゆん巡じゆんしていたが、やがて、


「──みんな、フォーエバー・ラブ・バスターの準じゆん備びを。必ひつ殺さつ技わざで一気にけりをつける」


「！」


　リーダーの言葉に、会場全体がどよめきに揺ゆれた。


「何を考えてるのレッド！　それじゃあ人質の二人が……！」


「心配いらない」抗こう議ぎの悲ひ鳴めいを上げたピンクを振り返り、「フォーエバー・ラブ・バスターは愛の力を集めて敵をたおす技。そしてほんとうに純じゆん粋すいな愛の力は悪者にしか効きかないんだ。だいじょうぶ、俺たちならできる」


　力強く頷うなずくレッドに、「なるほど……」「わたしたちならきっとできるわ」口々に納なつ得とくの言葉を連つらねるレンジャーたち。


「わかったわレッド。わたしたち四人の愛の力、しっかり受け止めて！」


「まかせてくれ！　さあ行くぞ、フォーエバー・ラブ・バスター、チャージスタート！」


　なにやら五人で組み立て体たい操そうのようなポーズを取り、気き合あいを込め始めた。悪の一団は哀あわれなほどにうろたえ、ギャラリーは手に汗あせ握にぎって成り行きを見つめ、そして峻護はまったくの置いてけぼりである。


　おまけに、


「くッ……」


　レッドは苦しげなうめきを漏もらし、


「だめだ、これじゃあまだ愛が足りない……会場のみんな、どうか俺たちに愛の力を分けてくれ！　みんなの力で悪者をやっつけるんだ！」


　観客席に向かって檄げきを飛ばした。するとギャラリーはたちどころに反応し、よく訓くん練れんされたマスゲームのようにそろって両手を天に掲かかげ、一いつ斉せいに唸うなり始める。どうやらこれも『ラブラブレンジャー』視し聴ちよう者しやには周しゆう知ちの行動らしいが、どこぞの新しん興こう宗しゆう教きようでやりそうな怪あやしい儀ぎ式しきに見えなくもない。


　いよいよついていけない峻護を尻しり目めに、レッドはまたもやうめき声を上げた。


「だ、だめだ……みんなすまない、これでもまだ足りない……！」


「そ、そんな……！」


　レンジャーのメンバーに動どう揺ようが走り、観客からも悲鳴が上がる。


「ククク……どうやら打つ手がなくなったようだな、ラブラブレンジャーよ」


　その逆に生せい気きを取り戻もどした黒マント、


「貴き様さまたちの命もここまでよ。レンジャーさえ消えれば恐おそれるものは何もない、すぐにでも人じん類るい滅めつ亡ぼう計画が発はつ動どうできるというものだ。うはははは！」


　客席に絶望の空気が沈ちん殿でんしていく中、黒マントの悪役の笑いが高らかに響き渡わたる。


　そんな宿敵をレッドが悔くやしげに睨にらみつけ、


「…………！」


　その時、彼はこれまでとは異ことなる種類の動揺を見せた。


「そんな、まさか……」


　レッドの視線は、峻護と同じく捕とらわれの身になっている麗華へ向けられている。


「ど、どうしたのレッド？」


「あれは……あの少女が胸につけているバッジは……レンジャー名めい誉よ隊員の証あかし！」


　今度は残りの四人が動揺する番だった。


「そんな、うそっ？」


「で、でも確かにあのバッジは……」


「そう、彼女こそはラブラブレンジャー六人目のスペシャルメンバー」


　鷹おう揚ように頷くレッド。そういえば入園の際さい、そんな話もあったような気がする。


「彼女の協力さえ得られれば俺たちは勝てる！」


「だけどレッド、どうすればいいの？　スペシャルメンバーとはいえ、彼女はあくまでも普ふ通つうの人間……」


「心配いらない、彼女には潜せん在ざい能のう力りよくがある──そう、愛の潜在能力が。見ろ。捕らわれているのは彼女はひとりではない、恋こい人びとも一いつ緒しよにいるだろう？」


「ええ、確かに。それで？」


「簡かん単たんなことだ。フォーエバー・ラブ・バスターに究きゆう極きよくの力を与あたえるのは大いなる愛であり、六人目のメンバーである彼女はそれにふさわしいだけの愛を秘ひめている。そして彼女が愛を高めるためには──」


　うむ、と頷き、レッドはあっさり爆ばく弾だん発はつ言げんを吐はいた。


「恋人の少年とキスをすればいい。今、この場で」





「──ちょっとちょっと。まじ？」


　意外すぎる展てん開かいに日奈子が思わず身を乗り出した。同じく唐とう突とつな展開に面めん食くらっていた観客だが、こちらは早はや々ばやとストーリーに乗っかかり、地球を救ってくれるはずの若いカップルを様さま々ざまに囃はやしたてている。


「こりゃ見み物ものだわ。初めっからこういうシナリオになってたの？　あの二人、まさかほんとにやるんじゃないでしょうね？」


　レンジャーショーに散々けちをつけていた彼女は一転して瞳ひとみを輝かがやかせ、しかしすぐに口をつぐんだ。不ふ用よう意いな発言を悔くいた顔で友人を覗のぞき見る。


　だがそんな日奈子の挙きよ動どうも、今の真由にはまるで映うつっていない。


　──絶対に勝てるはずがないと思った。


　あの万ばん能のうな令れい嬢じようがちょっとでも本気を出せばすぐにでも負けると思い、実じつ際さいに令嬢は動き出し、案あんの定じようたちまち劣れつ勢せいが明らかになった。そもそもあのひとと争いたくなどなかったし、だったらできるだけ早く身を引くべきだとも思った。


　けど。


　これはぜったい譲ゆずれない戦いでもあったはずだ。ぜったい譲れない戦いとは、そんなに早々と諦あきらめていいものなのか──


　強く握りこんだ手のひらに爪つめが食い込んでいるのにも気づかず、ふたたび鼻から血が伝っているのも気づかぬまま。


　真由は瞬またたき一つせず、喧けん騒そうのステージ上をじっと見つめている。





　いつの間にか面めん倒どうごとに巻き込まれているのが彼の特とく技ぎであるが、その中でもこれは傑けつ作さくの部ぶ類るいに入るはずだった。遊園地に来て、アトラクションのショーを見て──ただそれだけのはずが、どういう偶ぐう然ぜんが重なればこういう結果になるのだろう。


　様々な種類の『キスしろコール』にせっつかれながら、峻護はステージ上で半なかば現げん実じつ逃とう避ひしかけていた。


　彼の倫りん理り意識は公衆の面めん前ぜんでプライベートな行こう為いを晒さらすことに激はげしいＮＯを突つきつけている。結論は考えるまでもなく明らかだったが、期き待たいの眼まな差ざし──しかもその多くが純じゆん真しんな子供たちのそれ──が集められているこの状じよう況きようでは峻護の性格上、即そく座ざに拒きよ絶ぜつするのも忍しのびない。それにここで拒絶すれば、せっかく盛もり上がっている舞ぶ台たいが頓とん挫ざするのではあるまいか。別にショーを円えん滑かつに進める義ぎ理りなどないのだが、お人よしなこの少年はそこまで気を遣つかってしまう。


　レンジャーたちはさっきからしきりに『地球の平和のためだ、よろしく頼たのむ』を連れん呼こしている。不ふ倫りん推すい奨しよう協会の連中は「なんということだ！」「ここまでレンジャーを追い詰つめたというのに！」などと口走りつつ、手を変え品を変えて狼ろう狽ばいしている。しかしそれもだんだんネタ切れになりつつあるのだろうか、『間が持たないんだからさっさとやっちまえ』的な視線がさっきから寄せられている気がする。


　こまった。


　すべてが丸く収まる手立てはないものか、うんうん唸うなりながら考えていると、


「二ノ宮峻護」


　この会場に来て以来ずっと沈ちん黙もくしていた令嬢が初めて口を開いた。


　あまりに静かだったのですっかりこのひとのことを失しつ念ねんしていた。もちろん北条麗華がこんな状じよう況きようを容よう認にんするはずもなし。であれば、彼女は一体どうやってこの場を切り抜ぬけるつもりでいるのだろう……？


「ふたつ、約束しなさい」


　峻護と並ならんで捕らわれたまま、さらに令嬢は呟つぶやく。峻護にしか届とどかないような声で。


「はい……？」


　約束とやらをよく聞こうとして、麗華に向き直った。


　息を呑のんだ。


　彼女の瞳ひとみは、これまで見たこともない色をしていた。それは獲え物ものに飛び掛かかる直前の肉にく食しよく獣じゆうの瞳であり、狩かり以外は何も頭にない瞳だった。押さえ込んでいた怒いかりが蓋ふたの隙すき間まからちろちろ舌を出している瞳だった。目的のためならどんな手段をも厭いとわない瞳だった。


「ひとつ。決して勘かん違ちがいをしないこと。ひとつ。どんなことがあっても動かないこと」


　要するに──それは、キレる寸すん前ぜんの瞳だった。


　そして返答を待たず、麗華は行動ハントに移うつった。


　す、と峻護の前に立つ。


　ずい、と一歩前に出る。


　どよめきが沸わき、どよめきが沸ききる前に麗華は踵かかとを上げる。





「まじっ？」


　日奈子はずり落ちんばかりに身を乗り出した。


　観客が息を呑のむ音が美しくひとつにそろった。


　──絶ぜつ対たいに勝てるはずがないと思った。


　でも、だけれども。





　ぴくりとも動かない想おもい人に、恋こい敵がたきのくちびるが寄せられ、


「だめ、やめて──」


　立ち上がった真由が制せい止しの叫さけびを上げかけ、





　その瞬しゆん間かん。


　麗華は独こ楽まのように身を翻ひるがえし、疾しつ風ぷうのごとく動いていた。





　黒くろ髪かみの残のこり香がを鼻先に振ふりまいて、目の前まで迫せまっていた令嬢は姿を消した。


　あまりにテンポよく切り替かわる状じよう況きように、峻護の意い識しきはまるで追っつかない。


「え？」


　ようやく間まの抜ぬけた声が喉のどからまろび出て、次いで麗華のくちびるが自分のそれに触ふれかけたことに対して「わわっ？」と驚きよう愕がくし、ここまできてやっと彼の現実認にん識しき能力は現在時じ刻こくと同どう期きする。
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「え？」


　そして峻護はもういちど間の抜けた声を上げることになった。


　会場は、しん、と静まり返っている。


　観客も、不倫推奨協会の面めん々めんも、レンジャーの五人も、ぴくりとも動かない。


　いや、ひとりだけ。


　動かないのではなく、動けない人間がいる。


「あはは……ばれちゃいましたか」


　動けない人間──赤レンジャーのマスクの隙間から、聞き覚えのある声が洩もれた。


「う～ん、擬ぎ態たいにはけっこう自信あったんですけど……」


「露ろ見けんしないとでも思っていたのかしら？　大おお甘あまですわね」


　いらえを返したのは、レッドの片かた腕うでを背中にひねり、空いた手で赤スーツの喉元を締しめ上げている──北条麗華だった。


「スーツを着込み、手足の長さをカバーし、声を自じ在ざいに変えたところで……少しばかり注意してみればあなたのクセはすぐにわかりますわ。何年あなたとの腐くされ縁えんが続いていると思って？」


　いや違う──と峻護は認にん識しきを改あらためる。少なくとも舞ぶ台たい上には動かない人間はひとりもいない。麗華の眼がん光こうはステージの隅すみ々ずみにまで配くばられて、運うん営えいスタッフ全員の行動の自由を殺しているのだ。


　かろうじて舞台上にだけ届く程度の小声で、令嬢はさらに続ける。


「あなたのことだから、この事ことに及およぶに至って証しよう拠こはひとつも残していないのでしょう？　だったら安全なところから指し示じだけ出してればいいものを、すぐにしゃしゃり出たがる──目的と手段が逆ぎやく転てんしているあたりがあなたらしいですわね。もっともわたくしにとってはそちらの方が助かるけど。あなただけは現行犯で押おさえておく必要がありますから。どうせ逃にげ道はいくつも用意してたでしょうしね」


「二ノ宮くんとキスするフリしたのも、ボクを油ゆ断だんさせるためですよねえ……まいりました。降こう参さんです。ばれれば大たい罪ざい、ばれなければ大おお手て柄がら。とっくに覚かく悟ごはできて……って、あれれ？」


　赤レンジャーがこちらを見て驚おどろきの声を上げる。いや、正確には峻護ではない、もう少し後方──


　そこで遅おそまきながら気づいた。峻護を拘こう束そくしていた黒マントの姿が消えている。


「すごい、ぜんぜん気づかなかった。ほんとに逃げ足は速いんだなあ。声はボクが無む線せんで代役してたとはいえ、ぶっつけ本番の演技も上じよう々じようだったし。こりゃいよいよ本格的にスカウトを──」


「自分の立場がわかっていないようね？　私語は慎つつしみなさい」


「はい。ごめんなさい」


「よろしい。それではこれから折せつ檻かんに移うつります。この場では主しゆ犯はんのみの処しよ罰ばつといたしますが、残りの共犯者にも追って沙さ汰たしますから覚悟するよう。家族との別れは両日中に済ませておくように」


　びくん、と震ふるえたのは、ステージ上にいるスタッフのほとんどだった。観客席の間にも何人かいたように思う。


「ふん、安心なさい。このショーはわたくしがきちんと進行して差し上げます。何も知らずに観みに来た方々に悪いですからね」


　そう告げて客席を振ふり返った時、令嬢の表情はコインを裏返したみたいに一転していた。


　神宮寺学園の全生徒、いや北条コンツェルンの全配下を魅み了りようする笑え顔がおで、


「みなさんお聞きになって。ここにいるレンジャーたちは、実はすべて偽にせ者ものなのです。わたくしはレンジャーの名めい誉よメンバーとして本物のレンジャーから命めいを受け、偽者を懲こらしめにきたの──」


　弁べん舌ぜつが始まり、北条麗華のカリスマはここでも正しく発はつ揮きされた。朗ろう々ろうたる声をマイクも用もちいず会場に響ひびかせ、豊かな表情を交えて語る即そく席せきのストーリーはあくまで淀よどみなく。かなり強ごう引いんな理り屈くつにも観客たちは次し第だいに納なつ得とく顔がおになっていき、やがては割われんばかりの拍はく手しゆと口くち笛ぶえでもって新たなるヒーローを迎むかえるに至った。


「……さあ、これでゆっくり公開調ちよう教きようができるというものですわ。使し用よう人にんの躾しつけは主あるじの務つとめ。ここはきっちりみっちり教え込んで差し上げる必要があるでしょう。二度と愚おろかな真ま似ねができないように……いいえ、むしろ二度と立ち直れないほどに。その調教の結果、不幸な事故が発生したとしても、それは天運として諦あきらめるしかありませんわね？」


　悪者をやっつけて！　というお子様たちのピュアな声せい援えんを受け、麗華は満面の笑みを形作った。それは満面の笑みでありながら見る者をまったく心安らかにさせない、この世で最も恐おそろしい表情のひとつであった。


「ええとあの。お嬢じようさま、本気で怒おこってます？　本気の本気で」


　ぺきぽきぼきぺき。指の骨を楽器のように鳴らすことで麗華は返答とする。


「あははは……あ～……ええと。できればお手て柔やわらかに」


「残念ね。あなたには今日から長期休きゆう暇かを与あたえますから、病院のベッドでゆっくり骨ほね休やすみをしなさいな。いったい何本の骨が折れることになるかわかりませんけれど」


　笑顔と共に振り上げた拳こぶしが電光の速さで落ちた。





　　　　＊





「わ、わけわかんない……何がどうなってんの？」


　レンジャーショーの顚てん末まつをすべて見届けて会場を後にする日奈子の頭ず上じようには、無む数すうのクエスチョンマークが浮うかんでいた。


「いきなり麗華さんがステージジャックしちゃうし……あれ、やっぱどうみても最初からシナリオに入ってたよね？　でもそれにしては麗華さん、なんだかものすご～く怒ってるように見えたんだけど。あのレッドの中の人、だいじょうぶかな？　ちゃんと救急車呼んでもらってるかな？　ああもうとにかく、観みてて疲つかれたというかなんというか……まるっきり意味わかんなかった」


　しかし日奈子の感想とは裏うら腹はらに、会場から出てくる観客たちの表情はおしなべて満足げであった。やはりこの手の特とく撮さつものは、とことん彼女の肌はだに合わないらしい。


「まあいいわ。とにかくやっと麗華さんと二ノ宮くん見つけたんだから、今度こそ見失わないようにしないとね。真由、ちゃんとあの二人は追えてる？」


「はい、だいじょうぶです。見えてます」


　日奈子より一歩前を行く真由の返答は、珍めずらしく力強い。


　やっと今日の目もく的てきが果たせそうで、やる気が出てるのかしらね──うむうむ頷うなずきつつ、日奈子も足早に後を追う。閉へい園えん時間は刻こつ々こくと近づき、人出もまばらになりつつあった。今ならそれほどジグザグしなくても園内を歩き回れる。入園以降、ようやく巡めぐってきた好こう機きだった。


　朱しゆ色いろを混まじえ始めた太陽と、かすかに冷えつつある風を受け、少女二人は念ねん願がんの追つい跡せき行こうを開始する。





　　　　＊





「まったくあのバカは……どうしてああもバカなのでしょう！」


　ショー会場においては衆しゆう人じん環かん視しの中、ということで、上うわっ面つらだけは冷静さを保たもっていた麗華だが。


　溜ために溜めたフラストレーションを、ここにきてまったく遠えん慮りよなしに爆ばく発はつさせていた。


「わたくしもわたくしですわ、あのバカがくだらないことを考えるのは当然視し野やに入れておくべきなのに、あんな段だん階かいになるまで気づかなかったなんて……！」


　峻護はできるだけ麗華を刺し激げきしないよう、足音ひとつにまで気を遣つかいながら後続している。怒いかれる麗華というのは彼にとってさほど珍めずらしいものでもないが、しかしここまで感情を爆発させる姿を見せるのも稀まれだろう。


「あれもこれもどれもそれも！　ぜんぶあの者の仕し業わざだったのです！　ああもうほんっっっとに、腹立たしい！」


　もちろん麗華にだって言い分はある。ようやく──ようやく今日はちょこっとだけ、いい感じになれたと思ったのだ。名目はともあれ二ノ宮峻護と遊園地に、それも二人だけで来て、乗り物に乗って、色んなところを見て回って、たくさんのことを話して……十年間待ち望んでいたものが、ようやく少しだけ得られたと思ったのだ。ずっとずっと努力してきたことに比くらべれば何億分の一にも満たないちっぽけなものだけど、それでも彼女にとってはこの上なく貴き重ちような時間だったのだ。その時間のすべてが仕し組くまれたもので、作られたものなのだとしたら──そう考えると麗華はたまらない気持ちになる。悲しくなる。苦しくなる。泣きたくなる。あのお調ちよう子し者ものだって単なる趣しゆ味みでやったわけじゃなく、あの者なりに主人を気き遣づかってのことだろう、と頭ではわかっていても、後から後から湧わいてくる感情を抑おさえきれない。そのごちゃ混まぜの感情を怒りという形にひっくるめて今、身体からだの中から叩たたき出しているのだ。そうしないとどうにかなってしまいそうなのだ。


　だから麗華は、無む我が夢む中ちゆうで怒り狂くるっているのだった。


「あんな程度の折檻では物足りませんわ！　今から病院に乗り込んで追おい討うちを掛かけてやろうかしら！　いいえそれでもまだ不足です、やっぱりあの者は一度、冥めい府ふというものがどんなところか社会見学に出すべきなのです！」


　もちろん峻護にはそんな心の機き微びはわからない。ただただ令嬢の怒ど気きに戦せん々せん恐きよう々きようとして首をすくめ、そして一方では別のことを考えていた。


　先ほどのレンジャーショーの一幕。


　不ふ忠ちゆう者ものを油ゆ断だんさせるために麗華が取った大だい胆たんな行動。あの場面だ。


　どうやら当人は目的のみを見み据すえるあまり、手段については用いた記き憶おくすら頭に残していないような様子だが、もちろん峻護はハッキリ覚えている。彼女がくちびるを寄せてくるシーンを、コマ送りにできるほど明めい確かくに。


　そしてそのシーンが、今日何度目になるかわからないデジャヴを呼び起こしていた。


　そう、確かに。十年前の少女にも、同じことをされた記憶がある。無いも同然の同意のもとになる、不ふ意い打うちのくちづけ。あれはどんな状じよう況きようだったか。ひどく驚おどろいた覚えは鮮せん明めいにあるのだが──とにかく、まったく予よ測そくできない、文字通りの不意打ちだったように思う。そう、先ほどのそれと同じく。


　やはり、十年前の少女と北条麗華とは重なって見える部分が多すぎる。では、それではやっぱり彼女が……？


　いかに優ゆう柔じゆう不ふ断だんで慎しん重ちようでも、そろそろ行動に出るべき時だった。陽ひはすでに色づき始めているし、雲がなかっただけに空気が熱を失うのも早い。今日という日はもう、否いや応おうなく畳たたまれようとしている。


　行動に出るべき時だった。


　別のことを訊いた。


「あの、先せん輩ぱい。次の目的地はどこでしょうか？　さっきからずっと、あてもなく歩いているように見えるんですが……」


「だいたいあの者は昔からああだったのです！　やっぱり調教の仕し方かたが間ま違ちがっていたのですわ！　昔はあの見た目にだまされてずいぶん手心を加えてしまいましたからね、ええ今からでも遅おそくありませんわ、これからはもっと、」


「そろそろ日も暮れてきます。もし見るべきアトラクションがいくつも残っているのなら、優先順位を決めましょう。でないと──」


　峻護もわかっている、これは明らかな先さき延のばしだと。それでも彼は踏ふん切ぎりをつけられない。できるだけ彼女を刺激しないように、という戒いましめを破やぶってまで、するべきことから逃のがれようとしている。


「あの者の部下も部下ですわ！　いくら直ちよく属ぞくでないとはいえ、彼らの主あるじはわたくしなのですよ？　それをないがしろにするとは、」


「先輩、聞いてますか？　そろそろ家に戻もどる時間も考えておかないと──」


「ああもう、お黙だまりなさい！　さっきからごちゃごちゃごちゃごちゃと！」


　当然のごとく逆げき鱗りんに触ふれた。そして。


「あなたにうだうだ正せい論ろんを吐はかれるとわたくしはイライラしてくるのよっ、この──」


　思いがけず、決定打を放たれることになった。





「この、ネギ男！」





　ああ──と、峻護の内に不ふ思し議ぎなほど穏おだやかな気持ちが湧わいた。


　そう、そうだ。その言葉があったんだ。


　では、やっぱりそうだったんですね。


　あなたが、そうだったんですね……？





「先輩。お話があります」


　呼びかけを無む視しし、少女は肩かたを怒いからせたまま先に進む。


「とても大だい事じなことです。聞いてもらえませんか」


　無言の拒きよ絶ぜつ。ついてくるなとでも言いたげに、さらに歩みを速める。


　小走りに追う。


　もう、迷いはない。


「十年前の、ことですが」


　少女の歩みが止まった。





　　　　＊





「なんだか──変です」


　道の真ん中で足を止めた二人の様子を物もの陰かげから窺うかがい始めてしばし。


　ぽつん、と。不ふ意いに真由が呟つぶやいた。


「え？　なになに？　なにが？　どこが？」


　手のひらを額ひたいにかざして目を細める日奈子だが、彼女の視し力りよくではどうにもおぼつかない。


「ったく、あんたって本気で目はいいのね……で、どんな状じよう況きようなわけ？」


「はい。なんだか──とにかく、変です」


「それじゃわかんないわよ。他になんかないの？」


「ええと、いきなり二人が立ち止まって、そこから動かなくなって……背中を向けてる麗華さんに二ノ宮くんが何か話してるみたいだけど、それ以上どこがどうとは──」


「ああもうまどろっこしい、盗とう聴ちよう器きとか何かなかったわけ？　今からどうにかならないかなあっ、もうっ」


　騒さわぎ始めた友人を尻しり目めに、狙そ撃げき銃じゆうを撃うつ兵士のような真しん剣けんさで、真由は立ち止まった少年少女に視し線せんを注そそいでいる。





　　　　＊





「十年前──おれは、ある女の子と一いつ緒しよに暮くらしていました」


　言葉を選びながら、ひとことひとこと嚙かみ締しめるように、峻護は語り始めた。


「その頃ころは姉さんも父さんも母さんも家を離はなれがちで。だから家にはおれひとりがいて、おれひとりで暮らしていました」


　語りながら記き憶おくを掘ほり返し、磨みがきなおし、あらためて全体の形を整えていく。土に埋うもれた宝ほう物もつ庫こから輝かがやける遺い物ぶつを発はつ掘くつするような丁てい寧ねいさで、そしてひどくいとおしげに。


「ウチの教育方ほう針しんって変なところで厳きびしいところがあって。仕し送おくりなんてものはなかったから、生活に必要なものも全部、自分でまかなってました。十年前だからまだ六歳さいの頃なんですけど」


　それでも記憶はまだ、電波状態の悪いテレビ画面みたいにぼやけたまま。しかもそれらはすべてバラバラの断だん片ぺんだ。それでも話そう、今思い出しているすべてのことを。顔どころか名前すら思い出せない、だけどとても大切な女の子のことを。


　そしてもしもほんとうに、あなたがあの少女であるのなら。その上でなお、あの時の気持ちのままでいてくれるなら──


「その女の子はそんな頃、いきなりウチにやってきました。何の前まえ触ぶれもなし。転がり込んできた、といってもいいかもしれません」


　麗華はまだ立ち止まったまま。こちらを振ふり返ろうとはせず、華きや奢しやな背中でただ静かに言葉を受け止めている。





　──というのはあくまで峻護の主しゆ観かん、あるいは客きやつ観かん的てきに見た外がい観かんの話である。


　実じつ際さい、麗華の内ない実じつは静かでも落ち着いてもいなかった。


（な、なぜっ？　どうしてっ？　どうしていきなりそんな話をし出すのっ？）


　それどころか恐きよう慌こう一歩手前のパニック状態に陥おちいっていた。奇き行こうに走ることがなかったのは偏ひとえに、常に泰たい然ぜんたれと己おのれを律りつしてきたことの賜たま物ものだろう。


（い、いきなりそんなこと言われても、わたくしまだ心の準備が──）


　ついでに言えば『立ち止まっている』というのも適てき確かくな表現ではない。混乱のあまり進むことも引くことも叶かなわず、今にも笑い出しそうな膝ひざを精神力だけでどうにか固定しているのが実情だった。


（おちつけ、おちつきなさいわたくし──）


　気づかれないように深呼吸し、暴ぼう動どうを起こしていた心臓をどうにか押おさえつける。


　そう、落ち着かねば。奇き襲しゆうもいいところだったけど、これは紛まぎれもなく、ずっとずっとずっとずっと待ち望んでいた瞬しゆん間かんでもあったのだ。そう、今日こそは言おう。今日ならきっと言える。二ノ宮峻護が確かめてきたら──十年前に出会ったあの少女はあなたではないですか、と尋たずねてきたら──


　ずくん、と。押さえつける力を振り切り、心臓が別の生き物のように高たか鳴なった。


　そう、もしもそうなったら……その時、ほんとうのほんとうに望みが叶えられるのだ。十年間ずっと大事にしてきた夢が、もう半ば諦あきらめかけていた願いが。


　二ノ宮峻護はこのうえなく真しん摯しな口く調ちようで、なおも昔語りを続けている。


「とても活かつ発ぱつな子でした。逆に言えばとても手のかかる子で、何かと苦労させられたように思います」


　手のかかるですって？　ま、まあ、たしかにあの頃のわたくしはちょっとあれでしたけど。でも、そんなこと今さら掘り返さなくたっていいじゃないの。


「もっと言えばとても手の早い子で。近所のガキ大将みたいなのともよく喧けん嘩かしてました。その度たびにおれが仲ちゆう裁さいに出てたんです」


　しました。ええ確かにしましたわ。でもあれはあの豚ぶた男おとこが悪いのです。今のわたくしがあの男に会ったとしてもやっぱり鉄てつ拳けんをお見み舞まいしていることでしょうね。ああもうっ、どうしてそんな、みっともないことばかり覚えてるのよっ。


「けど、なんだかんだ言ってもその子には何かと助けられました。六歳での一人暮らしは楽じゃなかったから、二人暮らしになったってだけでずいぶん違ちがったし」


　そう、そういう話を待っていたのです。といっても、実際のわたくしはむしろあなたの足手まといだったのだけど……でもまあ、あなたがそう思ってるのでしたら気にする必要もありませんでしたわねっ。高こう貴きな生まれであるこのわたくしがあなたという下げ僕ぼくに手て間まをかけさせるのは当然だったのですけれども！


「始めから家事も抜ばつ群ぐんにできたし……物もの覚おぼえのいい子だったから、できないことでもすぐに覚えてくれたし」


　そ、それは褒ほめすぎではなくて？　まあ確かにわたくしの才さい能のうをもってすれば家事なんて造ぞう作さもないことですけれど、あのレベルで抜群にできたとか言われるとさすがにこそばゆいですわ！


　麗華は幸福だった。バカみたいに上がっている心拍数を押さえる苦労すら楽しい。今だったら箸はしが転げただけでも笑い死ねるはずだった。入学式の日に味わった絶ぜつ望ぼうなど、一円玉をドブに落とした程てい度どにも感じない。十年間ほったらかしにされてきた怒りなど、もはやその残ざん滓しすらない。


　ああ、一体どんな顔をして振り向こう。振り向いたらどんな言葉をかけよう。そうね、今さらどうでもいいことですが、やっぱり文もん句くのひとつも言っておきましょうか。今後またこのような思いをすることがあればたまったものじゃありませんからね。きちんと釘くぎを刺さしておく必要があります。でもあまりきつく言い過ぎないように注意しなければ。済んだことをほじくり返したって、今後の関係に支し障しようを来たすだけですもの。けど、やっぱり思い出すのが遅おそすぎなのです。忘れていたことは百歩譲ゆずって許してあげるにしても、せめてあの入学式の時に思い出していればよかったのに。そうすれば多少はロマンある再会が果たせたでしょう？……いいえ、やめましょう、そんな過ぎたことを考えるのは。どうも昔のことを考える癖くせがついていていけませんわ。わたくしはほんとうに、あなたが思い出してくれたという、ただそれだけで、それだけで──


　不意にこみ上げてくるものがあって、麗華はあわてて顔を上に向けた。いけないいけない。もう泣かないと決めたのに、こんなところでそれを破やぶっては笑い話だ。きっと二ノ宮峻護にだって笑われる。立りつ派ぱになって、強くなって、それから再会すると約束したのだから……いいえ、いいえ。わたくしにはそんなことすらもうどうだっていいのです。今わたくしが欲ほしいものは、たったひとつだけ──


「そう、洋よう館かんというやつになかなか慣なれなくて。やっぱり土足というのが落ち着かないらしいんですよね」


　…………。ええと、何の話だったかしら。途と中ちゆうから聞いてなかったけれど。住んでいた家の話？　洋館……だったかしら？　あのボロアパート。外観はまあ、洋風といえば洋風だったけれど。廃はい墟きよ同どう然ぜんだったし、あそこまでいけばもう洋風だろうと和風だろうと関係ないのではなくて？　ああもう、そんなことを聞きたいのではないのです。もっと早く言うべき言葉があるでしょう？　思い出話はあとでゆっくりできますわ、もう怒おこってなどいないし、謝しや罪ざいも賠ばい償しようも求めるつもりはないのだから、それほど慎しん重ちようになることも──


「適てき応おう能のう力りよくは高い子でしたけど、やっぱり預あずけられた家は勝手が違ちがいますから。その子はずっと和風の家に住んでいたらしくて──」


　すうっ、と。


　全身から脂あぶら汗あせが噴ふき出るほどの悪お寒かんが背すじを這はい登ってきた。無数の修しゆ羅ら場ばを切り抜ぬけてきた麗華にはわかる。間違いない。そいつは十中の十、とんでもなくイヤなものを連れてくる。


　それでも彼女は必死に否ひ定ていした。


　預けられた？　どうしてそうなるのです。二ノ宮峻護、あなたさっき言ったじゃないの。その女の子は転がり込んできたのだと。確かにあれは転がり込んだとしか呼びようのない状じよう況きようでしたわ。それでいいのです。転がり込んだ、それでいいのです。わたくしは預けられたのではありません、あの時わたくしは家出していた……そうでしょう？　それにわたくしは和風の家ではなく、生まれた時からずっと洋館育ちですわ。少しくらい記き憶おくに誤あやまりがあるのは仕し方かたないけど、その程度のことは覚えておくべきですわよ？


「最初は学校にも行ってなくて──学校に行くよりも遊んでいる方が好きだったんですね。けどそこをどうにか説せつ得とくして、一いつ緒しよに学校に行くようになって」


　そうじゃない。そうじゃないでしょう？　わたくしはあの時、学校になんて一度も──


　膝がまた笑い出す。意地だけでこらえる。冷れい静せいに考えてみればおかしいところはいくらでもある。家事が抜群にできたなんてお世せ辞じにしたっておかしいし、二ノ宮峻護はこんなところで世辞を言う男ではない。活発な子だったというが、それも表現が少々ずれてはいないか。あの頃の自分は単に世間知らずで傲ごう慢まんだっただけではないか。


「ショートヘアーがよく似合う子でした。長く伸のばさないのかって訊きいたら、遊びの邪じや魔まになるから嫌いやなんだって、これまで髪かみを伸ばしたことは一度もないって──」


　ちがう。ちがうちがうちがう。もっと、もっとよく考えて、思い出して。あの頃のわたくしの髪はショートへアーと呼べるものだった？　わたくし、これまで一度も髪を短くしたことなんてないのよ……？


　ねえ、あなたはいったい何の話をしているの？


　あなたの心には、いったい誰だれが住んでいるの……？


「ええと、それから、その」


　麗華を襲おそう嵐あらしのことなど露つゆ知しらず、峻護は背中の向こうで咳せき払ばらいをして、照てれくさげにこう続けた。


「その子とおれは、えー、つまりその。キスとかも、していたような気が」


　暗あん雲うんにまみれた心にひとすじの希望が差した。そう、それは大切な思い出。約束の証あかし。あの時わたくしとあなたは──


「ええと、野原で遊んでる時だったかな、キスしたのは。も、もちろんそれは事じ故こみたいなものというか、子供のやることだからいたずら半分というか……」





　──ゆっくりと。


　昏くらいものが麗華を満たしていく。指の先から髪の毛の一本一本に至るまで、余あまさず、隙すき間まなく、この上なく濃のう密みつに。


　事故？　いたずら？


　何を──言ってるの？　それは忘れない。ぜったいわたくしは忘れない。自分の名前を忘れることがあったってそれだけは忘れない。記憶違いなんて有り得ない。なのに、なのに、この男は。


　……そう。ちがうのね。


　二ノ宮峻護、あなたの心の中に居る誰か、それは──


　わたくしでは、ないのね……？





　──手がかりになりそうな記憶はすべて伝えた。


　カラカラになった喉のどに唾だ液えきを送る。できることは全部やった、と思う。これが今の彼にできるすべて、あとは彼女の応こたえを、


「何を──」


　一度も振ふり向かず、ひとことも語らず、ずっと背中を見せていた麗華が。


　初めて反応を見せた。


「何を寝ねぼけたことを仰おつしやっているのかしら？」


　侮ぶ蔑べつ混まじりの言葉で。


「まさかその女の子とやらがわたくしだとでも言いたいの？　それはわたくしを侮ぶ辱じよくする意い図とを持ち、故こ意いに発言しているものと受け取っていいのかしら？　このわたくし北条麗華がどうしてそのようなみすぼらしい暮らしを送る道理があって？」


　振り向かず、一いち瞥べつすらくれずに。


「そもそもあなた何か勘かん違ちがいしていらっしゃらない？　今日はあくまで視し察さつのために来ているのであって、あなたを連れてきたのは他に適てき当とうな人間がいなかったから、それ以外にどんな理由もありません。もしそのことについてくだらぬ勘違いをして、わたくしを口説いているのであれば──噴ふん飯ぱんものの極きわみと言わざるを得ませんわね。とんだ自じ意い識しき過か剰じようの道どう化けですわ。まったく、その点についてはあれほど念ねんを押おしたのに……ひょっとしてあなた、日本語に不自由な方なのかしら？」


　そこには怒いかりすらない。ただ徹てつ底ていした卑ひ下げと嘲ちよう弄ろうがあるのみ。


「不ふ愉ゆ快かいです。もうけっこう、あなたはどこへなりと消えなさい。わたくしひとりでいる方がよほど仕事がはかどりますわ」


「すい──ません」


　おそらくその謝しや罪ざいすら耳に入れてなかっただろう。


　穢けがらわしいものでも打ち捨てるように鼻を鳴らし、最後まで一度も振り向かぬまま、誇ほこり高き令れい嬢じようは夕ゆう闇やみの満ち始めた園内に消えていった。


　ため息をつく。


　どうやら完全に的外れだったらしい。落ち着いて考えてみればおかしいところはたくさんあったのだ。例えば、北条麗華をどうして二ノ宮家が預かることがある？　二ノ宮家と北条家にそのころから接点があったとでも？　ましてや大切な一ひと粒つぶ種だねである彼女をわざわざ下々の家に預けるはずがない。バカなことを言った。次から次へと蘇よみがえる記憶に、知らず興こう奮ふんしていたのだろうか。


　もういちど吐と息いきする。これでまた──振り出しに戻もどってしまった。麗華の二重人格とサキュバス化の問題は一ミリも先に進まず、自分の気持ちは宙ちゆうぶらりんのまま……。


　でも、白はく状じようすれば少しだけホッとした。なんにしても結けつ論ろんを出すのは早すぎる。律りち儀ぎで生き真ま面じ目めで所しよ帯たいじみていても、彼はまだ十六歳さいの少年なのだ。ゆっくり考える時間が欲ほしい。一人前になるための猶ゆう予よが欲しい。


　とはいえ、彼にはまだ休息の時は与あたえられなかった。その前に、新たに発生した問題への対応を検けん討とうしなければならない。


　さて。どうすれば、北条麗華の機き嫌げんを修しゆう復ふくすることができるだろう？


　難なん問もんである。峻護は未いまだかつてこの手の問題に取り組んで成功した試ためしがない。いったん発生した災さい害がい──むろん人災だが──は、自然に収おさまるのを待つしかないのだ。


　それでも峻護は考えてみる。どうせ無む駄だだろうという徒と労ろう感かんに手足を捕とらわれつつ、なにか知ち恵えはないかと頭をひねり──すると彼自身おどろいたことに、あっさり解かい決けつ策さくを思いついてしまったのである。


　天てん啓けいのように降りてきたそれを、しかし峻護の理性は一いつ笑しように付した。こんなやりかたで機嫌を取れるはずがない、それどころか一いつ層そうの不ふ興きようを買うのがオチである、と。ところがその一方で、彼の感かん性せいは自らの案あんを全肯こう定ていしているのである。


　何かにつけて鈍にぶいところのある峻護は、直感に従って良い目を見た記憶がない。だがどういうわけか、今回ばかりは不思議とその案を試してみたい欲求に駆かられた。しばし迷まよい、そしてこれもまた彼にしては珍めずらしく、わずかに逡しゆん巡じゆんしただけで結論を下した。


　やってみよう。駄だ目めだったらまた別のやり方を試せばいい。


　目的地への道のりを脳のう内ない検けん索さくし、麗華の去った方向とは反対側に歩き出した。


（ところで──）


　人出のまばらになってきた園内を進んでいるうち、峻護の脳のう裏りに当然の疑問が湧わき上がってくる。


　記憶にある『約束の少女』が北条麗華でないのはよくわかった。でも。


　だったら十年前のあの女の子は、いったいどこの誰だったんだろう……？





　　　　＊





「真由。ちょっと真由ってば」


　相変わらず状じよう況きようを視し認にんできない日奈子は、地じ団だん太だを踏ふまんばかりに友人を急せかした。さほど出で歯ば亀かめ趣しゆ味みがあるわけでもないが、こんなおいしそうな場面を見み逃のがすのはいかにも忍しのびない。


「状況はどうなってんのよ、状況は。丸一日駆かけずり回ったってのに肝かん心じんな時にこれじゃあ意味ないじゃないっ。ああもうっ、帰ったらぜったいもっとよく見えるコンタクト買うんだからね！」


　これだけ催さい促そくしても沈ちん黙もくしていた真由だったが、やがて言葉を選び選び、


「──細かいことはよくわかりませんけど、なんだか二ノ宮くんがひとりで話してて、麗華さんは後ろを向いたまま聞いてて。それで話が終わったら麗華さんはそのまま行ってしまって、そしたら二ノ宮くんは逆の方向に行ってしまいました」


「おお？　なんか微び妙みように修しゆ羅ら場ばっぽくない？　ふうん、なんか怒おこらせることでもしたのかな、二ノ宮くん。それでどうすんの真由、あのふたり二手に分かれちゃったけど……今ってちょっとチャンスかもよ？　二ノ宮くん落とすなら今すぐ着替えて──」


　問いを言い終える前に真由は動き出していた。足を向けたのはライバルが去った先。


「……あ～。そっちに行くわけね……」


　ま、あんたらしいけどさ、と呟つぶやき、日奈子はちょっと嬉うれしそうな顔で後に続く。





　　　　＊





　もう自分の姿は見えないだろう、というところまで距きよ離りをとっても、麗華はまだ歩き続けている。背すじを伸のばし、まっすぐに前を見み据すえて。二ノ宮峻護が後を追ってきていないことは知っているけど、それでも同じ園内にいるのだ。ひょっとしたらどこかで見ていないとも限らない。その可能性がある以上、無ぶ様ざまな姿を晒さらすわけにはいかないのだ。


　なぜなら彼女は北条麗華であるから。ただひとつの願いのため、己おのれへ課かした誓ちかいを十年もの長きにわたって守り抜ぬいている少女だから。


　だから彼女は歩き続ける。背すじを伸ばし、まっすぐに前を見据えて。


　しかし──睨にらむような眼まな差ざしはその実、何も映していなかった。


　いや視覚だけではない、五感のすべてが何も感じてはいなかった。


　心の中に、何もなかった。


　そのくせ身体からだに染しみ付いた条件反射は、主あるじの心など知らぬげに外見だけを取り繕つくろっている。今の麗華はハリボテ以外の何物でもない。存在しているのかどうかもあやふやな、北条麗華という記号が服を着て歩いているだけの、おそろしく空くう虚きよな存在だった。


（もう、いいじゃない──）


　そんな自動的な機き能のうすらもそろそろ限げん界かいだった。手近なベンチに引き寄せられるように歩みより、腰こしを下ろした。空っぽになるあまり体重すら失ってしまったのだろうか？　色のあせたベンチは軋きしみのひとつもあげなかった。


（もういい。もういいのです──）


　どうして。


　どうしてあの男は忘れてしまったのだろう。どうしてあの男は思い出してくれないのだろう。わたくしの存在ってそんなに軽いものだったの？　子供同士で交かわした約束だったから、どうせ子供の時のことだから、それだからあなたは忘れてしまったの？　十年前のあの短い日々は、短かったけれど何物にも代えがたく輝かがやいていた時間だった、そう思っていたのはわたくしだけだったの？


（もうよしましょう──）


　わたくしがんばってきたはずですわ。色んなものを諦あきらめて、捨て去って、踏みにじって、悪あく罵ばに耐たえて、仇かたきとなるに甘あまんじて──それでも立りつ派ぱな人間に、あなたの傍そばにいても恥はずかしくない人間になれるように、血の滲にじむような努力をしてきました。知っていまして？　わたくしほんとうに命を狙ねらわれることもあるんですのよ？　ふふ、血の滲むような努力というのはあながち物の喩たとえではないの。北条家ほどにもなると、その家名を維い持じするためには汚よごれたこともしなければならないから。それでもわたくしは迷いませんでしたわ。北条家の後こう継けい者しやになるべく生まれたわたくしが立派な人間になるには、立派な北条家の後継者になる以外に道はなかったんだもの。


（こんなにつらい思いをするくらいなら、もう──）


　ねえ、もう十分ではなくて？　わたくし、誰にだって認めてもらえるだけの人間になりましたわよ？　それなのにあなただけが認めないなんてことはありませんわよね？


　だったらもう、これ以上意地悪しないで。まだ何か足りないものがあるというのなら補おぎないます。もし気に入らないところがあるのなら直しますわ。だから──だから、お願いだから、思い出して。わたくしを無かったことにしないで──


　肩かたが震ふるえている。どうして震えているかといえば、『白銀の国』の寒さがまだ残っているから。あそこはほんとうに身体からだの芯しんまで凍こおる寒さで閉へい口こうしましたからね。あと二、三分もいれば冷れい凍とうマグロみたいになるところでした。まったく、少しは温度調節に手て加か減げんを加えなさいというのです。


　景け色しきが滲む。膝ひざの上で握にぎり締しめた両こぶしの肌はだ色いろが、水に溶とかした絵の具のようにぼやけ、形を失っていく。これは白はく昼ちゆう夢むでも見ているのかしら？　それとも自覚がないだけで、わたくしはとっくに眠ねむり込んでしまっているの？　そうね、どちらにしても仕事仕事の毎日で疲つかれがたまっているのね。きっとこれは身体が発しているシグナルなのでしょう。たまには心置きなく骨を休める時間を取らなくては。


　嗚お咽えつが洩もれる。これは──そう、きっとおなかが空いているからですわ。けっきょく今日はろくなものを口に入れていませんし、そのくせ一日中歩き回ったし、だからもうおなかがぺこぺこなのです。空腹は確か横おう隔かく膜まくの運動にも影えい響きようしますわよね？　消化器官と横隔膜はとても近い位置にありますから。ええ、きっとそうです。間ま違ちがいありませんわ。


　雫しずくが手の甲こうにぽたぽたと落ちる。まあ雨かしら。困こまったわ、今日は傘かさを持ってきていないじゃないの。夕立だったらすぐに雨あま脚あしが激はげしくなるでしょうから、早く雨宿りできる場所に移動しなければいけませんわね。さっきまで雲ひとつなかったのに、まったく気まぐれな天気で困りますわ。


　雫の感かん触しよくが頰ほおを伝い、くちびるに塩の味を運んでくる。もう、これだから空気の悪い場所は嫌いやだというのです。ゴミが目に入って、生せい理り反はん応のう的てきに涙なみだが出てくるじゃないの。遊園地は小さな子供たちも大おお勢ぜい来るのですからね、できればよい環かん境きようを整えたいものです。そうね、経営再建の暁あかつきにはもっと園内の緑化を推すい進しんするよう手配しましょう。都内に鬱うつ蒼そうと茂しげる森の中の遊園地。実現すれば十分に集客が見込めますわ。


　そう、わたくしは泣いてなんかいない。


　だって、わたくしは泣いたりなんてしないもの。そう決めたんだもの。一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばって、強くなって、泣く必要なんかない人間になれたんだもの。だから、わたくしは泣いてなんかいない。ぜったいに泣いてなんか、泣いてなんか……





　　　　＊





「ぐあ～、まどろっこしいっ。見えないっ。眼めが疲つかれるかもと思って度の弱いコンタクトにしたあたしのバカっ。ていうかコンタクトより先に双そう眼がん鏡きようよ、双眼鏡。バードウォッチング同好会に行って借りてくればよかったっ」


　麗華を追ってきたものの大して距きよ離りは詰つめられず、またしても地団太を踏む日奈子である。おまけにひたひたと夕ゆう闇やみの足音が迫せまっているこの時じ刻こく、彼女の視力には一いつ層そうのハンデがのしかかっていた。


「ねえ、麗華さん何してんの？　もちっと近づいてみない？　バレるの覚かく悟ごで」


　肩かたをゆすらんばかりに催さい促そくするが、真由は先ほどから沈ちん痛つうな表情で黙だまりこくっている。


「ちょっとぉ、あたしにも状況教えなさいよこの恩知らずっ。スパイごっこもどきがこんなワクワクするなんて初めて知ったじゃないのよどうしてくれるっ。ええい、仲間外れじゃつまらん、こうなったらあたしひとりで特とつ攻こうを──」


「日奈子さん」


　ようやく振ふり向いた友人を見て日奈子は口をつぐんだ。


　真由はこれまで見たこともないほど真しん剣けんな顔をしていた。


「お願いがあります。あれ、やってもらえませんか？」





　　　　＊





　もちろん麗華だってこう考えることはある。


　別にいいではないか、と。


　二ノ宮峻護が思い出さなくたって、また一から関係を作り直せばいいではないか、と。


　そのほうがずっとずっと前向きな選せん択たくだとはわかっている。でもそんな風に気軽にリセットするには、彼女の十年間はあまりに長く、重すぎるのだ。


　それにしても皮ひ肉にくだった。あの男に近づくために努力し、成長したつもりだったというのに──あの男に近づくにつれ、恐きよう怖ふもまたつがいのように育っていったのだ。『こんなに努力して成長しているのに、あの男に追いつけなかったら』『こんなに努力して成長しているのに、あの男に嫌きらわれてしまったら』。その恐怖が彼女にさらなる努力と成長を強しいた。そして努力と成長を重ねるほどに、不安もまた雪だるま式に体たい積せきを増していった。おまけにそうした十年に耐たえたのちに再会したあの男は、あの頃ころに比べれば見る影かげもない凡ぼん人じんに堕だしていたのだ。二ノ宮峻護への接せつし方がひねくれてしまうのも無理はなかった。


　約束は彼女を二重三重に縛しばっていた。そして麗華にはその縛いましめを振りほどく術すべはない。


　どうしてこう、臆おく病びようなのだろう。麗華は絶ぜつ望ぼう的てきな気持ちでそれを思う。


　ここへたどり着くまでに様々なものを失ってきた。友情、睡すい眠みん、娯ご楽らく、健康、安あん泰たい──だけどそんなものはいくら失っても構かまわない。それに彼女は失ったものの何倍も様々なものを手に入れてきたのだ。信しん頼らい、名めい誉よ、地位、財ざい産さん、実力──ほんとうに色々なものを手に入れてきた。だから失うことなど恐こわくない。失ったものの代だい償しようが必ず手に入るから。


　そのはずなのに。


　ただひとつ、二ノ宮峻護を失うことだけが、恐い。


　この世でただそれだけが、恐い。


　どうしても手に入れなければならないもの。決して失敗できないこと。そういうものがあることが、こんなにも恐い。どうにかなりそうなくらい恐おそろしい。好きな人ができるというのは、こんなにも恐いことなのか。こんなことなら出会わない方がよかった。こんな、つらくて情けない思いをするくらいなら。


　…………。


　もう、忘れてしまおうか。きれいさっぱりと。


　そして何か新しいことを始めるのだ。どんなことでもいい。こんな思いをすることでなければ、なんだっていい。


　そうだ、もうよそう。きっと元から縁えんがなかったのだ。もう諦あきらめてしまおう。その方がきっと楽に、


　──影。


　細長い影が、麗華の膝の上に掛かかっていた。


　二ノ宮峻護──？


　こまる。こんなときに。


　目じりをあわててぬぐい、顔を上げた。


　夕ゆう暮ぐれの茜あかね色いろを背景にして、人影がひとつ。


　麗華は目を細め、そして少しだけ目じりを下げた。


「……なんとなくそんな気がしてましたわ。やっぱりまた縁えんがありましたわね、あなた」


　バイザーを目ま深ぶかにかぶったやんちゃそうな少年が、そっぽを向いて立っていた。


「またひとりなのね？　そろそろ閉園時間も近づいているでしょう、早めに帰った方がいいですわよ」


「…………」


　無言のまま、少年はバイザーをさらに深くかぶり直す。もともと夕ゆう陽ひを背負っているため、こうなるとほとんど表情が見えなくなる。


　もういちど目を細め、みたび出会った少年を眺ながめやる。


　斜しやに構かまえているし言葉遣づかいも投げやりな感じはあるが、育ちはいいはずだ。乱らん雑ざつを演えん出しゆつしようとしてその実、挙きよ措そのひとつひとつにどこか角の取れたやわらかさがある。きちんと躾しつけを受けている証しよう拠こだろう──鍛きたえられた麗華の観かん察さつ眼がんは、無意識のうちにそこまで見取っていた。そんな自分が今はひどく気き鬱うつだった。徒と労ろう感かんを覚え、ため息をついた。


「元気出せ」


「え？」


「え、じゃねえ。元気だよ、元気」


「どうしたの、いきなり……？　別にわたくしは──」


「うるせえな。元気出せっつってんだから、その通りにしとけばいいんだよ」


　チ、と舌打ちしながら、かったるそうに首を回した。


　よくわからないが、どうやら励はげまそうとしてくれているらしい。わずかな縁があったきりの自分を。


　やっぱり変な子ね──ちょっとだけ気分が軽くなるのを覚えながら、


「ふふ、意外と律りち儀ぎなひとだったのねえ、あなた。さっきの借りを返しに来てくれたのかしら？」


「……ああ、そうだよ。それで貸し借りなしになるからな。借りっぱなしじゃ気分が悪いんだよ。だから、あんたが元気になるまでは帰れねえんだ。さっさと元気になれ」


「無む茶ちやを言うわね。『元気を出せ』って唱となえるだけでほんとうに元気が出るんなら誰も苦労はしませんことよ」


　チ、と再び舌打ち。


「じゃあどうすれば元気出すんだよ。言えよ。それ、やってやるから」


「ふうん？……そうね、こうして話していれば、少しは楽になるかも」


「だったらテキトーに話してろよ。聞いといてやるから。それでいいだろ？」


「何を話そうかしら？」


「テキトーでいいだろ、それも」


「そう？　そうね、じゃあ──」


　少しだけ、考える間があった。


「……では、ちょっとしたおとぎ話を聞いてくれる？」


「おとぎ話？」


「そう、おとぎ話。ただの冗じよう話わ、時間潰つぶしのデマカセ、作り話ということですわ」


「……好きにすれば？　こっちはただ聞いてるだけだし」


「ありがとう。そう、それはもう十年も前になる話ですわ──」





　……誰にも話したことのない物語を、麗華はどうして話す気になったのだろう。溜ため込こんでおくことに疲れたから？　自分の素す性じようを知らない相手だったから？　あるいはほんとうにおとぎ話のつもりだったのかもしれないし、もっと単たん純じゆんに、ただの気まぐれであったのかもしれない。


　いずれにしてもこの時、彼女はそれを語ることについて何の覚かく悟ごも持っていなかった。


　物語を聞かされる側も、また。





　そして物語は語られる。


　それは、血を吐はき命を削けずるような研けん鑚さんの物語。


　それは、たったひとつだけの慎つつましやかな願いの物語。


　それは、かつて確かに在あった絆きずなと無む自じ覚かくな裏切りの物語。





　すべての物語が今、明かされた。





「──いやですわ」


　少年の様子に気づき、麗華は困こまり笑いで首をかしげる。


「ですからおとぎ話だと言ったでしょう、いちばん初めに。たかがフィクションでそこまでショックを受けてどうするのです。こんなものにいちいち反応していたら映画も小説も見られなくなりますわよ？」


「…………」


　棒立ちになったまま、少年は応こたえない。夕ゆう陽ひを背に逆ぎやつ光こうになっているというのに、それでいてさえ顔色が青ざめて見える。


　今度はやや本気混まじりの声で、


「ねえあなた、ちゃんと聞こえてる？　だいじょうぶ？　ねえ？」


　それだけしつこく繰くり返してようやく、「……ああ」と返してきた。


「もう、そんな風にされるとなんだか悪いことしたみたいじゃない。──けどありがとう。話していたらずいぶん楽になりましたわ。ええほんとう、こんなに楽になるものなのね。話す相手があなただったからよかったのかしら」


「…………」


「ともかく、これで貸しは帳ちよう消けしですわね。むしろ返へん済さい過か多たでわたくしの方に借りができてしまった気がします。いずれお返しすることになるでしょう」


　少年は「いい」と小さく首を振った。


「そうは参りません。あなたと同じく、わたくしも物もの事ごとの貸し借りにはうるさいのです。──あら？」


　視し線せんを少年の肩かた越ごしに向けて、


「……どうやら連れが来たようですわ。いいえ、正確にはもう連れではないのですけれども。先ほどわたくしがクビにした男ですから」


　ぴくん、と少年の肩が跳はねる。


「ふん、まあ元下げ僕ぼくがどこで路ろ頭とうに迷おうと知ったことではありませんが、それもなんだかいじめをしているようで多少気が咎とがめます。あの者を連れてきたのはわたくしだし、連れてきたからには家まで無ぶ事じに送り届ける責せき任にんはありますものね。ほんとう、わたくしの人の好よさにも困ったものですわ」


　いつもの調子が戻もどっている。言葉通り復ふつ活かつを果たしたようだ。


「では行きますわ。この借りはいずれ必ず」


「……いい。いらねえ。もう会わないし」


「そうかしら？　わたくし、あなたとはまた会えるような気がしていますけれど？」


「…………」


「女のカンは馬ば鹿かにならないものですわ、よく覚えておきなさい。たとえカンが外れてもきっちり捜し出しますからね？　首を洗あらって待っているように」


　応えず、少年はきびすを返した。


「ごきげんよう。帰り道には気をつけて」


　やはり少年は応じず、覇は気きのない足取りで夕暮れの色に溶とけていき──


　十歩ほども離はなれたところでいきなり振り返った。


「がんばれよ」


「…………？」


「別に、応おう援えんなんかはしないけど。でも、がんばれよ」


「──ええ、がんばりますわ。『応援』ありがとう」


　くすりと笑って切り返す。少年はバイザーをかぶり直しただけで応じず、今度こそ歩み去っていく。


　入れ替かわりに、役立たず男がおっかなびっくりに近づいてきた。


　元主人の前で直ちよく立りつ不ふ動どうになり、


「ええと……その。すいませんでした、さっきは。また何か無神経なことを言ったみたいで。忘れてください」


「ふん……」


　麗華は眉まゆ根ねを寄せて鼻を鳴らし、腕うでを組んでそっぽを向く。


　──そんな、いつものスタイルを取りつつも。


　彼女は内心、ほとんど途と方ほうにくれていた。


　あの少年の前では元通りに振ふる舞まえたけど……実じつ際さいの話、これから自分は二ノ宮峻護に対してどんな立場を取っていけばいいのだろう？


『ええ、まったくもって無神経の極きわみでしたわ。わたくしに与あたえられた仕事だけを果たしていればいいものを、何を血ち迷まよったのか自分の昔語りをし出して、おまけにその内容は名めい誉よの血を引くこのわたくしを甚はなはだしく侮ぶ辱じよくするものだったのですからね。まったくあなたというひとはほとほと救いようのない男なのね。あれだけの罪を犯おかしたからには本来、あらゆる法的手続きを省しよう略りやくして極きよつ刑けいに処しよすべきところですが、まああなたが普ふ段だん慣なれない仕事で精神薄はく弱じやく状じよう態たいにあったであろうことを酌くみましょう。今回に限り特別に赦ゆるしてさしあげます』


　……とでも、いつもだったらまくし立てていることだろう。でも。


　それではまさにいつも通りだ。これまでと何も変わらない。


　でも、だからといって、すぐに変われるだけの勇気なんて──


「あの、それで。これはほんのお詫わびの気持ちなんですが」


「え？」


　その声に視線を戻す麗華。


「ご迷めい惑わくをかけてしまったので……お詫びのつもりです、これ。ろくにお役に立てなかったばかりか先せん輩ぱいを怒おこらせてしまって──」


　居い心ごこ地ち悪げに頭を搔かきながら、もう片方の手に小さな紙の袋ふくろを載のせている。


　動どう揺ようを顔に出さずに済ますのは一苦労だった。プレゼント？　贈おくり物？　この男が？　わたくしに？


　悩なやみごとなどは半はん強きよう制せい的てきに後回しになり、手にしている『お詫びの気持ち』とやらに目を走らせる。


（…………。なによ、これ）


　昂たかぶりかけた気持ちがたちまちしぼんでいく。ネバーエバーランドのロゴをプリントした紙袋。いかにもたった今そこで買ってきました、という雰ふん囲い気きがありありの包ほう装そうである。おまけに悲しいくらい安っぽい。たとえ袋の中身が安全ピンだったとしてもまったく驚おどろきはしないだろうと思えるほどしみったれていた。


　しぼんだ気持ちが失しつ望ぼうに変わっていく。ひょっとしてずっと前から用意してくれたものだろうか、などと一いつ瞬しゆんでも考えたのが浅はかだった。そもそも今日のことは昨日の夜、初めて自分の口から告げたことではないか。


「どうぞ、開けてみてもらえませんか？　いや正直、これがお詫びになるかどうかは自分でもかなり疑ぎ問もんなんですが」


　もはや拒きよ絶ぜつするだけの気力もない。ほとんど惰だ性せいで袋を受け取り、テープで留とめただけの封ふうを切った。


　中身を取り出して、


「────！」


　息を呑のんだ。思わず声を上げるところだった。


「いえ、その。いい年ねん齢れいの女性に対する贈り物じゃないとは思うんですが。けど、そのくらいしか思いつかなくて」


　弁べん解かいをどこか遠くに聞きながらそれを手に取り、広げてみる。


　ネックレスだった。


　青い石をはめたブローチを金色の鎖くさりにくぐらせた──見るからに安っぽい、おもちゃじみたネックレス。


（うそ、どうして……っ？）


　引出しにはちゃんとカギをかけたはずだ。出かける前にしっかり確かく認にんもしてきた。では、そのカギを破ってこれを引っ張り出してきたというの──？


　……と本気で考え込んでしまうほどに、それは瓜うり二ふたつだった。十年前の、あの思い出のネックレスに。とはいえ二ノ宮峻護に空あき巣すまがいの真ま似ねができるはずもなく、それはあくまでよく似ているというだけの、ごく真新しい品だった。


　だが、あまりに似すぎている。


（まさか──覚おぼえているの？）


「その、こういうアクセサリを、さっき先輩が売店で熱ねつ心しんに見ていたこともあって。興味はないみたいなこと言ってましたけど、やっぱり気にしてるんじゃないか、とか。こんな安物、北条先輩みたいなひとが身につけるようなものじゃないとは思うんですけど、どういうわけだか、これは先輩によく似合うような気がして。いや、こんなものじゃどうにもならないと、理性ではそう思うんですが本能が、」


　かすかに灯ともった希望はすぐに吹ふき消えた。でも、その明かりの代わりに麗華の心を満たしたのは暗くら闇やみではなかった。


「……三つ子の魂たましい百まで、ということかしらね」


「本能がどうもいうことをきかなくてそれで──え？」


　すっかり忘れていても、はっきりと記き憶おくには残っていなくても。ひょっとするとあの十年前の出来事がまだ、残ざん像ぞうとして脳のう裏りに残っているのかもしれない。その印象が、二ノ宮峻護にこのネックレスを選ばせたのかもしれない。


　いや、そうでなくてもいいのだ。


「…………。ええと、すいません。やっぱりやめておきます。こんなものじゃお詫びにならないですよね？　今回の償つぐないはまた、別の機き会かいに別の方法で──」


「ありがとう。受け取りますわ」


「……え？」


「これ、わたくしにくれるのでしょう？　いただきますわ」


　そう、ネックレスのことを覚えていたかどうかなんて関係ない。たとえ十年前のことを忘れていたって問題じゃない。


「つけてみますわね。よろしくて？」


「えっ？　あ、はい、もちろん」


　なぜなら。


　目の前にいるこの男は、二ノ宮峻護なのだから。


　間ま違ちがいなく、十年前のあの少年なのだから。


「どう？　似合うかしら？」


「えっ？　どっ……どうなんでしょう……？」


「ばかね。そういう時はとりあえず肯こう定ていしておきなさい。たとえ本心でなくともそういう噓うそは許ゆるされてよ」


　笑った。


　笑いながら思った。


　今はまだ、無む理りかもしれないけれど。


　だいじょうぶ。わたくしはちゃんと変われる。


　だから、さあ。少しだけ。ほんの少しだけ。一歩、いやたったの半歩でいいから。


　踏ふみ出す勇気を──





　そのまぶしい笑え顔がおを向けられて、峻護は他愛たわいもなく硬こう直ちよくした。まただ。今日何度目になるだろう、こういう無む防ぼう備びな顔を目まの当たりにするのは。こんなの反はん則そくだと思う。これまでこの令れい嬢じようから向けられる感情は、そのうちの９９・９パーセントが負の感情で占しめられていた。それがたった一日のうちにそれを帳ちよう消けしにするだけの笑顔を示しめされれば──こんな風に戸と惑まどうのだって、仕し方かたがないではないか。


「さあ、視し察さつはもう十分に済すませました。そろそろわたくしたちも帰き途とにつきますわよ」


　ぐるりを見回しながら、臨りん時じの上司は職しよく務むの終わりを告げた。


　家いえ路じを急ぐ客たちが入場ゲートに向かってまばらな流れを作っている。大気には朱しゆ色いろを押おしのけて深い紺こん色いろが混じり始めた。そろそろ閉へい園えんのアナウンスでも流れてきそうな頃ころ合あいだろう。


　コホン、という咳せき払ばらいが聞こえた。


　す、と白い手が差し出された。


「……はい？」


「本日最後の仕事ですわ。わたくしを無ぶ事じに家まで送り届けるよう」


　駆かけ足でゲートに向かう家族連れに視線を固定したまま、令嬢はそのように申し付けた。


「…………？　ええと、」


　家まで送り届けることはわかる。初めからそのつもりだったし。でも、こうして差し出されている手というのは何を意味するのだろう？　今日一日で掛かけてしまった迷めい惑わくに対する慰い謝しや料りようでも請せい求きゆうしているのだろうか？


「そんなわけないでしょう。いいですこと二ノ宮峻護、わたくしもあまり暇ひまではありませんのよ？　昼間の時間をビジネスに費ついやした分、家に帰ったらたっぷりと家事を押し付けられることになるのですから」


　ですからさっさとしなさい、と言わんばかりに、いまだに意い図とを読めない峻護を難なん詰きつしてくる。だがその難詰もこれまでのような激はげしい調子ではない。諭さとして聞かせるような、嚙かんで含ふくめるような──そんな口く調ちようだった。


「いつだったかも申し上げたはずよ。このわたくしは北条コンツェルンの後こう継けい者しやゆえ、常つねに身の安全を脅おびやかされているのだと。お忍しのびでやってきた今日なども、本来であればボディガードの一ダースもつけねば覚おぼ束つかないところを、あえてアシスタント役であるあなたひとりに兼けん任にんさせているのです。よってあなたには、万ばん策さくを尽つくしてわたくしを護まもる義ぎ務むがあります」


　ここまで言っても不ふ得とく要よう領りような朴ぼく念ねん仁じんに、麗華は手を差し出したまま、根こん気きよく、


「例えばこの場で暴ぼう漢かんに襲おそわれたとします。状じよう況きよう次し第だいでは逃にげることも必要になるでしょう。その場合あなたはどういう方法で暴漢から逃のがれますの？　護衛役はあなたひとりですわよ？　想像して御ご覧らんなさい」


　そういう方向の考え方ならばまだしも守しゆ備び範はん囲い内ないである。言われた通りに想像してみる。最重要なのは護衛が自分ひとりという点だろう。護衛の職しよく分ぶんは雇こ用よう主ぬしを護ることであり、そのためには常に雇用主の傍そばにいる必要がある。なおかつ護衛がひとりしかいないのであれば、自分は片時も離はなれず雇用主に寄より添そっていなければならない。


　さて、暴漢に襲われて逃とう走そうを余よ儀ぎなくされるとなれば、当然走ることになる。走ることになれば、峻護と麗華に足の差がでる。その差を埋うめ、常に彼女を自分の傍に置いておくためには──




[image: ]


　ここまで考こう察さつを進めて気づかないとすれば、それは天てん下か無む双そう、極ごく上じようのド阿あ呆ほうであろう。


　とっくにいなくなった家族連れに、麗華はまだ視線を固定している。


　峻護は差し出されたままの手をあらためて見やる。





　　　　＊





　想おもい人の手はひどく火ほ照てっていた。脂あぶら汗あせでかなり湿しめってもいた。だけど緊きん張ちようで汗ばんでいるのは自分とて同じ、気にすることもないだろう、と麗華は思う。


　お互たがい俯うつむきがちに、帰き路ろを行く。


　峻護の拍はく動どうを手のひら越ごしに感じながら、なおも思う。いよいよ始めなければいけない。これまで始められなかったことを。未み練れんに引きずられてどうしても踏ふん切りがつかなかったことを。


　二ノ宮峻護との関係を、一から作り直すことを。


　もういい。過去のいきさつなど忘れられたままでいい。今日から踏み出そう、ゼロから出発しよう。あの時だって何もないところから始まったのだ。もう一度くらいそんなスタートラインから始めたって、何の不ふ都つ合ごうがある？


　そう、この男は間違いなくあの少年なのだから。こうしてここにいて、逃げも隠かくれもしないのだから。いや、たとえ逃げ出したって地の果てまでも追いかけていくだけ。ほら、やっぱり何の問題もない。


　時間だってたくさんある。足りないものはゆっくり足していけばいい。なにしろ十年も我が慢まんしたのだ、その間に培つちかった根こん性じようを甘あまく見てもらっては困る。こうなったら二十年でも三十年でもいい、どれだけ時間をかけたって、必ず欲ほしいものを手に入れてみせる。


　自分にならそれができる。


　なぜならこのわたくしの名は北条麗華。誇ほこり高き北条家の唯ゆい一いつの直系、世界をさえ動かしうる北条コンツェルンの次じ期き総そう帥すい。そのわたくしがどうして、たったひとりの男を手に入れられないことがあるでしょう。





　──ふうん、少しは成長したじゃない？　だったらもう少し時間をあげてもいいかしら。





「…………え？」


　どこからか声が聞こえた気がして麗華は顔を上げた。


　見回す。あたりには誰の姿もなく、二ノ宮峻護だけが傍にいる。その峻護は気の毒なほど肩かたを強こわ張ばらせて、交こう互ごに出されるつま先の動きに視線を固定させている。何かを口にしたようには見えない。


（気のせい、よね──？）


　もっとも妥だ当とうな結けつ論ろんに落ち着くと、『空耳』のことはすぐに忘ぼう却きやくし、ようやく手に入れたひと時の幸福を麗華はゆっくり嚙かみ締める。





　　　　＊





　こんなの反はん則そくだと思う。


　あんな言い方をされて手を差し出されれば拒きよ否ひなどありえないし、承しよう諾だくしたら承諾したで、相手はあの北条麗華なのだ。しかも今日の彼女はいつになく峻護のリズムを狂くるわせる。一度も見せたことのない表情しかり、普ふ段だんならありえない行動しかり。


　隣となりを盗ぬすみ見る。


　頰ほおが朱しゆ色いろに染まっているのは夕ゆう陽ひのせいだとするにしても、このどこか憂うれいを含ふくんだような、それでいてひどく安心しきったような瞳ひとみの色はいったい何なに事ごとだろう。こんなのはありえない。北条麗華が自分の傍でこんな顔をしてるなんて、狐きつねに化かされているとしか思えない。


　でも、どれだけ疑ぎ心しん暗あん鬼きに駆かられたって動かしようもなく確かなことがある。それは手のひらに伝わってくる彼女の熱さと心しん拍ぱくの速さ。自分も相当に体温は上じよう昇しようしているはずだが、彼女の温度はそれを上回って熱い。今にも破れそうなほど収しゆう縮しゆくを繰くり返す心臓のリズムを、彼女の手から伝わってくるそれは悠ゆう々ゆうと追い越していく。


　こんなの反則だ、と思う。


　今日は覚かく悟ごを決めてここに来た。大げさに言えば腹を切るくらいの気持ちでこの日に臨のぞんでいたのだ。十中八九、彼女が約束の少女であろうという予感はあった。十年間忘ぼう却きやくしていた罪に慄おののき、土下座を始めとする謝しや罪ざいの数々も準備してきた。北条家と二ノ宮家とでは家か格かくが釣つりあわないのではないか、彼女は北条家の次期当主だからやっぱり自分が婿むこ養よう子しとして北条家に入るのだろうか、さしあたりは婚こん約やくだけ済ませ、十八歳さいになるまで待ってもらうということで了りよう承しようしてもらえるだろうか──そんなことまで考えた。冗じよう談だんでも伊だ達てでも酔すい狂きようでもない、すべて本気の大おお真ま面じ目めである。今日は事実の最終的な確かく認にんと、心の整理をつけるためだけに来た、そのつもりだった。


　それが物の見事に肩かた透すかしを食くらった。


　呆ぼう然ぜんとした。


　呆然とするだけだったらまだよかった。弱ってしまうのは、そうしてできた心の空くう白はくに北条麗華が入ってくることだ。それも、これまで見たことも聞いたこともない様子を示す北条麗華が。今もまさに隣にいて、秒びよう刻きざみにどんどん彼の心を埋うめ立てていく。こんな状況にどうやって抵てい抗こうすればいいのか。もともと彼女に対する評ひよう価かは著いちじるしく高かったのだし、おまけに彼女はサキュバスでもある。普段はその強制力を伴ともなう魅み惑わくは発はつ揮きされていないものの、北条麗華がひとたびその気になれば男など摑つかみ取りも同どう然ぜんに籠ろう絡らくすることができるのだ。そう、まるで彼女のように──


（…………！）


　愕がく然ぜんとした。ようやく彼は気づいたのだ。


　何がって──どこにもいなかったのだ。今日一日、心の中のどこにも。


　名前を舌に乗せることなく、まぶたの裏に姿を思い浮うかべることさえなく。


　その影かげすら、あるいは気配すら。峻護の想おもいに触ふれることはなかったのだ。


　彼がほのかな想いを寄せていたはずの、もうひとりのサキュバス少女は──。





　　　　＊





「雨降って地固まる……ってことになるわよね。これってやっぱ」


　夕暮れの朱しゆ色いろに溶とけていく二人を見送り、日奈子は複ふく雑ざつな気持ちで呟つぶやきを漏もらした。


　フウ、と吐と息いきする。一日が終わり、ミッションも終わって。そしてひょっとすると、ひとつの恋こいもまた終わりを迎むかえることになるかもしれない。


　隣を見る。


　なにやってんだろーなーこいつは、と思う。


　日奈子の目にはもはや見えなくなった二人の姿を、友人はなおも追っている。風のない日の湖面のように静かな瞳で。


　この少女が何やらいろいろ訳ありらしいことは薄うす々うす察さつしている。詳くわしいことを自分から何も話さないということは、おそらくそれなりに深しん刻こくな『訳あり』なのだろう、とも理解している。そのことが月村真由の桎しつ梏こくとなり、彼女から行動の自由を様さま々ざまに奪うばっているんだろうということも、実じつ例れい込みで知っている。


　もっといえば不ふ肖しよう綾あや川かわ日奈子、これは神宮寺学園生徒の常つねではあるのだが──北条麗華の熱ねつ烈れつなファンでもある。あの一風変わった憎にくめないお嬢じようさまを応おう援えんしたい気持ちというのは、こうして友人に肩入れしている今だって変わらないのだ。日奈子は４・０６事件──あの入学式、桜の舞まい散る校こう庭ていでの一ひと幕まくとその後の顚てん末まつを聞き知っている身であり、その一方で月村真由との付き合いは実のところ二週間に満たないのである。


　それでも思う。


「あんたさあ、ほんとにこれでいいわけ？」


　奪ってしまえ。そう言いたくなる。なにしろこの少女、地は半はん端ぱでなく上等なのだ。容よう姿しの整いぶりは神のえこひいきを呪のろいたくなるほどだし、蟲こ惑わく的てきとしか言いようのない色いろ香かは男の理性を溶とかしてやまない。おまけに峻護の気持ちが真由に傾かたむきつつあったことも日奈子の目に明らかだった。これだけお膳ぜん立だてが整っていて、どうして行動に出ないのか──おそらく口には出せない事情を抱かかえているのだろうと知りつつも、そう叱しつ咤たしたい欲求に何度も駆かられた。


　あんたなら望むままにオトコを手に入れられる。もちろん二ノ宮くんだって。しかも彼だったら男性恐きよう怖ふ症しようのあんたでも平気なんでしょ？　なのにどうしてそれをしないの？


　何度もそんなセリフが口を滑すべりかけた。


　でもその一方で、よくわかりもするのだ。


　この少女は、そういうヤツなのだ。


　潔けつ癖ぺきで、生真面目で、見た目よりも遥はるかに意い地じっ張ぱりで、そして見かけどおりに臆おく病びようで。己おのれの心の痛いたみに苦しんでいるだけに他人の痛みにやさしい。それがこの二週間で日奈子が見み抜ぬいた、月村真由の生の姿だった。


　そりゃそうだ、と思う。そんな少女にできはすまい。日奈子が彼女に望んでいるような真ま似ねなどは。


　それでも日奈子は言わずにいられないのだ。


「これでいいわけ？　ねえ、真由」


　答えない。


　答えず、友人はまるで別のことを言った。


「──わたし、そんなことぜんぜん知らなかったんです。だってそんなこと誰も言ってくれなかったもの。言ってくれなければ、そんなこと知るはずないじゃないですか」


　夕ゆう陽ひを眩まぶしがるように目を細めて、


「でも、もし知っていたとしても、どうしようもないじゃないですか。知っていたって、気持ちとか、抑おさえられるものじゃないじゃないですか。これじゃわたしって、ほんとうに、どうしようもない、ただの邪じや魔ま者もので、でも、そんなのしょうがないじゃないですか」


　力なく微笑ほほえんでいた。


「だいたいずるいんです麗華さんは。だってわたしから見たって、麗華さんって応援したくなりますもん。でも、それでも、わたしだって──」


「…………？」


　何の話をしているのかはわからなかった。真由の眼まな差ざしは相手を日奈子とみていない。


「あ」


　不ふ意いに短い声を上げて、真由はポケットを探さぐった。


　丁てい寧ねいに洗って乾かわかした、真っ白なレースのハンカチ。


「結局返しそびれちゃいました、これ。お礼もちゃんと言えなかったな……」


　その横顔を見て、日奈子はたまらない気持ちになった。そこに垣かい間ま見みえたのはすさまじいまでの孤こ独どくと虚きよ無むだった。厄やつ介かいな体たい質しつを持っているだけではない。きっと、おそろしく損そんな性格をしているのだ、この友人は。


　まったく……月村真由とは、どこまでツキのない役回りに生まれついているのか。こんな有あり様さまではさぞかしこの世は生きにくいことだろう。


　よろしい。だったらせめて自分だけは彼女の支えになってやろうではないか。ひとりぐらいこの少女にもそんな味方がいたっていいはずだ。


「──よし！　今日の仕事はおしまいおしまい！」


　パンパン、と手を叩たたき、日奈子はミッションの終わりを宣せん告こくした。


「さ、そうとなったらこんなとこは早く出ちゃってさ、次行くよ、次」


「……え？　行くって……どこへ？」


　キョトンとする真由の前で指を振ふり、


「ばかね。仕事の後は一いつ杯ぱいひっかけるもの、って相そう場ばは決まってるのよこの国じゃ。あんた外国行ってる間にそんなことも忘れちゃった？　でもってもち、飲み代はあんたのオゴリね」


　ニヤリ、と思わせぶりに笑う。


「ちょ、ちょっとだめですよ日奈子さん、そんな、高校生が……」


「なーによー。今日一日付き合ったんだからさ、オゴリくらいは当とう然ぜんじゃん？」


「それはもちろん、そのくらいのお礼れいは喜んで──って、ですからそうじゃなくて、」


「よしよし、今日はあんたに大人の階段というヤツを上らせてやろうじゃないの。安心しな、背中はあたしが押おしてあげる。あんたはただボーっと突つっ立ってればいいの。さ、急いで急いで。今夜はパーっとやるよっ！」


　言葉どおりに背中をぐいぐい押し、享きよう楽らくの夜へ向かう片道特急列車に乗せようとする。


「もうっ。……わかりました、じゃあちょっとだけ。ちょっとだけですよ……？」


　そんな友人の気き遣づかいに対して真由は──


　かなり無理をして、だけど少しだけ、笑った。





　──それは幸福であったろうか、あるいはその真ま逆ぎやくであったろうか。


　日奈子はもちろん当の真由でさえ、このときはまだ気づいていなかったのだ。


　己おのれが犯おかした罪の、その真実のところを。




　其の四　その日を終えて







　──さて。


　紆う余よ曲きよく折せつを経へた末すえに催もよおされた峻しゆん護ごと麗れい華かの帰き還かん行こうに、さほどの物語はない。


　握にぎり合った手のひらがすっかり汗あせばんで滑すべりやすくなり、途と中ちゆう何度も手が離はなれてしまったこと。


　二人とも手足の動きが常じよう時じちぐはぐであり、階段などの段差で都合五回、仲良く蹴けつまずいたこと。


　お互たがい自分の行動に対する弁べん解かい、正当化、あるいは心の中でそれを復ふく唱しようすることに忙いそがしく、道中まったく会話がなかったこと。


　それら多少のハプニングを重ねつつも最後まで『護ご衛えい役ひとりで雇こ用よう主ぬしを護まもり抜ぬく最さい善ぜんの方法』を貫つらぬき通したこと。


　その程度である。


　もちろんそれは、当の二人にとっては天地がひっくり返るほどの一大事なのだが……やはりそれは、あえて語るべきほどのことでもなかろう。


　ただしひとつだけ、その後に起きたある顚てん末まつについてだけは記しるしておかねばなるまい。


　帰宅後ずいぶん経たち、もういい加か減げん夜も更ふけるかという頃ころ──





（まったく……あの反はん則そく変へん態たい女おんなは手て加か減げんというものを知らないのですかっ）


　正面ホールのモップがけをこなしながら、麗華は雇用主の所しよ業ぎように対していつものように呪のろいを下していた。遊園地での大一番を、まずまずの結果に切り抜けて帰還を果たした後。彼女と峻護を待っていたのは、とうてい一日や二日では終わりそうにない量の家か事じの山だった。この家の主あるじ二にノの宮みや涼りよう子こは二人が帰宅するや否いなや、因いん果が応おう報ほうだとか信しん賞しよう必ひつ罰ばつだとかリスク＆リターンだとかなんとか、いつもの詭き弁べんを弄ろうした末、『一日中遊んできたんだからそれに見合った仕事をするように』などとほざいてペナルティを科かしたのである。


　一定の想像はしていたもののそれを遥はるかに超こえるタスクの量に、麗華は当然猛もう反はん発ぱつした。第一あれは公こう務むの一いつ環かんであり、外出の許可についてはあらかじめ涼子自身に許可を取ってあったではないか──と主張したものの、それとこれとは別の話だとかよくわからない理り屈くつを捏こねられて、結局は大量の雑ざつ務むを押おし付けられることになったのである。


（初めも終わりもすべてよし──そういうわけにはなかなかいかないものですわね）


　怒いかりに任せてモップを床ゆかにぐいぐい押し付けつつ、まだ半分以上も残っている仕事にうんざりしていると。


　目と鼻の先の玄げん関かんでチャイムが鳴った。


（さては──あの小こ娘むすめ、ようやく帰ってきたのかしら）


　作さ業ぎようを中ちゆう断だんし、玄関ドアに白い目を向ける。


　極きわめて珍めずらしいことであるが、月つき村むら真ま由ゆは今日、外出していて不在である。そしてまた意外なことというのは続けて起こるものらしく、外出したままこんな時間になるまで帰宅していない。門限があるわけでもないのに夕暮れ時にはきちんと家の中にいるのがあの小娘本来の生せい態たいなのに。


　ただし小娘の外出については早くから家主の承しよう知ちするところだったらしく、また日暮れ前には『今日は帰りが遅おそくなる』という意の一いつ報ぽうがあったそうだ。そうでもなければあの欠けつ陥かん娘のこと、どこかで立ち往おう生じようしているのではないかと大おお騒さわぎになっていたことだろう。


（まったく、あの小娘はどこで何をしてもわたくしに仇あだをなすのね。どうして今日に限って出かけるのです。おとなしく家にこもっていればいいじゃないの……）


　と麗華が愚ぐ痴ちるのは、月村真由が家に残っていれば家事のほとんどを済ませていただろうという計算があるためだ。基本的にこの家の雑ざつ務むは二ノ宮峻護と北条麗華、それに月村真由が担になうことになっている。平へい均きん以上の労ろう働どう意い欲よくを持つ真由のことだから、家に居い残のこっていれば麗華が任された家事も勝かつ手てに済ませていたにちがいない。


（ふん、帰ってきたのなら好こう都つ合ごうですわ。残りの分の作業はさっそく小娘に押し付けてやりましょう。遊び歩いていたのはあの小娘も同じなのだから、当然の報むくいですわね）


　モップを壁かべに立てかけドアに向かった。二ノ宮峻護は何がしか手の離はなせない作業中か、それともチャイムの聞こえない場所にいるのだろうか。来らい客きやくがあれば真っ先に飛んで行って取り次ぐ彼だが、廊ろう下かを走ってくるような気配もない。


（まずは、二ノ宮峻護とわたくしに負ふ担たんを背負わせしめた責任を追つい及きゆうせねばなりません。その後は高校生の分ぶん際ざいでこんな時間まで遊び呆ほうけていた件についての説せつ教きようですわね。むろんこれは、神じん宮ぐう寺じ学園の生徒会長として当然の義ぎ務むと権けん利りというべきもの。もしこれを行使しなければ職しよく務む怠たい慢まんのそしりを免まぬかれないのです）


　いつまでたっても家人が出てこないことに焦じれたか、再びチャイムが鳴らされた。


　よろしい。催さい促そく上じよう等とうである。


　その挑ちよう発はつ的てきな（と麗華は受け取った）チャイムに、腕うでまくりせんばかりの威い勢せいでノブに手をかけ、一気に押し開けた。


「ちょっと月村さん。あなたこんな時間までどこをほっつき歩いていたのです。健けん全ぜんな高校生たるものが外出していい時じ刻こくではありませんことよ。それとも何？　あなたは時計の針はりが視し認にんできないほど視し力りよくが弱いとでもいうのですか？　それとももっと重じゆう症しようで、昼と夜の区別がつかないほど認にん知ち能力が低いとでも？　そうでなければ心を入れ替かえ、きちんと日にち没ぼつまでには戻もどってくるようになさい」


　──と、口にする予定だったセリフは。


　最初の『ち』の部分すら発音されぬまま、日の目を見ることなく終わった。


　代わりに口をついたのは、


「な──」


　これだけ。


　そして次の瞬しゆん間かんには、ドアの向こうから覆おおい被かぶさってきた何かによって、麗華は玄関前のカーペットに押し倒たおされていた。


　ぴったりタイミングの合った不ふ意い打うち。呼吸さえ合えばどんな巨きよ漢かんをも制しうる技わざはこの世に数多あまたあるが、まさしくそういった呼吸で、それ）は自じ重じゆうを預あずけてきたのである。


（な、なにっ？　なんですのっ？）


　軽いパニックに見み舞まわれつつもすぐさま態たい勢せいを立て直し、それをどけて立ち上がる。


「ああっ！　すいません麗華さん、だいじょうぶですか？　んもー、この子ったら……！」


　次いでドアの向こうから登場した人物が床ゆかに屈かがみこみ、それを抱かかえ上げた。


「ったく、世せ話わ焼かせて……ほれっ、起きろっ。家だよっ」


　その人物には少なからず見み覚おぼえがある。瞬またたきひとつの間に検けん索さくは完かん了りようした。一年生の綾あや川かわ日ひ奈な子こ。月村真由がもっとも頼たよりにしている友人。何かと面めん倒どう見みがよく、真由に対してもその性格は如何いかんなく発はつ揮きされているという。


　やや落ち着きを取り戻しつつ、日奈子が抱えているそれに視線をやった。


　そこまでして、麗華はようやくそれが何であるかを知った。


「あーもう、まさかここまで正体なくすなんて……こら真由！　家だっつってんでしょ！　起きろ！　おーきーろー！」


　呆あつ気けに取られた。


　あまりにも従来の印象とかけ離はなれすぎていた。


（月村真由？　これが？）


　むにゃむにゃと呟つぶやきながら眠ねむりこける人物を、麗華はＵＭＡでも眺ながめるような目で見下ろした。


　服ふく装そうからしてひどい。着ちやく衣い自体は派は手でさを抑おさえた、それでいて品のあるワンピースだが、このつつましい少女にはありえないほどそれが着き崩くずれている。白い肩かたは丸出し、裾すそもすっかり捲まくれあがり、あまつさえ所々が破やぶれてほつれまで出来ている始し末まつ。長い髪かみは猫ねこに遊び飽あきられたあとの毛糸玉のようにグシャグシャ。五体は指先ひとつに至いたるまで脱だつ力りよくしており、水みず揚あげされたばかりのタコの死体みたいにフニャフニャしている。


「……いったい何事なのですか、これは」


　基本的には品ひん行こう方ほう正せいと呼んでいい少女のいつにない姿に、すっかり毒どく気けを抜ぬかれた格かつ好こうで問う。


「いえ、それがですね」


　笑ってごまかしつつ、日奈子は言葉を選び選び説明した。それによれば、今日は日ごろから家に閉じこもりがちな真由を引っ張ぱり出して、とことんまで気晴らしをさせようという計画だったのだとか。計画は順じゆん調ちように進み、遠えん慮りよがちながらも楽しんでいた真由だったが、『ある飲み物』を飲み始めたところから状況が変わったのだという。


「いや、ほんとうのお酒は一いつ滴てきも飲んでないんですよ？　あくまで気分だけ出そうと思って、ノンアルコールビールを頼たのんだんですけど……そしたらこの子が」


　あっという間に出来上がってしまい、そこからは目を覆おおうばかりのご乱らん行こうが始まったのだ。おまけにこの少女、すぐ酔よっ払ぱらうくせにその酔すい態たいが太く長く続くタイプらしい。さんざん気分よく暴あばれ、やがては店を追い出される形で帰き途とにつき、しかし二足歩行もままならぬ状態だったために、日奈子が必死こいてここまで引きずってきたらしい。


「名前とは裏腹にちょっとだけアルコール入ってますからね、あの手の飲み物って。でもまさかここまで酔っ払うとは……すいません、あたしの責任です」


「そう、そういうことでしたの」


　麗華は頷うなずいてみせた。だが心中では必ずしも納なつ得とくしていない。


（それだけでこの小こ娘むすめがこれほどの醜しゆう態たいを？　そういうところだけは身持ちの固い者だと思ってましたけど）


「……とにかくご苦労さま。わざわざ連れてきていただいて感かん謝しやいたしますわ。立場上わたくしはここの使用人で、この者も一いち応おうとはいえこの家の家人。あとのことはわたくしが処しよ置ちいたします。礼は後日、あらためて」


「いえ、そんなことは。友達だし。じゃ、すいません、あとはよろしくお願いします。またあとで連れん絡らくするって、この子にも伝えておいてください」


　やや頰ほおを染そめて頭を下げ、日奈子の姿はドアの向こうに消える。


「さて、と……」


　両手を腰こしに当て、軟なん体たい動どう物ぶつと化している物体に目を落とす。かすかな寝ね息いきはあくまで深く、これっぽっちも目を覚さます気配はない。


「とにかく運ばないことには始まりませんわね」


　バカ下げ僕ぼくにでも任せたいところだが彼は現在、長期の休きゆう暇かを取っている。二ノ宮峻護を呼ぼうかとも思ったが、あの男にわざわざ手て間まをかけさせるのは忍しのびなく、それ以上にあの男の手が小娘に触ふれるのかと思うと腹が立つ。本ほん音ねを言えばこのまま放ほう置ちしてやりたいところなのだが、いくら気分の悪い小娘が相手とはいえそれもあんまりな話だ。


「まったく……どうしてこのわたくしが天敵である小娘のために骨を折らねばならないのです。運うん賃ちん代がわりに二、三発蹴けっ飛ばしてやろうかしら」


　ぶつぶつ言いながらも令れい嬢じようは膝ひざを折り、


「ちょっとあなた。起きなさい。こんなところで寝ねていては身体からだを壊こわしますわよ。あなたが風か邪ぜをひこうが肺はい炎えんにかかろうが知ったことではありませんが、ここであなたに体たい調ちようを崩くずされたりでもすればわたくしの責任問題に発はつ展てんするのです。……まさかとは思いますが寝たふりをしているわけじゃないでしょうね？　そうして油ゆ断だんさせておいてわたくしに牙きばを向けるつもりであれば、骨折り損のくたびれ儲もうけというものですわよ？　わたくし、あなたに対してだけはこのさき一生スキなどは見せませんからね」


　などと言ってはみるが、もちろん真由が麗華の暗あん殺さつを目もく論ろんでいるはずもなく。彼女はただ邪じや気きのない顔で寝息を刻きざんでいる。


　思う。寝顔だけならまったく無む毒どくな存在なのに。別に邪じや魔までも何でもないのに。いっそのことずっと寝ていればいいのだ、この小娘は。そうすれば自分だってこの小娘といちいち対立せずに済むのだから……


　腕の下に首を入れ、呼吸を込めて一息に担かつぎ上げようとした。


　その時だった。


「…………？」


　持ち上げかけた拍ひよう子しに、真由のワンピースのどこかから何かが落ちた。


　いったん真由を下ろし、それを拾ひろい上げる。


　最初は破れた服の切きれ端はしか何かかと思い、だけどそう思ったのは本当に一いつ瞬しゆんだけだった。


「！」


　ハンカチ。南国の砂浜のように白い布ぬの地じ。凝こったレース編み。


「……うそ。なに、これ」


　見み間ま違ちがえようはない。なんとなれば、それは麗華自らがデザインし、刺し繡しゆうを施ほどこしたものだったから。


　この世に一枚しかないもので、そして今日それは麗華の手から離はなれたはずで──


　たちまち混乱の渦うずに叩たたき込まれる。なぜ？　どうしてこれを月村真由が？　これは確かにあの少年に、


　瞬間的に感情が沸ふつ点てんに達した。何て愚おろかな。どうして気づかなかった？　声は確かに上う手まく変えていたけど、声せい帯たいをまるごと入れ替えたほどの変へん声せいではなかった。体型も小器用に隠かくしていたけど、中性っぽくまとめるのが精せい一いつ杯ぱい、いくらでも女性の匂においはかぎつけられたはず。それにそう、あの鼻血。あれだけでも十二分に月村真由を連れん想そうするに足りたではないか。


　沸点に達した感情はたちどころに怒いかりへと転てんじ、気づけばほとんど反射的に拳こぶしを振ふり上げていた。鼻っ面つらに叩きつけて二度と止まらないほどの出血を見み舞まわせてやる、と思った。だが次の瞬間、不安定な感情がまたしても麗華を揺ゆさぶる。どうして？　わたくしはあなたの敵ではないの？　わたくしを完全に欺あざむけていたのだから、いくらでも策さくを弄ろうすことができたはず。妨ぼう害がいすることだってできたでしょう。いいえ止とどめを刺さすことだってできたかもしれない。なのになぜ──


　そしてさらに次の瞬間。最大の揺らぎが来た。


　じゃあ──あの少年の正体が月村真由だったというのなら。


　聞かれ──たの？　十年前のいきさつを。わたくしと二ノ宮峻護のことを──


　最悪。最悪だ。聞かれてしまった。頭の中が真っ白になる。自分の気持ちを、心の最も深いところにしまってある過去を知られてしまったということが、しかもその相手が他ほかでもない月村真由であったことが、自分の生な部分を晒さらしてしまったことが、とてつもなく、どうしようもなく、もう立っていられないほど──


　いつのまにか壁かべにもたれかかっていた。それでも身体からだを支えきれず、ずるずる壁をずり落ちて、ぺたりと腰こしをつけた。顔は夕ゆう陽ひの色を写し取ったみたいに赤く、誰だれも見ていないというのに、それを隠すみたいに両手で覆おおう。


　待ってほしい。意味がわからない。そもそも三度目に会った時、明らかにあの少年は自分を励はげまそうとしてくれていたではないか。そう、ではつまり、こうして月村真由が酔すい態たいを呈ていしているのは、つまり──


　わからない。自分の気持ちも、月村真由が何を考えているのかも。ここしばらくの間、麗華を惑わく乱らんの急きゆう流りゆうに叩き込むような出来事は何度もあって、それら以上に自分を途と方ほうにくれさせる状じよう況きようはありえないだろうと思っていた。それが、どうだ、今。得え体たいの知れない何かが、魂たましいごと破は砕さいせんばかりに心を蹂じゆう躙りんしている。


　手に握にぎり締しめたままのハンカチに目をやる。丁てい寧ねいに洗い、皺しわまできちんと伸ばしてある。血液の色はどうしても落ちきらなかったらしく、薄うすい錆さび色いろが所々に点てん在ざいしている。バカじゃないかと思う。こんなもの捨ててしまうべきだったろうに。いや、ぜったい捨てなければいけないのだ、こんなのは。それが何？　何をこんな、後ご生しよう大だい事じに持って──


「……なんなのよぉ、もぉっ……」


　自分でも何を意い図としているのかわからないうめきが洩もれる。


　消え入りたいとでも願っているかのように、膝ひざの間にまで顔をうずめこむ。


　何も知らぬげに、月村真由はひと時の安あん眠みんを貪むさぼっている。





　夜はうだる熱さを引きずりつつ、苛いら立だたしいほどのろまに流れていく。


　秋の気配はまだ、遠い。






　あとがき







　初めての方は初めまして、そうでない方はお久しぶりです──という定てい番ばんのあいさつを定番とすることに成功しつつある、作者の鈴すず木きです。『ご愁しゆう傷しようさま二にノの宮みやくん』第四弾だんをここにお届とどけ致いたします。





　時に小説家なる稼か業ぎようは仕事の管かん理りを自分ひとりでまかなうために、その気になればいくらでもサボれます。家にひとりで居ると正直、あまり仕事しません。


　ということでワタクシこの四巻を書くにあたり、生まれて初めて『カンヅメ』なるものを経けい験けんしてまいりました。筆ふでの遅おそい作家が執しつ筆ぴつに集中するためにホテルやら編へん集しゆう部ぶやらに閉とじこもるアレです。行き先は某ぼう県けんの某温おん泉せん地ち帯たいにあるコンドミニアム。ひとりじゃ寂さびしいので、ファンタジア文庫でご活かつ躍やくの風かざ見み周めぐるちゃんも誘さそい合わせての二人旅でした。部屋は二人部屋を共きよう同どう使用であります。





　さてそうなると当然、周ちゃんと起き居きよを共にするわけであり、そして二人きりで日々を過すごせばうれしはずかしな出で来き事ごとが様さま々ざまに起こるわけです。例えば着き替がえなんかも見せ合うことになるし、同じ洗せん濯たく機きでお互たがいの衣い類るいを一いつ緒しよに洗うことにもなります。洗濯物を干ほすのも無む論ろん同じ場所。洗濯物の中には赤せき裸ら々らな衣類ももちろん含ふくまれます。そう、周ちゃんの肌着なんかも……。


　どうです、うらやましいでしょう？　こんな暮らしを送っていれば二人の距きよ離りは徐じよ々じよに縮ちぢまり、やがてはねんごろな仲に進しん展てんしていくというもの。さらには毎まい晩ばん杯さかずきを重ね合い、現げん地ちで道具一いつ式しきを買ってトンコツスープを煮に込こんだりという素す敵てきイベントを経へた末すえ、私たち二人は将しよう来らいを約束し合う関係になっていったのです。──あのコンドミニアムでの日々はほんとうに有ゆう意い義ぎだったよ。これからもよろしくね、周ちゃん。


　ああそうそう。言い忘れてましたが、風見周ちゃんは男性です。





　……さて、右の文章にはいくつの突つっ込みどころがあったでしょう？





　　　　＊





　そんなこんなで今回も最後になってしまいましたが、イラストの高たか苗なえ氏、担当のＳ氏をはじめ、この本に関かかわって頂いただいた全ての人たちに満まん腔こうの謝しや意いを。そしてこの本を手に取ってくださった皆みな様さまに、私から愛の訪ほう問もん販はん売ばいを。ありがとうございました、どうぞこの次もよろしくお願い致いたします。





　余よ談だんですが、『将来の約束』とは『お互いがんばって売れる作家になろうね』という、友情に満みち溢あふれた誓ちかいでありましたとさ。どっとはらい。




ご愁しゆう傷しようさま二にノの宮みやくん４





鈴すず木き大だい輔すけ
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